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１　氷の中の悪夢







　古い樹きの切り株のように太い氷ひよう牛ぎゆうの足が、雪の上に浅い足跡をしるしていく。真っ白な毛に覆おおわれた四し肢しは、ふと目をそらしたら景色に同化して見分けがつかなくなりそうだ。

　巨大な橇そりの後部席でうつむいていたニコロは、目を上げ、のろのろと見回す。

　御ぎよ者しやも、同乗者たちも、そして自分も、みな氷牛の皮でつくった外がい套とうに身を包んでいるため、雪の粒が複雑に舞い踊る光景に吞のみ込こまれ、ただ橇の黒々とした木材だけが影として横たわっているように見える。

（戻ってきちまったんだな）

　もう何度、その思いを嚙かみしめたかわからない。ニコロのため息は、雪の中ですぐに凍こおりついてしまう。

（ラボラジアで着任て話じゃなかったのかよ）

（休きゆう暇かもなく、ラボラジア素通りで氷の海を渡って……）

　そうして、戻ってきた。

　前方に、ぼんやりとした黒い影が見えてくる。地平から立ち上がった山さん嶺れいのようにも見えるが、ニコロはそれがなんなのかを知っている。

　橇そりがゆっくりと近づいていくにつれて、その威い容ようが、黒光りする石組みでつくられた建造物であることが見てとれるようになる。灰色の空を貫つらぬく尖せん塔とうも、積雪に備えるための急斜面の屋根も、吹雪に踊る赤地に金の旗も、見えてくる。

　断だん絶ぜつ城じよう塞さい。

　アンゴーラ帝国が築いた、島ひとつを覆おおい尽くす超巨大建築。それはもはや、砦とりでとも城とも呼べるものではない。ひとつの街、とすら云えない。

（ひとつの国、だな。冷たい悪夢の国だ）

　やがて吹雪がかすかに弱まり、ニコロは正面の城じよう壁へきに垂たらされたそれを見つける。ひときわ大きな旗だ。海かい竜りゆうの紋章は帝室を意味する。それだけではない。

（双そう頭とうの海竜……まさか）

　右隣に座った帝国軍士官をにらむ。

「アナスタシア陛へい下かがいらっしゃるのか」

「……そうだ」

　士官は分厚い毛皮の帽ぼう子しの下で短く答えた。







　断絶城塞の南部中央、冬ふゆ宮きゆう殿でんと呼ばれる一角は、この巨大な建築物の基礎となった部分である。もともとこの島にはアンゴーラ帝の避ひ寒かんのための離り宮きゆうがひとつ建てられているだけだった。聖せい王おう国こくとの関係悪化に伴って増築に増築を重ね、ついには島全体を城壁で囲み、完成したのが断絶城塞である。

　したがって冬宮殿部分には壮そう麗れいなアンゴーラ王宮の面影が残り、謁えつ見けんの間も設しつらえられている。ニコロが最初に通されたのは、その謁見の間だった。

　純白の石柱で支えられたドーム型の天井をもつ、気の遠くなるほどの奥行きの堂である。深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷き込まれた階段が、最さい奥おう部の高みに向かって続いている。玉ぎよく座ざは、やはり真っ赤な垂れ幕で囲まれ、見えない。

　ニコロが登ることをゆるされたのは、五段目までだった。ひざまずき、頭を垂れる。

「帝権讃頌ネブガラドミニオ！」

　階段の左右にずらりと整列した衛兵や侍じ従じゆうたちが唱和し、一いつ斉せいに平へい伏ふくした。

　玉座を覆う垂れ幕がかすかに動いたのが、気け配はいでわかる。

　続いてニコロを襲ったのは、全身が床に押しつけられるように思えるほどの威圧感だった。骨さえ軋きしんだような気がした。

　額を絨毯すれすれまで下げたまま、ニコロは口上を述べた。

「畏かしこくも、尊厳なる御み名な、元げん老ろう院の発ほつ議ぎ者、万ばん翼よく軍の御み旗はた、全州総そう督とくの総督、万ばん民みんの護まもり手、最高司祭にして帝国の絶対者、アナスタシア陛下に拝はい謁えついたすこと、絶えざる氷を溶かすほどの恐きよう悦えつに……」

　言葉を継ぎながらも、ニコロは指先が冷えていくのを感じた。

　壁や床に温水を通すアンゴーラ式の暖房で、巨大な謁えつ見けんの間はじゅうぶんにあたためられていたはずだが、氷原を橇そりで走っていたときよりもよほど寒い。はるか段上から降り注そそぐ威圧感のせいだ。

　その後、どんなやりとりがあったのかニコロはよく憶おぼえていない。侍じ従じゆうがなにか言った。槍やりの石突きが床を何度か打った。かすかに、玉ぎよく座ざを囲む幕が揺れた。皇帝は謁見においては絶対に直接対話しない。いちいち侍従が垂たれ幕に顔を寄せて囁ささやき、胸くそが悪くなるほど長いこの階段を下りてその言葉をニコロに伝える。氷の海を泳がされているかのような気の滅め入いるやりとりで、ニコロは頭がぼんやりしてきた。

　最後に侍従が囁いたことだけは、はっきりと憶えている。

　陛へい下かが、後で内密にお逢あいになる。

　なら最初からそうしろよ馬ば鹿か野郎、とニコロは胸きよう中ちゆうで毒づいた。

　はるか頭上、垂れ幕の奥で、何者かが笑った気がして、背筋を悪お寒かんが這はい落ちた。







　短い謁見が済んで数すう刻こくの後、連れていかれたのは冬ふゆ宮きゆう殿でんの地下だった。階段を下った先の通路には暗い冷気が湛たたえられ、壁や床の組石の隙すき間まに氷が詰まっている。

　案内役の女によ官かんは、凍こおらせた火ひ酒ざけの塊かたまりを入れた杯さかずきを盆にのせて持っている。アナスタシアの好物だ。酒が飲めるほどに身体からだがよくなったのか、とニコロは思う。

（とっくに死んで帝位交代しているものと思ってたが、まだ生きていたとはね）

（しかし、今さらおれになんの用があるってんだ。昔を懐なつかしもうってのか？　まさか）

　通路の突き当たりの扉に入る。控えの間なのだろうか、薄うす衣ぎぬ姿の侍女たちが六人も、小さな部屋でじっとひざまずいている。女官に連れられて入ってきたニコロに、そろって無表情の会え釈しやくをしてきた。

　女官が奥の扉を押し開いたとたん、香り高い湿った熱気が控えの間に噴ふき出てくる。

（おい、風ふ呂ろじゃねえか）

　さしものニコロもまごつくが、案内役の女官にも、左右に控えた侍女たちにも視線で促うながされ、しかたなく湿気の中に踏み込む。

　広い浴室だった。ニコロはひざまずく。石いし床ゆかはしっとり濡ぬれている。中央の丸い泉にはたっぷりと湯が張られ、種々の薬草がけぶる水面みなもに浮かべられている。泉のこちらの縁に両腕を広げ、薬やく湯とうに身を浸ひたしている小さな後ろ姿が見えた。濡れてきらめく長い銀髪が、ほっそりした肩にはりつき、床石に広がり、薬草に混じって湯の中に泳いでいる。

「お連れしました。それと、お飲み物もお持ちしました」

　女官が床に盆を置き、平へい伏ふくして言う。

「……ニコライ。顔を上げてよいぞ。もそっと楽にせい」

　幼い少女の声がした。

　ニコロは驚きを嚙かみ殺ころしつつ、ほんの少し視線を持ち上げる。

「久しいな。だいぶ日焼けしたのではないか。見違えたぞ。昔のそなたはもう少し品のある顔をしておった」

　浴よく槽そうに浸つかりながら、その銀髪の少女は顔だけをこちらに向けて言った。

　不気味なほど紅あかい瞳ひとみだけが、ニコロの記憶にあるままだ。

（ここまで……若返ったのか。どうして）

「どうした。妾わらわの美しさに声も出ぬか？」

　手を伸ばして酒の盆を引きよせると、少女はつるりとした肩越しにニコロに向かって妖あやしく微笑ほほえんだ。どう見積もっても十一、二歳の幼さだ。

　ニコロは、かつて女帝の小こ姓しようとして宮中で働いていた頃ころのことを思い出す。

　当時のアナスタシアは、女帝と呼ばれるにふさわしい艶あでやかな妖よう婦ふだった。アンゴーラ帝室が極秘の回かい春しゆん術を持っていることはニコロも聞いていたが、ここまでとは。まるで生まれ変わったようではないか。いったいどんな手段を用いたというのか。

（別人……じゃねえのか）

　ふと、それを疑う。極ごく秘ひ裏りに育てられた娘でもいたのではないか。

（いや、昔のおれのことを知っている口ぶりだったじゃないか。それに、なにより）

（触れるだけで押おし潰つぶされそうな、この眼め。他ほかにいるわけがない）

「毎朝、妾の髪を梳すき、肌に香油を塗っていたそなたが、まさか妾だと一目でわからなかったわけではあるまいな」












　ニコロの胸きよう中ちゆうを見透かしたように、アナスタシアは笑う。

　とろりと溶けかけた火ひ酒ざけの杯さかずきを口元に運ぼうとしたアナスタシアは、ふと手を止め、鼻を鳴らした。それから、女によ官かんに向かって言う。

「そなた」

「……はい」

「この酒、飲んでみよ。ゆるす」

　女官は平へい伏ふくしたまま、がたがたと震ふるえだした。

「どうした、さっさと受けとれ」

　そう促うながされ、女官は膝ひざまで震わせておずおずと浴よく槽そうににじり寄る。アナスタシアが、痙けい攣れんする女官の手に杯を押しつける。ガラスの杯は手のひらを滑すべり落ち、甲かん高だかい音をたてて砕くだけた。

　ニコロは悪お寒かんにも似た殺気を感じた。

「──陛へい下かッ」

　身を起こし、懐ふところに手を差し入れる。女官が隠し持っていた短刀を逆さか手てに握にぎってアナスタシアに躍おどりかかるのが見えた。

　しかし、ニコロが迅じん雷らいのごとき速度で抜きざまに放はなった短剣は、空くうを切った。

　ほんの一瞬早くアナスタシアが拾い投げた杯の破片が、女官の胸に突き刺さり、その投とう擲てきのすさまじい勢いが女官の身体からだを背後の壁に叩たたきつけたからだ。

　ず、ず、と壁に血の痕あとを塗りつけながら、女官が濡ぬれた床に崩れ落ちる。

「陛下」「ひっ」「こ、これは」

　引きつった声にニコロは振り返った。控えていた侍女たちが物音を聞きつけて浴室に入ってきたのだ。

「なにをぼさっとしておる。衛兵を呼べ。急所は外してある、拷問官に引き渡してだれの差さし金がねか吐かせい。それからさっさと浴室を清きよめよ。血がにおうて不ふ愉ゆ快かいじゃ」







　暗殺未み遂すい騒ぎで、浴室には衛兵どころか将軍まで詰めかけ、戦場と化した。

「陛下っ、お怪け我がはほんとうにございませぬか」

「毒であれば、傷一筋でも危ないのですぞ」

　しつこく心配してくる主治医や重臣たちに辟へき易えきしたのか、アナスタシアはニコロひとりを伴って浴室を逃げ出した。まわりの目を盗んでの早はや業わざだったので、今いま頃ごろは混乱に拍車がかかっているだろうな、とニコロは暗い氷ひ室むろのような廊下を歩きながら思う。

「ふん、たわけどもが騒ぎおって。毒なぞ何度盛られたか知れぬ。もう慣れたわ」

　ニコロの半歩先を歩きながら、アナスタシアは老ろう獪かいな笑みをみせる。今は分厚いローブに身を包んでいるが、それでも頼りないほど細い肢し体たいが背中から見てとれる。

（この方は、昔からそうだった。臣下や夫にさえ命いのちを狙ねらわれてた）

　少年時代のほとんどをアナスタシアの世話役として過ごしたニコロは、主あるじが殺されかける場面に何度も立ち合った。毒味さえしたことがある。

「ニコライ。そなたのことも、疑ってはいたのだぞ」

　アナスタシアはふと振り向いて言う。そのときばかりは見た目相応の子供っぽい笑い方だったので、ニコロはかえってすくみ上がり、口ごもってしまう。

「湯ゆ浴あみのときから、殺気が近づいてきているのには気づいていたからの。そなたが妾わらわを殺しにきたのやもしれぬと、一応は疑った。いくら可愛かわいがっていた小こ姓しようとはいえ、異国に遣つかわせて十余年。どう変わっていてもおかしくはない。ふん、女によ官かんの方でよかったわ。変わらぬ忠誠を見られたのは喜ばしいが、反応が鈍にぶったのではないか」

　ニコロは恐縮し、深々と頭を下げる。

（そう、おれはもう身辺を任せられる小姓じゃない）

（なのに、どうしてわざわざ呼び寄せた？）

　二人はまた暗い廊下を歩き出した。アナスタシアはせせら笑うような口調で続ける。

「まあ、だれの指さし図ずで殺しにきたのかは、だいたい読める。帝都ではアレクゾフ派もクマノフ派も、頭を叩たたき潰つぶされた蛇のごとくのたうち回って醜しゆう態たいをさらしておるからな」

「両殿下は……どうされたのです」

　ニコロが帝国を発たった当時、アナスタシアの二人の息子、皇太子アレクゾフとその弟クマノフは、宮廷勢力を二に分ぶんして帝位継承を争っていた。帝室は共食ぐいを続ける毒虫の巣であり、兄弟のどちらが勝つにせよアナスタシアは殺され、後ろ盾だてを失った自分は二度とアンゴーラ本土には戻れまい、とニコロは思っていたのだ。

「二人とも、殺した」

　ニコロは靴底が凍こおって床石に張りついてしまったかのように立ち止まった。手にした燭しよく台だいを落としそうになる。アナスタシアは振り向きもせずに廊下の奥へと歩を進めるので、震ふるえる膝ひざを叱しかりつけて追いかける。

（殺したのか）

（そうでなければ殺されていただろうが、しかし、実の子を……）

「子など産むべきではなかった。妾が永えい劫ごう生きて帝てい権けんを担になえばよい」

「……では、そのお身体からだは」

「アレクゾフの手の者に、ひどい毒を盛られてな。この若さまで戻すしかなかった。だいぶ血を使ったぞ。ふ、ふ、これはこれで、なかなか具合がよい。今は気に入っておる。昔のように戦場にさえ出られるかと思うと、臓ぞう腑ふが滾たぎるぞ」

「やはり、聖せい王おう国こくを……攻めるおつもりですか」

「当然であろ」

　急きゆう勾こう配ばいの下り階段の口で、アナスタシアは振り向いて答えた。

「もう玉ぎよく座ざにたかる蝿はえは一匹残らず潰した。そなたも見ての通り、帝都からほとんどの機能をここに移してある。長い戦いくさになろう。聖都サンチユリオは遠い」

「約やく定じようがあると聞きました。聖都サンチユリオに手を出しては」

「何百年前の約定だと思うておるのじゃ。聖王家にも、憶おぼえている者が何人いるか」

「しかし」

「小こ言ごとを聞くためにそなたを呼び戻したのではないわ。だれに向かって口をきいておる」

　真しん紅くの視線に突き刺され、ニコロは燭しよく台だいを手にしたままひざまずいて頭を垂たれた。首筋を冷や汗が伝い落ちる。

「来い。そなたに見せるものがある」

　アナスタシアはニコロの手から燭台を引ったくり、狭い螺ら旋せん階段を先に下り始める。

「陛へい下か！　お待ちください、灯あかりはおれがお持ちします」

　ニコロはあわててその小さな背中を追う。二人の足音が凍こおりついた暗くら闇やみに反響し、氷に亀き裂れつが入るときのような軋きしみを返してくる。

　やがて闇の底から、洞どう窟くつを吹き抜ける風のような音が聞こえ始める。







　階段の尽きた先は、鉄てつ格ごう子しだった。アナスタシアが指輪の刻印を錠じよう前まえにはめこんで鍵かぎをはずしているのを見て、ニコロは驚く。女帝本人にしか開けられない鍵、ということだ。

　鉄格子の向こうは冷気が和やわらぎ、熟じゆくしすぎた果実のような甘ったるいにおいが充満しているのがわかる。

　部屋の入り口で、アナスタシアは振り向いた。追いついたニコロは立ちすくむ。女帝の真紅の眼めが、冷たい光を湛たたえている。

「見せる前に、そなたに確かめておく」

「……は」

「そなたのあるじは、今でも、このアナスタシアただひとりか？」

　ニコロの喉のどで唾つばさえも凍りつく。

　そのとき脳裏に浮かんだのは、二人の少女だ。

　濃い蜂はち蜜みつ色に輝く髪、手にした指し揮き杖じよう、血みどろの戦場を見み据すえるサファイアの瞳ひとみ。

　そしてその隣に立つ、青い衛生兵服姿。見守る鳶とび色いろの優しい瞳。

（おれの、あるじ）

　ニコロは目を伏せ、小さく首を振った。

「なぜそんなことをお訊ききになるのです」

　こわばった声を吐き出す。

「この身、この魂たましい、生まれたときより、陛下の御おん為ためにあるもの」

　アナスタシアは鼻で笑い、部屋の奥へと向き直る。

「まいれ」

　促うながされ、ニコロも部屋に踏み込んだ。蠟ろう燭そくの火が届く狭い範囲には、磨きあげられた石いし床ゆかの他ほか、なにもない。暗さのため、広さもよくわからない。

「壁かべ際ぎわじゃ」

（壁際？）

　目を凝こらす。

　蠟ろう燭そくの火を照り返す何なん対ついもの眼めが、こちらを見ている。声こそ漏もらさなかったが、ニコロの喉のどは痙けい攣れんした。

（おかしい。人の気け配はいを感じなかった）

（だれだ。何人いるんだ？　こんな場所に……囚しゆう人じんかなにかか？）

　アナスタシアが、燭しよく台だいの蠟燭を何本か引き抜いて四方に投げた。

　今度こそニコロはうめき声を押し殺せなかった。

　裸の女が、何人も、床に身を横たえて壁に背中を押しつけ、虚うつろな眼をアナスタシアに向けている。床石に広がる長い髪は、みな燃え立つように紅あかい。四し肢しや脇わき腹ばらには、いくつも深い裂傷の痕あとがある。

（まさか）

（これなのか。帝室に伝わるという回かい春しゆん術は──）

「ニコライ。近づいてよく見るがよい」

　アナスタシアの声が冷たく響く。ニコロの四肢からどうしようもなく力が抜け、膝ひざをついてしまう。鉄てつ格ごう子しに触れた部分が凍こおりつきそうだ。

　女たちの姿が、ぼんやりと見える。その面影も、ニコロの記憶にある。

「テュケーの娘たちよ。帝室が、飼育し、殖ふやしてきた。帝位継承争いとは、つまるところこの娘らの奪い合いであった。妾わらわは夫ガルゾフを殺して奪い、アレクゾフとクマノフは妾から奪おうとして殺し合った。ふ、ふ、あの髪の紅は血の色やもしれぬな」

　アナスタシアが肩を揺らして笑う。

「そなたを呼び戻したのは、診みさせるためじゃ。生せい殖しよく能力があるかどうか、な」







　八人の娘たちを診察する間、ニコロは激しい頭痛にも似た迷いと戦っていた。

　娘たちは体温だけが不自然に高く、人間らしい反応はまったくなかった。まさしく、生ける屍しかばねだったのだ。肉体も、あちこちの機能が退化しており、子を産めないのはあきらかだった。

（しかし、真実を伝えるべきだろうか）

（ここで、おれが噓うそをつけば）

（まだ子は産めると、偽いつわれば──）

（聖せい王おう国こくへの侵攻を、止められるんじゃないのか）

　けれど八人目の娘の診察を終え、振り向いたニコロは、心臓が握にぎり潰つぶされるような思いを味わう。

　わずかに残った蠟燭の火の中、銀色の髪と血の色の瞳ひとみが浮かび上がっている。

　アナスタシアが、ニコロのすぐ背後にかがみ込んで、すべてを見透かしたような眼めで笑っている。

（ああ、無理だ）

（おれはもう、捕らえられてしまった）

　寒気に歯をがちがち鳴らしながら、ただ首を振ることしかできない。

「ふん。やはりな」

　アナスタシアは吐き捨てた。

「魂たましいを抜き、何代にもわたって無理に大量の仔こを産ませ続ければ、いずれそうなる。血も薄まっておるしな。我が夫ガルゾフはとっくに知っておったのであろ。独占しようとするわけじゃ。もうこの八匹しか残っておらぬ。この若さまで戻るのに、使いすぎた」

　女帝は立ち上がった。闇やみの中に銀色の光の筋すじが泳ぐ。

「では、征いくぞ。再び種を得るためにな」

　ニコロも思わず腰を浮かせた。膝ひざにのせていた娘の身体からだが、ごとりと床に落ちる。

（やはり、そのために聖せい王おう国こくを攻めるのか）

（ミネルヴァかシルヴィアを捕らえ、飼育し、娘らを殖ふやし、血を搾しぼり取るためか）

　身がよじれそうなほどの吐き気を覚える。

（人を、家畜かなにかだと──）

　虚きよ無むだけを眼にためて横たわる娘たちに背を向け、ニコロも立ち上がる。娘たちが何人か、這はいずり寄ってきてニコロの脚あしにまとわりつく。人間としてではなく、ただ体温を求める生き物の反応だ。

（そうだな、これがアンゴーラだ。おれの祖国、おれのあるじ）

（でも、いとしい女帝陛へい下か）

（帝国軍はたやすく王国全土を蹂じゆう躙りんできるだろうが、聖王家を取り巻く化け物どもはどうする。軍事力だけではやつらはどうしようもないぞ）

（そう、ミネルヴァにだってクリスがついている）

　それは危き惧ぐというよりは、かすかな望みへの祈りだった。

　けれど階段口の前でアナスタシアは立ち止まり、振り向く。ニコロはぞっとして足を止める。女帝の顔に浮かんでいたのは、人ならぬ者の残忍な笑いだ。

「きやつらだけが力を手にしたとでも思っているのか？」

　ニコロは、どちらが天でどちらが地なのかさえ一瞬見失ってしまう。

　アナスタシアの額に、そして持ち上げた手の甲に、青い光の紋様が浮かび上がっているのが目に入ったからだ。

（まさか）

（──まさか、どうやって）

　アナスタシアが、ニコロを──否いや、ニコロの腰に抱きついた裸の娘の一人を指さした。水音と、樹きの生皮を剝はぐような音とが聞こえてきて、ニコロは見下ろし、息を吞のむ。

　娘の肌が乾いて皺しわだらけになり、肉がみるみるうちに萎なえて腕も脚あしも胴体も萎しぼみ、髪の毛が残らず抜け落ち、石いし床ゆかに崩れ落ちた。虚むなしく空くうを搔かく老いさらばえたその手をニコロはつかもうとするが、娘の乾ききった肉体は指先から砕くだけ、砂となってニコロの足あし下もとに厚く積もる。

　ニコロは自分の胸に握にぎり拳こぶしを押しあて、必死に鼓こ動どうと呼吸を落ち着かせながら、目を上げる。

「そなた、王国にいる間、独自に調べていたのであろ。神々のことを」

　ぞろり、とアナスタシアが歯を剝むく。少女の指が、額に燃える刻印を指す。

「では、このしるしが、きやつらの神話の中でなんと名づけられているかも、知っているであろ」

　酸のような唾つばがニコロの喉のどを伝い落ちる。焼けるように胸が痛む。

　その名は、腐ったにおいの吐と息いきとともに漏もれ出てきた。

「……イノ・モルタ」

　プリンキノポリ教会に君臨する主しゆ宰さい神。

　生命の流る転てんを担になう女神。

「ほう。『妙たえなる永遠』か。蛮ばん族ぞくにしては趣おもむきのある名をつける。気に入った。妾わらわもこれからはそう呼ぶとしようぞ」

　アナスタシアは含み笑いを漏らす。

「なにせ妾の知っている真しん名みようは、人の身では口にできぬからな」

　銀の髪が、その笑みを隠してしまう。

　足音は闇やみの中をのぼっていく。ニコロはアナスタシアを追いかけ部屋を飛び出すが、萎えた脚が階段の最初の段で力を失い、倒れかける。石壁に半身を押しつけて、なんとかへたり込むのをこらえた。

　刻印の火が、目に焼きついて消えなかった。





　　






　銀ぎん卵らん騎き士し団だんの総勢がエパベラの街に到着したのは、総そう主しゆ教きようが殺された血みどろの戦勝祝典から、十日後のことである。フランチェスカたちの泊まっている宿に、大勢の屈くつ強きようなザカリア兵たちが押しかける。

「どうしてもっと早く呼んでくれなかったんです！」

　古こ参さんの百人隊長は、机を殴なぐりつけてまで怒りをあらわにした。

「団長が死にそうな目に遭あってるってのに、俺おれたちはザカリエスコでだらだら休きゆう暇かとってたなんて……」

「あなたたちがここにいては、作戦に差し障さわるからよ」

　まだ腕や首に痛々しく包帯が残るフランチェスカは、にべもなくそう返した。

「今は必要になったから、呼んだ。それだけよ。あなたたちが案じることはなにもないわ、万ばん事じうまくいってるもの」

「ど、どこが万事うまくいってんです、そんな怪け我がまでしてッ」と、最も若い百人隊長が食ってかかる。

　自分の胸を見下ろし、傷きず痕あとに手をやり、フランチェスカは口ごもる。

　これは、必要な流血だったのだ。その対価として、フランチェスカの胸には今も、銀鎖くさりで吊つるされた瑠る璃り製の装飾短剣がある。総そう主しゆ教きようから預けられた、教会の全権の証あかし。

「俺おれたちがついてりゃ……」「そうだ。ニコロだって」「ニコロはどうしたんです、戦闘に巻き込まれたんですか？　生きてるんですか？」

　フランチェスカは顔を曇らせ、首を振る。

「……ニコロは。……わからない。どこにいるのか」

　エパベラの街は狭い。フランチェスカの要よう請せいで、各公国軍が手分けし、街中を捜さがし尽くすのには三日とかからなかった。ニコロを見かけた最後の情報は、戦勝祝典の朝、この宿でのことである。それきり消息がつかめない。

「他国軍なんざあてにならねえよ！」

「団長、俺たちで捜します、許可をください！」

　無駄だ、という言葉を喉のどに押し込み、フランチェスカは椅い子すから立ち上がり、小さくうなずく。

「……三日間だけ、許可するわ」

　今は、サンカリヨンの聖せい王おう国こく軍とにらみ合っている。刺激しないように。無機質な口調で、そう付け加える。







　隣の部屋にいたミネルヴァは、銀ぎん卵らん騎士たちの足音が階下へと消えるのを待ってから、そっとフランチェスカの部屋に入った。指揮官は青ざめた顔で休みなく紙に羽ペンを走らせていた。

　ミネルヴァが黙り込んで言葉を探していると、フランチェスカは目も上げずに言った。

「どうしたの。なにか用事？　あたくしはこれを書き終わったら聖堂に出かけるから、長話はできないわよ」

「……なんで、ニコロの捜索をあんなに早く打ち切ったんだ」

　入り口近くの壁に背中を押しつけて、そう訊きいてみる。

　満まん身しん創そう痍いのフランチェスカは、しかし戦勝祝典の後も忙ぼう殺さつされていた。部屋には諸しよ侯こうや騎士団長や高僧たちがひっきりなしに訪れ、フランチェスカもパオラの目を盗んでは合議に何度も出席していた。そのせいで、同じ部屋で療養していたミネルヴァも、こうして落ち着いてニコロの話をする機会がなかった。

　だから、単たん刀とう直ちよく入にゆうに訊たずねてしまう。答えてくれるだろうか、と不安になる。

　サファイアの瞳ひとみが、持ち上げられた。その視線がミネルヴァに注そそがれ、それから脇わきの椅い子すに落とされる。隣に来て座れ、という意味だろうか。

　机を迂う回かいし、腰を下ろすと、フランチェスカが羽ペンを止めて顔を上げる。

「……ザカリエスコ城の、ニコロの部屋は憶おぼえてる？」

　ミネルヴァは首を傾かしげる。

「銀ぎん卵らんのみんなを呼んだのは、ひとつには、ニコロの部屋の様子を知りたかったからなの。さっき、教えてもらったわ」

「なんの……話だ？」

「いつも通り、だらしなく散らかって、大事な書物も医療道具も、金貨さえも出しっぱなしだったそうよ」

「それは、そうだろ。あいつはパオラがいなきゃ散らかしっぱなしだし、今度の遠出だって祝典が終わったらすぐにザカリエスコに戻るつもりだったんだろうし」

「そうね。そう思わせるため、でしょうね」

　フランチェスカのはっきりしない口調に、ミネルヴァは眉まゆを寄せる。

「薔ば薇ら章しようと家系図も、机の上に放ほうり出だしてあったらしいわ」

「……え？」

　薔薇章と、家系図？

「それがどうしたんだ。金だってほっぽってあったんだろ、それくらい」

「ニコロはザカリアの生まれではないの。家系図は偽造よ」

　ミネルヴァは息を吞のんだ。

「すでに断だん絶ぜつした男だん爵しやく家けのものを使っていたから、まず露ろ見けんしなかったでしょうね。ザカリア訛なまりも完かん璧ぺきだったし。あたくしも、技術的な知識がなければ気づかないままでいたと思うわ」

　フランチェスカは暗くら闇やみの中の独り言のような口調でつぶやき、机の上に立てて置かれた遠眼鏡をそっと指でなぞる。それもまた、ニコロが置いていったものだ。

「なんで家系図を偽造なんて」

「アンゴーラ人が薔薇章を賜たまわるには、そうするしかないでしょう」

　ミネルヴァはフランチェスカの横顔を食い入るように見つめる。

（……アンゴーラ人？）

「知っているのは、あたくしと……そう、プリンキノポリ教会のマルマテオ師だけ。ジルにさえ教えていないわ。もちろん、パオラにも」

　そこでフランチェスカの青せい玉ぎよくの瞳は、またあの泣き出しそうな迷子のように濡ぬれる。

「なぜそこまでしてザカリアに潜もぐり込んだのかは、知らないわ。あたくしに気け取どられている、ということを、ニコロも知っていたのでしょうね。どちらも知らないふりをしていたけれど」

「どうして！」

「ニコロが必要だったからよ」

　短く即答され、ミネルヴァは黙り込む。

　問いただせば、ニコロは騎士団を去ったかもしれない。そういうことなのか。

「ニコロを、信じてたのか」

　ふと、そう訊きいてみる。

　口にしてから、ミネルヴァはそれが致ち命めい的てきな質問だということに気づく。フランチェスカがこちらをじっと見て、何度も瞬まばたきし、唇くちびるにのぼりかけた言葉のかけらを飲み下す。

「信じていた。……あたくしが、ニコロを？」

　フランチェスカの口元に浮かんだ皮肉な苦笑は、すぐに溶けて消えた。

「……そう。信じていた。信じたかった、のでしょうね。ジルのときと同じように」

（認めるのか）

　ミネルヴァは、安あん堵どと胸の痛みとを同時に覚えた。

　以前のフランチェスカなら、否定していたのではないだろうか。

「だから、こう思うの。ニコロが家系図と薔ば薇ら章しようをわざわざ目立つところに置いてきたというのは、騎士団を去る、という──あたくしへの伝言」

（それではニコロは、戦闘に巻き込まれたのではなく、自分から雲隠れしたのか）

「どこに行ったんだ。アンゴーラに戻ったのか？　間かん諜ちようかなにかだったってことか」

　ミネルヴァの口調は熱くなり、知らずとフランチェスカの肩をつかんでいる。

「それはわからない。でも、家系図を偽造するくらいの周しゆう到とうさがあれば、もっと自然に、それこそ戦死を装って消えることだってできたはずだと思うの。それをしなかったのも、あたくしへの言づてだと──そう、信じたいわ」

　ばかな、とミネルヴァは思う。

　アンゴーラは、聖せい王おう国こくとはわけがちがう。言語も思想も神話も共有し得ない、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵国なのだ。その間者だと知っていながら、信じる、などと。

　けれど、それを口にはできなかった。

　ミネルヴァにも信じたい気持ちがあったからだ。ニコロは敵に回ったわけではない、なにかやむを得ない事情で行方ゆくえをくらませただけだ、と。銀ぎん卵らん騎き士し団だんのだれもがそう思うだろう。ニコロは、旗揚げのときからともに戦い、命いのちを預けてきた、かけがえのない軍医だったのだから。

　視線だけでその思いを読み取ったのか、フランチェスカはうなずく。

「だから……そう。どうすればいいのかわからない。パオラに、なんて言えばいいのか」

　ミネルヴァはフランチェスカの肩から手をはなし、自分の胸に押しつける。

（わたしには、話してくれるんだな）

　そう考えると、胸の内側が甘く痛む。

（フランは、弱くなってしまったのかもしれない）

　けれど、とミネルヴァは思う。かつてのフランチェスカはダイヤモンドのように、なによりも硬く、限りなく脆もろかった。

　今の弱さは、必要な弱さだ。そう思いたい。

「近衛このえには、話しておくべきだと思う」

「……そう、ね」

　フランチェスカはミネルヴァから目をほんのわずかそらしたまま、弱々しくうなずく。その顔をのぞき込み、ミネルヴァは言った。

「ジルベルトには、おまえが話せ。クリスとパオラには、わたしから言う」

「ありがとう」

「よせ。フランらしくないぞ」

「わかっているわ。でも、ありがとう。あたくしの女王陛へい下か」

　ようやく、フランチェスカはミネルヴァの顔を見つめ返してきて、悪戯いたずらっぽく笑う。照れくさくなり、ミネルヴァは立ち上がった。

　廊下に足音が聞こえたのは、そのときだった。

　続いてドアを叩たたく音がする。

「ジルね？　わかっているわ、そろそろ出ようと思っていたところよ」

　開いた扉の向こうに立っていたのは、フランチェスカの予期していた通り黒ずくめの騎士だった。しかし驚いたことにジルベルトはひとりではなかった。その隣に立つのは、純白の典てん礼れい服ふくをまとったザカリア公こう爵しやくである。












「まあ、お父様？」

　フランチェスカも目を丸くして立ち上がった。ミネルヴァも訝いぶかりながら目もく礼れいする。

「聖堂に先にいらっしゃっているものと思っていましたわ。わざわざ迎えになど」

「私だけではないよ」

　ザカリア公は相そう好ごうを崩して顎あご髭ひげをなでつけ、窓の外を指さした。フランチェスカは振り返って階下を見下ろす。ミネルヴァもカーテンをいっぱいに引いて窓の外を見た。

　宿の正面の広場に、白い人影がいくつも見えた。みなザカリア公と同じ典てん礼れい服ふくを身につけている。ラボラジア、キセルキニア、ザッパニア、ケルマニア、コモンドール──諸公国の公こう爵しやくたちだ。それぞれの右手には長剣が、左手には大きな糸巻きが握にぎられている。脇わきに付き従う各々の国の騎士団長は、自軍の紋章入りの盾たてに銀の鎖くさりを巻きつけたものを両手で捧ささげ持もっている。

「古い習いだ。おまえも知っているだろう。プリンキノポリ盟約のときにも、総そう主しゆ教きよう猊げい下かをああしてお迎えにあがった」

　父親の言葉を聞いても、フランチェスカはしばらく窓まど枠わくに爪つめを立てて、階下に集つどった人々をじっと見下ろしていた。ミネルヴァはその横顔をちらとうかがう。唇くちびるを嚙かみしめているのがわかった。

　やがてフランチェスカは、胸にさげられた瑠る璃りの短剣にそっと手をやる。

　これから聖女が諸しよ侯こうを導くのは、新しい盟約の卓たくだ。

　かつて大教会で結ばれたプリンキノポリ盟約を、フランチェスカはこれからその手で破は棄きし、新たな血盟として結び直す。

　総主教の喪ももあけぬうちから、メドキア公爵を欠いたままで約やく定じようを締てい結けつすることになる。それほど急ぐのは、軍事同盟からプリンキノポリ教会の影響力を排除するためだ。諸侯も全員がこれに賛成した。

　ミネルヴァも広場を見下ろして思う。

（いったい、何人が、わたしたちの茶番に勘づいているだろう）

（けっして愚おろか者の集団じゃない。総主教の殺害にフランがなにか関かかわっていると、疑う者だって絶対にいるはずだ）

（疑っていて、なお《軍神ベローナの聖女》の威光を利用しようと、盟約に賛成したんだ）

　それでもフランチェスカは窓を離れ、振り返り──

　猜さい疑ぎと打算の敷きつめられた覇は道どうを、歩き出す。





　　






　フランチェスカを見送った後で、残されたミネルヴァはひとり、これからの戦いくさのことを考えてひどく憂ゆう鬱うつになっていた。たとえばかつての師、カーラのこと。いまだに黒くろ薔ば薇ら章しようを捨てないジルベルトのこと。黙って消えたニコロのこと。

　この先、かつての同どう朋ほうと刃やいばを交まじえなければいけないかもしれない。それは、はじめて味わう底冷えのする恐怖だった。

　そしてミネルヴァの思考は、どうしようもなく、そこにたどり着く。

　クリスだ。

　神話の時代から、喰くらい合うことを宿命づけられていた相手。

（そう、わたしは、クリスに殺される運命なんだ）

（ここのところ、あの託たく宣せんは視みない。でも、もし、また……）

　そう考えると、胸の奥が軋きしむ。

（とにかくクリスと話したい。なんでもいいから話したい）

（どうして戻ってこないんだ、薬を取りにいっただけなのに）

（まさか、クリスも、突然いなくなってしまったり……）

（ううん、そんなばかなこと、あるわけない）







　クリスが大きな麻袋を抱かかえて宿の部屋に戻ってきたのは、陽ひがだいぶ傾いた夕刻のことだった。

「遅かったじゃないか」

　ミネルヴァは机に文書の束たばを投げ出し、思わず不機嫌な声でそう言ってしまう。

「ごめん、なにか急ぎの用があったの？」

「ん、い、いや、そうじゃない、けど。薬を取りにいっただけなんだろう、なんでこんなに遅くなるのかって思っただけだ」

　ミネルヴァは咳せき払ばらいしてごまかす。クリスの顔を見ただけで安あん堵どして、感情を剝むき出しにしてしまった自分が、なんだか恥ずかしい。

「あっちこっち駆かけ回ってたんだよ。珍しい材料ばっかり使う薬でさ、パオラも苦労してたみたい──」

　部屋に入ってきたクリスは、ミネルヴァしかいない室内を見回して訝いぶかしげな顔になる。

「フランチェスカは？」

「盟約の儀式だ。たぶん夜まで戻ってこないぞ」

「あ……そうか。どうしよう。困ったな、二人の塗り薬なんだけど」

「なにが困るんだ。塗るくらい自分でできる」

　ミネルヴァはいらだった口調で質ただし、クリスの手から軟なん膏こうの壺つぼを引ったくる。

（薬なんかより、もっと大事な話があるのに）

「だから、ほら、二人とも背中の傷がいちばんひどいだろ。フランチェスカがいれば、塗りっこして包帯も取り替えられるけど……」

「そんなの、おまえがちょっと手伝ってくれれば──」

　自分がなにを言っているのかに気づき、ミネルヴァは途中で言葉を吞のみ込こむ。顔がかあっと熱くなる。見ればクリスも同じように頰ほおを赤らめて目をそらしている。

「それは、その、やっぱり……まずいんじゃ、ない、かな」

「あ、そ、そうじゃなくてっ」

　ばたばたと手を振って、クリスの声を遮さえぎる。

　背中に薬を塗ってもらうとなれば、当然、服を脱いで、包帯をみんな解とくことになる。そして、素肌に触れられてしまう。そう考えただけで耳まで熱くなってくる。

「あのっ、パオラ捜さがしてくるよ」

　クリスはわざとらしく大きな声で言って立ち上がった。

「そろそろ回診も終わったと思うし」

「ま、待て！」

　ミネルヴァは思わず、クリスの手首をつかんで引ひき留とめていた。たくさん話したいことがあるのに出ていかれては困る、そう思う一心だった。

「な、なに？」

「あ、あの、だから、ええと……」

　触れ合った視線を少しずらし、ミネルヴァは熱病に浮かされたような頭で、自分でもまったく思いも寄らなかったことを口にしてしまう。

「……その。……おまえなら、べつに、いいぞ」

「え、ええ？　なにが」

「なにがって！　だから。……薬、塗るくらい……うつぶせだし、その」

「ぼくがやらなくても」

「これから、二人でいたら、その……そういう、事態にだって、なるだろ。あっ、薬塗る話だからなっ、変な意味じゃないからな！」







　ベッドにうつぶせになったミネルヴァの脇わきに立ち、クリスは途方に暮れていた。ミネルヴァはすでに上半身の衣ころもを脱いで、長い髪もまとめて結ゆい上げ、胴に巻いた包帯をするすると抜き取ろうとしている。ほっそりしたうなじも、髪と同じくらいの紅あか色いろに染まった耳も見える。滑なめらかな脇わき腹ばらも、ベッドに押しつけられた乳房の横さえも見えてしまうので、クリスはあわてて顔をそむけた。

「は、早く塗れ。あんまり見るな」

　ミネルヴァが上ずった声で無理難題を言う。

　ちらと横目でうかがうと、包帯の下から、赤黒く血の凝ぎよう固こした傷があらわれる。それでクリスは少し冷静になった。

　──これまで、こんな大おお怪け我がをしたことはなかったはず。

　──ぼくがついていたのに。

　──もう二度と、こんな目には……

　壺つぼから軟なん膏こうを指ですくい取って、傷口にたっぷり盛りつけると、「ひゃうっ」と妙な声があがってミネルヴァの裸の背中が跳ねた。

「ごめん、痛かった？」

「そ、そうじゃなくてっ、冷たかったからびっくりしただけ」

　ミネルヴァは枕まくらに顔を押しつけて言う。朱しゆに染まった耳が震ふるえている。軟膏の塊かたまりを傷の上に置くたびにミネルヴァが悶もだえるので、やりづらくてしょうがない。

「終わったよ。そのままでしばらく乾かすから」

「……こ、このまま？」

　ミネルヴァが枕から顔を上げ、涙ぐんだ目で息を切らせて言う。

「う、うん……じゃ、乾いたら包帯巻いて。それくらい自分でできるよね」

　クリスは部屋の扉に向かおうとした。

「待て、ばか！」またしても手首をつかまれる。「な、なんのためにおまえにこんな恥ずかしいことさせたと思ってるんだ、話があるからだぞ」

　クリスは啞あ然ぜんとしてしまう。

　──そうか。ミネルヴァはぼくを引ひき留とめたかっただけか。

「ああ……ごめん。……気づかなかった」

　ベッドから離れ、文書の積まれた机に腰をのせ、ミネルヴァに背を向ける。どうにも居心地が悪い。まだ上半身が裸のままのミネルヴァが、すぐ背後に臥ふしているのだ。

「ええと、それで、なんの話」

「う、ううむ、その……なんでもいい」

「なんでもいい？」とクリスは振り向きそうになる。

「い、今のは無し！　忘れろ！　ばかっこっち向くな！」

　毛布を投げつけられた。

「だから、うう」

　ミネルヴァの不ふ明めい瞭りような言葉の間に、脚あしをばたつかせているらしき音が混じる。

「……なにか、フランチェスカから聞いたの？」

　そう訊きいてみると、脚のばたばたも、ミネルヴァのもじもじした声も、絶えてしまう。

　──やっぱり、そうなんだ。

　──あの戦い以来、二人はよく暗い顔で話し合ってることがある。

　──それで、ミネルヴァは僕にとにかく話そうとして……

　抱かかえきれない痛みが、だれの身体からだにも、心にも、積もりすぎた。

　だからクリスは机の上に片かた膝ひざを引っぱり上げて胸に押しつけ、じっとミネルヴァの言葉を待つ。

　やがて、ミネルヴァは語り出す。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんがすでにエパベラに到着したこと。すぐにニコロを捜さがしにいったこと。そしてフランチェスカから聞かされた、ニコロの正体。

　クリスは寒気さえ覚えて、片かた膝ひざを胸に強く引き寄せる。

　──アンゴーラ……？

　──あの、ニコロが？

「どうしていいのかわからない」とミネルヴァは弱々しくつぶやく。「わたしも。たぶんフランもそうだ。こんなこと、これまでなかった」

　クリスは苦い唾つばを飲み下す。

「騎士団を旗揚げしたときは、もっとずっと単純だった。王国の連中を叩たたき潰つぶして、シルヴィアをかっさらえばいいって、それだけ思ってた。でも、カーラが敵に回って。ジルベルトまで疑う羽は目めになって。おまけに、ニコロも」

　ミネルヴァの言葉は途と絶だえる。

　クリスには、なにも言えなかった。

　──ぼくだって、どうすればいいのかわかってない。

　自分の手の甲を見下ろす。赤あざとしてうっすらと浮かび上がった、烙らく印いん。

　──いつも流されてるばかりで。この獣けものを抑おさえ込むのに精一杯で。

　──そうだ、ぼくだってミネルヴァの敵になるかもしれないのに。

　──なにが言える？

　それでも、何度も口にしようとした。

　自分はミネルヴァのそばを離れない。ずっとミネルヴァのために戦う、と。

　そのとき、扉の外でぱたぱたとせわしない足音がした。

「ミィナさんっ、騎士団のみんなが来たってほんとですか！」

　駆かけ込んできたパオラは、入り口のところで目を丸くして立ちつくす。

「わ、わわっ」

　クリスの背後でミネルヴァがあわてた声をあげるのが聞こえ、起き上がる気け配はいがする。

「ご、ごめんなさい、あたしまた二人の邪魔しちゃって」

　顔を紅あかくしたパオラが廊下に後ずさろうとする。

「ち、ちがうっ、そんなんじゃないぞ！　おいクリス、ぼけっとしてないでっ」

「え、えっ？」

　思わず振り向いてしまう。身を起こして、もどかしい手つきで胸に包帯を巻こうとしているミネルヴァの、まぶしい裸ら身しんが目に入る。

「こっち向くなーっ」

　枕まくらを投げつけられた。

「出てけって言ってるんだッ！　パオラは出てかなくていい、変な気を遣つかうな、ばか！」

　クリスは机から飛び降り、パオラと入れ違いに部屋を逃げ出し、背中で扉を閉めた。

　扉越しに、ミネルヴァがパオラに向かって言い立てているのが聞こえる。薬を塗って、乾くの待っていただけで、なにも妙なことはしていない、と必死に説明しているのだ。

　ため息をつき、隣の部屋に戻る。ジルベルトと一緒に寝泊まりしている部屋だ。

　窓の外はもうすっかり暗かった。聖堂のあたりにだけ篝かがり火びがいくつも焚たかれているのが見える。フランチェスカのもとに諸しよ侯こうが集まり、ひとつの大たい盃はいを各々の血で満たし、盟約を新たにしている最中だろう。それから、軍議も始まるはずだ。

　敵も、味方も、闇やみの中で息苦しいほどに数多くひしめいていて、貌かおさえ見えない。すでにそんな戦いの中にフランチェスカはいる。ミネルヴァさえも自分の刃やいばの先を見失いかけている。

　──ぼくは、どうする。

　──ずっと、戦う理由をだれかに預けてきたけれど……

　窓の外の闇に、手をかざす。

　新月でもないのに、冥めい王おうの気け配はいが体内にわだかまっているのを感じる。

　──ミネルヴァを護まもるために、たしかにこの力は役に立つ。

　──でも、こうして流されるままに戦っているだけじゃ、いつか喰くらわれる。

　──わからない。どうすればいい。

　獣けものの烙らく印いんが、クリスの思いを嗤わらうように、青く明めい滅めつした。












２　光の庭







「お引き取りください。女王陛へい下かはお逢あいになりません、と申し上げておりましょう」

　有ゆう翼よく車しや輪りん紋もんの大扉を背にして立ち、若き白しろ薔ば薇らの騎士──ジュリオはきっぱり言った。

　聖都サンチユリオの王城中ちゆう枢すう、女王シルヴィアの寝しん所じよの前である。ジュリオと相対するのは、二人の神官だった。髪も眉まゆも髭ひげも残らず薬で脱毛してあるため、年齢も表情もよくわからない。口調からして、かなりいらだっているようだった。

「我々は王おう太たい伯はく陛下の御認可もいただいておるのだぞ」

「もう沐もく浴よくも投薬もお済みのはず。ガレリウス閣下を通して謁えつ見けんの申請もしてある」

　二人の頭ず巾きんに刺し繡しゆうされたネロス大たい公こう家けの紋章は王太伯ティベリウス直属の世話役だということの証あかしである。大公家の手先とはいえ、曲がりなりにも神職なので奥おく宮みやに立ち入る権利も有している。だから巫み女こたちにも咎とがめられず、ここ一の宮まで踏み込まれてしまったのだ。

　どうあってもこの扉は通すまい、とジュリオは思う。

「認可も申請も関係ございません。女王陛下はおかげんがすぐれず、どなたともお逢いになりません」

「そのおかげんを伺うかがいにまいったのだ」

「さよう。王太伯陛下は、女王陛下が未いまだに果か胎たいの託たく宣せんを受けられぬこと、聖王家の危機として案じておられる」

（なにを白々しいことを）

　ジュリオは、あの日、翡ひ翠すい宮の寝室で見せられたおぞましいものを思い出さずにはいられない。

　皮膚のほとんどを失ったままの、裸の少年。若返りに失敗した王太伯ティベリウス。

　病やんだ体表の肉を薬で溶かし、先代託宣女王ユリアの屍しかばねから採取した血を深く浸しん透とうさせて肉体再生させる。その方法までも、ジュリオは聞かされた。

（王太伯は、言っていた）

（屍から採とった血ではだめだった、と）

　もはや、大公家の手の者をシルヴィアに近づけるわけにはいかなかった。

「女王陛下ご自身が、だれも入れるなとおっしゃっているのです。お引き取りください」

　ジュリオの言葉に、二人の神官はそろって鼻を鳴らす。

「信じられぬな」

「直接お逢いして、陛下のご意志を確かめれば済むこと」

「この薔薇章と典てん範ぱんにかけて、通しません」

「ほう。ならばどうするというのだ」

　神官の片方が、毛のない眉まゆを寄せて不気味に顔を歪ゆがめる。

「よもや奥おく宮みやで抜ばつ刀とうするわけではあるまいな、白しろ薔ば薇らどの」

「我われらは当然の権利を行こう使ししているだけ、騒ぎになれば困るのはそちらであろう」

　ジュリオの脇わきを通り抜け、神官が大扉に手を伸ばす。腹の底で激情が渦巻いた。右手が反射的に腰の剣に走ろうとするが、それを押しとどめる。

　脳裏をかすめたのは、師カーラの教えだ。

『斬きらずに斬れ』──

　ジュリオはただ、凝ぎよう縮しゆくした息を短く強く吐き出しただけだった。しかし、白はく亜あの柱の間に満ちた静せい寂じやくに亀き裂れつが走り、神官の顔がこわばった。

「……な」

「ぅ……」

　二人はうめきながら後ずさる。ジュリオの全身から放はなたれた殺気を真正面から浴びたのだ。頭ず巾きんの下で無毛の顔は青ざめ、脂あぶら汗あせで光っている。

「く……お、王おう太たい伯はく陛へい下かの命めいを受けた我らに、よ、よくもこのような」

「我らは神職ぞ、守護騎士ごとき奥宮にいられぬようにして」

　わめくうちに、神官のつるりとした顔は怒りと興奮で紅あかく染まる。

「──おやめなさい。禁中をなんと心得ているのです」

　乾いた女の声が響き、二人の神官はびくっと肩を引きつらせてそちらを向いた。

　巨大な石柱の並ぶ廊下を、音もなくこちらに歩み寄ってくるのは、巫み女この一団だった。純白の巫女装しよう束ぞくが居並ぶさまは、水鳥の群れのようだ。その先頭に立つのは、透き通った蠟ろうのような不気味な美び貌ぼうの女。頭を覆おおう青いヴェールがいっそう顔色を不自然に見せている。衣ころもの前まえ垂だれには女神スミュルナのしるしである鵞が鳥ちようが描かれている。

「こ、これは大だい院いん司しさま」

「申し訳ございません」

　二人の神官が縮ちぢこまって壁かべ際ぎわにまで後ずさる。

　巫女の長おさ、大院司ヒエロニヒカは、立ち止まって神官二人を一いち瞥べつし、それからちらとジュリオにも目を向けた。

「守護騎士どのが陛下の御意思を伝えているのです。薔薇章を疑うことは神しん意いを疑うに等しい瀆とく聖せいだとわかっているのですか」

「し、しかし」

　ヒエロニヒカの視線はヴェール越しに冷たく神官の顔を一ひと薙なぎする。二人は口ごもりながらも一礼し、そそくさと二の宮の方へと立ち去ってしまった。

　ジュリオも、複雑な思いでヒエロニヒカに会え釈しやくする。

（今のは、私を庇かばってくれた……のか）

　かつて性別を偽いつわり上じよう信しん院いんで巫女としての教育を受けていた頃ころから、ジュリオはこの不自然な美貌を保ち続ける大院司を見知っていた。そして今や、その若々しさの裏も知ってしまった。

　おそらくヒエロニヒカは、シルヴィアに投薬するとき、あるいは眠らせて託たく宣せんを引き出すときに、少しずつ生き血を抜いているのだ。

（王おう太たい伯はくと同じ、シルヴィアさまの敵だ）

　今さっきジュリオを擁よう護ごしたのも、王太伯にシルヴィアの血を渡さないためだとしか思えなかった。蠟ろう細工の仮面のような巫み女この貌かおをひとたび剝はぎ取とれば、その下にあるのは老いて歪ゆがんだ欲望だけにちがいない。

　巫女の列が、またゆらりと歩き出す。ヒエロニヒカに敵意を悟さとられないようにと、ジュリオは顔を伏せた。

　と、すれ違いざまにヒエロニヒカが囁ささやいた。

「あの者たち、なにかしら理由を捏こねてすぐにも戻ってきましょう。三の宮みやの中庭に陛へい下かをお連れしてください」

　ジュリオははっとして顔を上げた。

「わたくしは知らぬふりをします。巫女たちにも捜さがすふりをさせますが、その庭だけは外します。日没まではそこで」

　そう言う間もヒエロニヒカはおごそかな足取りをまったく乱さず、ジュリオの方を見もしなかった。

　その後に続いて、巫女の一団がしずしずと目の前を通り過ぎていく。

　遠ざかる巫女装しよう束ぞくの背中を見送りながら、ジュリオは胸に手を押しあて、自分に言い聞かせる。

（あの女も、シルヴィアさまの敵なのだ）

（気き遣づかうそぶりは見せても、シルヴィアさまを家畜同然に考えている。王太伯と同じだ）







　奥おく宮みやの中庭は、秋の訪れも早い気がする。むせるような草の薫かおりはもうだいぶ薄れ、落ち着いた白や紫の花が増え、葉陰には濃い赤色の実が房ふさをつくっている。忙しそうに走り回る栗り鼠すの姿も、よく目にするようになった。

　藤ふじ棚だなの蔓つるも、種の入ったさやがいくつも垂たれ下がり大きくたわんで、あずまやの床に複雑な形の影を落としている。

　ジュリオがあずまやに入っていくと、栗鼠たちが嬉うれしそうについてきて脚あしをよじ登り、肩や頭で跳ね回る。けれどジュリオは物思いにふけったまま石の台に腰を下ろし、ため息をついた。

（けっきょく、大だい院いん司しの言う通りにしてしまった）

（こうして、流され、もてあそばれるままなのか）

　薔ば薇ら章しよう評議会で無罪判決を勝ち取り、女王の守護騎士に戻って以来、一ヶか月げつ。ジュリオは言いようのない違和感の中で過ごしていた。

　まず、王おう太たい伯はくティベリウスの考えが読めない。あれほど致ち命めい的てきな秘密を知り、敵対すると明言したも同然のジュリオを、なぜ生かしておくのか。同じ部屋で一部始終を見ていたはずの王おう配はい候こうガレリウスからも、なんの音おと沙さ汰たもない。

　ヒエロニヒカとて、この奥おく宮みやを百年も支配し続けてきた妖よう女じよだ。ティベリウスとジュリオの間のことに勘づかないはずがない。

（おそらく、私は双方から、駒こまだと思われている）

（だからシルヴィアさまのそばに置かれているのだ）

　今日、ヒエロニヒカがシルヴィアを寝しん所じよから連れ出す手助けをしてくれたのも、女王の血を独占したいからに過ぎないのだろう。王太伯に手を出されたくないだけなのだ。そのためにジュリオを利用したわけだ。

（今日は、駒になってもいい。この先、やつらの思い通りにさせるものか）

「──ジュリオ？」

　声がして、はっと顔を上げる。栗り鼠すたちがジュリオの肩から一いつ斉せいに飛び降りる。

　あずまやの入り口に、白金の冠かんむりと紅あか色いろの髪がのぞいている。真っ白な寝間着のままのシルヴィアだ。ジュリオしかいないのを確かめているのだ。

「よかった。だれにも見つからずに来られました」

　裾すそをひるがえし、嬉うれしそうに駆かけ寄ってくる。その細い素足に、栗鼠たちがさっそく飛びついて駈かけのぼる。

「きゃ、こら、ちょっと、おとなしくなさい」

　うなじに潜もぐり込んだ栗鼠を、くすぐったそうになでるシルヴィアを見ていると、ジュリオの胸はつうんと痛む。

　広げた両腕に栗鼠をつかまらせてくるくる回りながら、シルヴィアが上機嫌で言う。

「今日はどうしてこの庭なのです？　いつも六の宮まで抜けだしているのに。こんなに寝所に近くては、巫み女こたちとまた追いかけっこをする羽は目めになってしまう」

「それは……」ジュリオは少し口ごもる。「大だい院いん司しが、手引きしてくれたのです」

「ヒエロニヒカが？」

　シルヴィアの顔が曇る。

「どうしてあの人が……」

　ジュリオはしばらく足あし下もとの草に視線を落として思案する。

　説明するからには、すべてを打ち明けなくてはいけない。しかし、王太伯ティベリウスはシルヴィアの実の父親だ。それが自分の生き血を狙ねらっていると知ったら、平静ではいられまい。

　けれど、ぐっとまぶたを閉じ、ジュリオは心に決める。

（ちがう。沈黙は、シルヴィアさまのためにならない）

（私が楽になるだけだ）

　ジュリオは、プリンキノポリの戦いでそれを学んだ。想おもい合いながらも言葉を交かわせず離ればなれになりかけたミネルヴァとクリスを見て、それを学んだのだ。

「……シルヴィアさまは、テュケーの血のことを。……もう、ご存じですね」

　目を開き、いとしい女王の顔を見つめ、訊たずねた。

　シルヴィアは小首を傾かしげ、うなずく。

　もちろん知っているのだろう。おそらくカーラが教えたのだ。そして薔ば薇ら章しよう評議会で、血を流してまで、ジュリオの無罪を明かした。

「大だい院いん司しが若さを保っているのは、その御おん血ちを密ひそかに抜いて使っているせいです」

　シルヴィアは息を吞のみ、青ざめる。

「御血がもたらすのは、再生ではないのです。王おう太たい伯はく陛へい下かに聞きました。それは時間の逆流を引き起こすのです」

　そうして、みんな話した。

　翡ひ翠すい宮に籠こもる、シルヴィアの父親のこと。

「……お父様が……では……」

　シルヴィアは胸に強く手を押しあてたまま、ジュリオの隣に腰を下ろす。不安げな空気を嗅かぎ取とったのか、栗り鼠すたちがみなシルヴィアの肩から飛び降りて散った。

「では、あの夢は。……託たく宣せん、だったのですね。地下の、銀ぎん陰いん宮で……」

（ミネルヴァさまと同じ託宣を、シルヴィアさまも視みたのだ）

　王太伯ティベリウスの手で切り刻まれ、血を搾しぼり取られる予見。

「薔薇章評議会が終わってからも、あなたがずっと鬱ふさいでいたのは、そのせいだったのですね」

　ジュリオは少し驚いて、シルヴィアの顔を見つめた。

「鬱いで──いるように、見えましたか」

「ええ。わたしの顔から目をそらしてばかりで。せっかく戻ってきたのに」

　シルヴィアがひどく哀かなしげな顔になるので、ジュリオはいたたまれなくなる。

（なんてことだろう。ひとりで抱かかえ込んだあげく、シルヴィアさまを心配させてしまうなんて）

　まわりはジュリオにとって敵ばかりで、宮中に心休まる場所などなかった。その緊張を悟さとられていたのだ。

（安らげる場所がないのは、むしろシルヴィアさまなのに）

（だから、せめて私が、その場所にならなくてはいけないのに……）

（そう、いっそ、シルヴィアさまを連れてどこかへ）

　見透かしたように、シルヴィアが首を振る。

「わたしが消えたら姉ねえ様さまに迷惑がかかるかもしれません」

（そこまで……ミネルヴァさまのことを）

「それに、この血の宿命からは、逃げられません。どこにいようと」

　その言葉でジュリオは、薔薇章評議会でのことを思い出す。

　まさに結けつ審しんしようとしていたとき、カーラに連れられて議事堂に入ってきたシルヴィア。ジュリオの潔けつ白ぱくをその血で証明しようとしたとき、額と手の甲に光っていたしるし。

（あれは、刻印だった。そう──）

（テュケーの刻印だった）

　そんなものが女王の身体からだに顕あらわれたなどという記録は、ジュリオが知る限り残っていない。その意味するところも、まだわからない。

　けれどあれは、まるで──運命の女神が、所有物に捺おした焼き印のようではないか。

（シルヴィアさまは、聖王家の血統に、深く強く囚とらわれてしまっている）

（血に飢うえたけだものの巣である、この王城に）

　ならば、けだものどものただ中で、ジュリオはたったひとりで戦わなければいけない。

（けれど、どうすればいい）

（託たく宣せん女王という超常の存在を骨まで貪むさぼり続けるこの仕組みは、聖せい王おう国こくの根幹そのもの）

（ただの騎士である私が、どうやって）

　シルヴィアは血の気けの引いた薄い唇くちびるを嚙かみ、爪つま先さきに視線を落とし、けれど、また顔を上げる。

「わたしも、もう無知で無力な人形ではありません。戦います。きっと、なにか道があるはずですから」

　ジュリオはその顔を直視できなくなる。

（この方は、なんてお強いのだろう）

（私よりもずっと。あるいは、ミネルヴァさまよりも）

　むしろ、自分がシルヴィアに支えられ、励はげまされ、救われている。そう思うとジュリオは切なくなり、思わず訊たずねてしまう。

「……お辛つらくはないですか」

　幼く、しかし気高い女王は、首を振った。紅あかの髪が揺れる。

「あなたが、こうしてそばにいてくれるなら」

　ジュリオの胸に訪れるのは、先ほどとはべつの、もっと甘い痛みだ。

「それに、わたしにも手勢はたくさんいます」

「……え？」

「この仔こたちです」

　いつの間にか膝ひざの上に戻ってきていた栗り鼠すたちを、シルヴィアは一匹ずつなでる。ジュリオは一瞬呆あつ気けにとられ、それから噴ふき出しそうになってしまう。

「な、なんです。役に立つのですよ。いつぞや、手紙だって運んでくれたでしょう」

　シルヴィアは頰ほおをふくらませる。

「申し訳ありません」

　頭を下げながらも、ジュリオは顔がゆるんでしまうのを感じる。シルヴィアはむっとした表情になって言った。

「せっかく、普段来ないこの庭で日暮れまで過ごせるのです。このあたりの栗り鼠すたちを残らず餌え付づけしてしまいましょう」

「ええ。そう……ですね」

　答える口調も、はっきりしないものになってしまう。

「もう、笑いたいなら笑えばいいでしょう」

　拗すねて唇くちびるを尖とがらせ、シルヴィアはぷいとあちらを向いて懐ふところから餌えさ袋ぶくろを取り出す。その、ほっそりしたうなじや形のよい耳を見つめながら、ジュリオは思う。

　もう、この身や命いのちを棄すててでもシルヴィアを護まもる──などとはいわない。ジュリオも生き残らなくては意味がない。

　なぜなら、ジュリオもまたシルヴィアの望む幸せの一部だからだ。それが、嬉うれしい。

　自分も木の実を集めてこよう、とジュリオが腰を浮かせたときだった。あずまやのすぐ外の茂みが音を立てて揺れた。ジュリオははっとして腰の剣に手をやる。シルヴィアも栗鼠たちをかばうようにしてジュリオの背に隠れた。

（見つかった？　巫み女こか、それとも王おう太たい伯はくの手下か──）

　しかし、葉を搔かき分わけて現れた小さな人影を目にして、ジュリオは啞あ然ぜんとする。

　凍こおらせた蜜みつのように輝く金髪の、美しい少年だった。紫の刺し繡しゆうの施ほどこされた正装をまとい、帯剣している。シルヴィアよりもさらに背丈が低く、年としの頃ころ十一か十二あたり。あどけない大粒の瞳ひとみが、ジュリオとシルヴィアの間を何度も行き来する。

　少年の胸には、紫色の薔ば薇ら章しようがあった。大たい公こう家けの生まれであり、しかもこの幼さで騎士だという意味だ。しかしジュリオが真に驚いたのはそこではなかった。少年の面影だ。

（……クリストフォロ……？　いや、まさか。でも……）

（似ている）

「女王陛へい下か！」と、少年が顔を輝かせる。「よかった、見つかった！」

「あなた……は？」ジュリオの背後から、シルヴィアが肩越しに訊たずねる。声に戸と惑まどいがたっぷり含まれているのがわかる。けれど少年はそれを聞いていなかった。すぐにジュリオに視線を向け直し、びっと指を突きつけてきたのだ。

「では、おまえがジュリオ・ジェミニアーニだな。捜さがしたぞ」

「……私、を？　なぜ」

「おまえが王宮でいちばんの手て練だれと聞いた。メルと勝負しろ」

　少年はそう言い放はなち、剣の柄つかに手をかけた。





　　






　奥おく宮みやを囲む六重えの回廊のすぐ東側に、グレゴリウス大公のための房ぼうがある。グレゴリウス家当主のルキウスが将軍位に就ついて以降、東の廊下はタバード姿の軍人の往来が格段に増えた。ルキウスが執しつ務む室しつのうちのいくつかを自分の房のまわりに移したからだ。

　カーラは、そんな廊下をのんびりと歩いて大公の房ぼうに向かっていた。すれちがう騎士たちがみなカーラを見て顔をこわばらせ、道を開ける。王宮指南役の横暴ぶりはすっかり城内に広まっていた。

（取って食やしないのに、情けない連中だ）

　房の扉の左右に立つ衛兵もカーラを見てぎょっとした顔になるが、さっと視線で一ひと薙なぎするだけで固まってしまう。カーラは一言も断らず勝手に扉を開けた。

　広い室内、大机のそばには、二つの人影があった。

　一人は紫のトーガを長身に巻きつけた、石柱のようにのっぺりした不気味な印象の男。王おう配はい候こうルキウスだ。もう一人は意外にも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる肢し体たいをタバードで包み純白の薔ば薇ら章しようを肩に留めた巨漢──大将軍アルビレオスだった。

「おやおや」

　カーラは片かた眉まゆを上げて肩をすくめる。

「思ってもみなかった組み合わせだな」

　ただでさえ、大たい公こう家けと軍部は反はん目もくし合っているはずだった。外部との折せつ衝しように長たけたガレリウスが同席しているならまだ話はわかるが、この二人だけとは。

「鎮ちん守じゆ将軍と大将軍が二人で合議するのがそれほど不思議か？」とルキウスが嗤わらう。落ちくぼんだ眼がん窩かにぎょろつく目だけは、カーラを厳しくにらんだままだ。

「……鎮守将軍？」と、カーラは二人を見比べる。

　聖都サンチユリオの南方にあるハドリアヌス城じよう砦さいを預かる鎮守将軍は、聖軍において大将軍につぐ地位とされている。今の鎮守将軍は、カーラも面識がある、六十手前の小心者の小こ男おとこではなかったか。

「あの老いぼれは降格させた」とルキウスは鼻を鳴らした。「ザカリアの女め狐ぎつねの作戦を読み切っていながら、取り逃がしたのは、あの老いぼれが兵を二千しか割さかなかったからだ。その責任を取らせた」

「ふうん。なんにでも屁へ理り屈くつつけるもんだな」

　そこまでしてルキウスは、軍部内での地位を高めたかったわけだ。

（それじゃあ、あたしはなぜ呼ばれた？　なぜアルビレオスがいる？　なにより──）

（なぜガレリウスがいない？）

　それが最も奇妙な点だった。

「カーラ、今日のところは妙な詮せん索さくはやめろ」

　アルビレオスが苦々しい顔で言った。

「おまえは指南役として軍に協力する義務が──」

「翡ひ翠すい宮は共通の敵ってわけか」

　アルビレオスの言葉を遮さえぎり、カーラはぴしゃりと言った。

　さすがに、この露骨なかまかけに引っかかるほどルキウスもアルビレオスも迂う闊かつではなかった。表情一つ変えない。しかしカーラはほぼ確信していた。

　ガレリウスがこの場にいないのは、王おう太たい伯はくの弟であり、敵に回るかもしれないからだ。

　ルキウスに向かって言う。

「三大たい公こう家けは権力争いとは無縁だと思っていたけどな。王太伯が寿命を際限なく延ばせるとなると、そうも言っていられなくなるか。なにせ王太伯には退位がないからな」

　アルビレオスは額に手をあてて嘆たん息そくし、もはや言葉もない。

　ルキウスはぞろりと歯を剝むいて嗤わらう。愉たのしんでさえいるそぶりだ。

（さて、二人でなにを企たくらんでいるのか）

　性しよう懲こりもなく、さらなるかまをかけてみる。

「それで……女王陛へい下かになにかするつもりか？」

「きさまのその目ざとさは、戦場で使ってもらう。聖王家のことに口を挟はさむな」

　また笑みを消さないままルキウスは言った。

（なるほど、やはり女王がらみか）

（王おう配はい候こうと大将軍が結けつ託たくすればどんな決定も下せるだろうが、さて、シルヴィアをどうするつもりだ？）

「軍議のためにおまえを呼んだのだ。要いらぬ口出しをさせるためではない」

　渋じゆう面めんのアルビレオスがそう言って、カーラの思考を阻はばむ。

「……いいだろう。この話はこのへんにしておくよ」

　手招きされ、歩み寄ると、大机には地図が広げられている。メドキア公国、サンカリヨン近辺。部隊を示しめす駒こまがそこかしこに配置されている。

「またエパベラを攻めるのか」

「そうだ。次は一気にかたをつける」とルキウスが言って、短剣を地図上のエパベラの街に突き立てた。

　なるほど、それで鎮ちん守じゆ将軍の権限を無む理り矢や理りにも奪ったのか、とカーラは思う。

「フランが新しい盟約を結び直して、七万の軍を統とう帥すいしているんだぞ？　メドキア駐留軍じゃ勝てるわけがない。あたしが教えた兵ひよう法ほうを甘く見るな。こないだのあれは、フランの思おも惑わくが硬直していたから一点に読めたんだ。いわば死んだ作戦だったから。生きて臨りん機き応おう変へんに動く作戦は、あたしでも──」

「死んだ作戦になるのだ。だからおまえを呼んだ」

　アルビレオスに口を挟まれ、カーラは眉まゆを寄せる。

「フランチェスカ・ダ・ザカリアは、いずれエパベラを離れる」

「どうしてわかる」

「枢密議コンクラーヴエがある」

「……なるほどね。プリンキノポリにもう一度行かなきゃいけないのか」

　カーラは得とく心しんしてうなずいた。

　総そう主しゆ教きようが殺害され、教会の統とう率そつ者しやは現在、空くう位いだ。全土の大司教がプリンキノポリ大教会に集つどい、枢密議コンクラーヴエを開いて次の総主教を決めることになる。フランチェスカは列聖されているため、これに参加する権利と義務を有している。当然、自分に都合のよい者が戴たい冠かんするようにと画かく策さくするだろう。

　では、エパベラを空あけるとなったとき、フランチェスカはどうするか。

「あいつならたぶん、想定されるあらゆる事態に備えて、千でも二千でも作戦たてて残していくぞ」

「そうだろうな。間かん諜ちようからも、そう報告があった。ここのところフランチェスカ・ダ・ザカリアは、部屋に籠こもって大量の作戦書をしたためていると。側近以外にはだれにも読ませぬようにしているらしい」

「さすがあたしの弟子だ。それで？」

「千だろうが二千だろうが、紙に記しるされて硬直した時点で、それは死んだ作戦だろう」

「全部読めってのか」

「そうだ」

　カーラは嘆たん息そくして頭を振り、机に腰をのせた。ルキウスに目をやって、気けだるげな口調で言う。

「ただ働きはごめんだよ、王おう配はい候こう閣下」

「きさまを力ずくで従わせることなど、造ぞう作さもないぞ」

　ルキウスは歯を剝むき、額に手をやる。わずかに、刻印が青白く発光する。けれどカーラは鼻で笑った。

「やってみるといいさ。あんたの力はそういう類のもんじゃないだろう」

　しばらく、沈黙があった。カーラはルキウスの濁にごった眼めを見つめたまま視線をそらさなかった。視界の端で、アルビレオスの腕に緊張が走るのがわかった。

　ふうっと鼻から息を抜き、カーラは口を開いた。

「対価をもらえるなら協力するのもやぶさかじゃない」

「言ってみろ」とルキウスが低い声で言う。その額の刻印はまだ光を失っていない。

「新しい弟子がほしいんだ」

　呆ほうけた空気が漂った。

　アルビレオスは口を半開きにしてカーラを凝ぎよう視ししている。ルキウスはかすかに首を傾かしげただけだが、刻印の光が失うせたのがわかる。

「……弟子、だと？」とアルビレオスが顔をしかめた。

「そう。なにせ、あたしの可愛かわいいジュリオはどうやら女王陛へい下かにぞっこんだ。独り占めできなくなってしまった。新しいおもちゃがほしいんだよ。もう目もつけてある。このところ宮中を、えらく可愛らしい金髪の子供がうろついているじゃないか」





　　






　その秋のはじめの半月あまり、シルヴィアは束つかの間まの、平穏で笑い声の絶えない日々を送ることになった。

　不思議と、ヒエロニヒカはシルヴィアに託たく宣せんを要求してこなくなったし、薬を無む理り矢や理り摂とらせようともしなくなった。シルヴィアが寝しん所じよを抜け出すのも黙認してくれる。だから毎日のように、夕刻になるとジュリオの待つ中庭に走った。

　石のアーチをくぐって庭に踏み込むと、茂みの向こうから、くたびれ果てたジュリオの声が聞こえてくる。

「メルさま、シルヴィアさまがいらっしゃいました！　今日はここまで！」

「いやだ、ずるいぞジュリオはまた勝ち逃げしようとしてっ」

　幼い声がして、木のぶつかり合う乾いた音がそれに続く。シルヴィアは、自然と顔がほころんでしまうのを感じながら、そっとあずまやの方に回った。

　午後の陽ひがたっぷりとたまった草地で、二人の少年が木剣を手に向かい合っている。シルヴィアの目には、踏み込みも打ち込みも速すぎてまったく見えない。ただ飛び散る汗が金銀に光って見えるだけだ。

　邪魔にならないように藤ふじ棚だなの陰で待っていると、ジュリオが、ぐったりしたもう一人を腕に抱いてあずまやに入ってくる。

「まだやれるぞ！」

　ジュリオの腕の中で、金髪の少年が暴あばれる。まるで栗り鼠すだ、とシルヴィアは微笑ほほえましく思う。この可か憐れんで快活な子供が、あの暴ぼう虐ぎやくな将軍デュロニウスの孫であるとは、どうしても信じられない。

「無理をなさってはいけません。メルさまのお身体からだはまだ十分育っていないのですから」

「子供扱いするな！」とメルクリウスは文句を言うのだが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている身体は噓うそをつけず、シルヴィアの膝ひざの上に倒れ込んで動けなくなってしまう。シルヴィアはその柔らかいプラチナの髪をなでた。

「剣の稽けい古こばかりでは気が詰まってしまうでしょう、メル」

「メルは騎士だから平気だ」

　そっぽを向いて頰ほおをふくらませるメルクリウス。

「陛へい下かはメルの主あるじなのに、どうしてそんな甘いことばかり言うのだ。メルは早く軍に入って陛下の敵をみんな殺してやりたい」

「まあ」

　シルヴィアは、ジュリオと顔を見合わせる。メルクリウスがはじめてこの庭にやってきた日のことを思い出してしまう。

『白しろ薔ば薇ら章しようがどうした。メルより強い者などいるわけがない。勝負しろ』

　ジュリオに負けると泣いて悔しがり、それから毎日足あし繁しげく来るようになったのだ。

「そろそろ栗鼠たちに餌えさをやらなくちゃいけないの。稽古はまた明日にしなさい」

　シルヴィアが諭さとすと、メルクリウスはますます拗すねてしまう。

「栗鼠はきらいだ。陛下とジュリオにばっかり寄ってきて、メルの顔を見ると逃げる」

　聞いていたジュリオが噴ふき出しそうになる。シルヴィアも、自分より年下と触れ合った経験がないため、この金髪の幼い騎士の言動がいちいち面白くてしかたなかった。シルヴィアのことは一応「陛へい下か」と呼ぶのだが、口調はまったく子供同士のそれである。

　ジュリオに餌えさ袋ぶくろを渡され、メルクリウスはしぶしぶ身を起こす。勘づいたのか、あずまやの端に茶色い小さな影がいくつも現れ、つぶらな黒い瞳ひとみでこちらをうかがっている。

「ほら、メルがいるから寄ってこない」

「もう人に馴なれているから大丈夫ですよ」とジュリオが笑って立ち上がる。「餌をあげるだけだというのをちゃんとわからせてあげれば」

　ジュリオは先立って栗り鼠すたちに歩み寄り、かがみ込む。可愛かわいらしい毛玉が寄ってきて、手から花の種を受けとり、かじる。メルクリウスはごくりと唾つばを飲み込み、真剣な顔つきにくわえて忍び足でジュリオの背中に近づこうとした。

　栗鼠のうちの一匹がぱっと顔を上げ、メルクリウスに気づく。後はあっという間だった。毛玉たちはジュリオの手の餌を蹴け散ちらして逃げ出し、ほうぼうの茂みに消えてしまう。

「ほら見ろ！」

　メルクリウスは涙ぐんでシルヴィアのところに駆かけ戻ってきた。

「みんなメルがきらいなんだ。けものは正直だからああやってすぐ逃げる！」

　膝ひざにすがりついて泣くメルクリウスの髪をなでてなぐさめる。シルヴィアにもわかるくらいはっきりと殺気立っていたら、当然だろう。本人は殺気ではなく緊張しているだけのつもりなのだとしても。












　ジュリオと二人がかりでなぐさめてもメルクリウスは泣きやまず、そのうち嘆なげき疲れてシルヴィアの太ふと腿ももに顔を押しつけたまま眠ってしまう。

「不思議な子」

　シルヴィアは柔らかな金髪に指をくぐらせながらつぶやく。

「猫のようですね」とジュリオは隣に腰を下ろして言う。

「猫、ですか。見たことはありませんけれど、こんな生き物なのですか」

　女王が王宮から出る機会といえば、各地を巡めぐって託たく宣せんを受ける聖せい巡じゆんと呼ばれる行事しかなかった。それも近年行われていないので、鳥と栗り鼠す以外の動物を見たことがない。

「そう、……でしたか」

　ジュリオは少し申し訳なさそうな顔になるが、すぐに笑って取り繕つくろう。

「猫よりもずっと素直な方です。それに、立派に騎士らしい方ですし」

「それが、少し、気になって」

　シルヴィアはメルクリウスの耳を見つめたまま、か細い声で言う。

　こんなに幼い子供なのに、どうして騎士や軍や戦いくさにこだわるのか。シルヴィアのために敵を皆殺しにする、などと。

「それは、そのような運命だから、としかいえません」

　ジュリオも哀かなしげな顔になって、メルクリウスの手をそっとつかんで持ち上げる。

　そこに、うっすらと浮かんだ赤あざの紋章。

　シルヴィアが金色の髪をかきわけると、少年の額に、似た図形がやはり刻まれている。

（わたしと同じように、この王国に、つなぎとめられている）

　刻印を持って生まれてしまった者は、大たい公こう家けの中でもとくべつな立場に置かれる。王おう配はい候こうに選ばれる可能性が大きいからだ。それは同時に、王国の中ちゆう枢すうでの働きを否いや応おうなしに期待されることにもなる。

「……光こう明みようの神、ポイボスのしるしです」

　ジュリオがメルクリウスの額を見つめてつぶやく。

「この子は、どんな力を背負わされているのです」

「わかりません」とジュリオは小さく首を振った。「けれど、ポイボスは堕だ神しんたちの長おさです。もう何年も顕あらわれていなかった稀まれなしるしだと聞いています。大公家が寄せる期待もそれだけ大きいのでしょう」

「けれど、こんな小さなうちから騎士に、などと。剣けん審しん院いんも薔ば薇ら章しようを発行しなければいいのに」

　シルヴィアは指先で紫の薔薇をなぞる。

「剣を握にぎるのも早すぎます。ジュリオはうまく手加減してあしらっているようですけれど、危険なことにかわりありません。軍で相手をしてくれる者がいないのも当然でしょう、だれも子供の相手など」

　そう言うと、ジュリオが急に真剣な目つきになって首を振った。首を傾かしげるシルヴィアの目の前で、白しろ薔ば薇らの騎士は襟えりを指で引き下げて喉のどを見せる。シルヴィアははっとした。ジュリオの首筋には、幾いく筋すじもの真っ赤なあざが走っていた。

「それ……は……」

　シルヴィアはジュリオの目に視線を戻す。

「何度も、正確に首を狙ねらわれました。手など抜いていません。抜いてかなう相手ではないのです。今の時点で互ご角かくなのは、私の方が体格で有利だからです。軍に相手になる者がいない、とは、まったくそのままの意味でしょう」

　信じられない思いで、自分の膝ひざの上に横たわるメルクリウスの横顔を見つめる。

「この方は、ほんものの騎士です」

　ジュリオの言葉に、メルクリウスのまぶたが少しだけ震ふるえた。







　その日は暗くなってから、ジュリオがメルクリウスを房ぼうまで送っていくことにした。ついてきてくれとメルクリウスにせがまれたせいだ。

　シルヴィアとわかれて、こっそりと庭から回廊に入り、巫み女こや神官の姿がないのを確認してから暗い壁かべ際ぎわを歩き出す。夜や気きは急にひんやりとしてきて、すでに夏が終わってしまったことを痛感させる。

「夜は退屈だ。ジュリオ、東房に泊まっていくとよい」

「いえ、私はシルヴィアさまの守護騎士ですから、一の宮みやの房で待機していなくてはなりません」

　そう言うと、メルクリウスはぷうっとふくれてしまう。

「ひとりで眠るのはもういやだ」

「おひとりなのですか？　どうしてです。お父上かどなたかとご一緒ではないのですか」

「ひとりだ。父上にも母上にも、もう何年も逢あっていない」

　メルクリウスはうつむいて言う。

　刻印を持って生まれたメルクリウスは、すぐにエピメクス本家に預けられた。家庭教師と剣術の師範に囲まれて育ち、両親の顔もほとんど憶おぼえていないという。

（私に、少し似ている）

　ジュリオもまた、出世欲に狂った父親によって巫女の養成機関である上じよう信しん院いんに入れられ、ほとんどの歳月を家族から遠く離れた宮中で過ごした。

（でも私にはカーラ先生がいたし、アルビレオス将軍もいた。なにより、シルヴィアさまに逢えた）

（メルさまは──）

　ジュリオの思いに、メルクリウスのか細い声が染しみ込んでくる。

「……薔薇章を獲とって真しん名みようを開いたら、父上は迎えに来てくれると思っていた。でも来なかった。宴うたげに、大たい公こう家けの人たちは大勢来ていたのに、父上も母上もいなかった」

「宴……メルさまの、騎士になったお祝いですか」

「メルのじゃない。これだ」とメルクリウスは忌いま々いましげに自分の額を指さした。「開紋祝いだ。みんなメルの名前なんて呼びもしなかった。ガレリウスおじ上もルキウスおじ上も、みんなしてメルの額に触って、ポイボス、ポイボスめでたし、だ。ふん」

　光こう明みようの神の刻印が開くことが、そんなにめでたいのか、とジュリオは訝いぶかしく思う。いったいどんな力なのか──知りたくはあったが、メルクリウスの沈んだ横顔を見ているとそんな問いは口にできなくなる。

「メルが戦いくさでいっぱい殺して、将軍になれば、きっと父上も、母上も──」

　やがて、言葉が途と絶だえる。

　大きな石柱の続く廊下に、二人のかすかな足音だけが響く。いつの間にかメルクリウスはジュリオのすぐ隣にいて、衣ころもの裾すそをしっかりとつかんでいる。

　六の宮みやの回廊まで来たところで、どちらからともなく立ち止まってしまう。

　だいぶ迷ってから、ジュリオは言った。

「メルさま。私は伺うかがえませんが、栗り鼠すたちを遣つかいにやります。あの仔こらはシルヴィアさまの言うことはよく聞くのですよ」

　するとメルクリウスは、ふてくされてしまう。

「栗鼠はメルのことが大きらいだぞ。あれは鼠の仲間なのだろう？」

「はい？　……ええ、そう、でしょう」

「メルは猫なのだろう。鼠と仲良くできるものか」

「あ……」

　ジュリオは口を手でおさえる。

（あのときの、シルヴィアさまとの会話）

（聞かれていた。目を覚ましていたのか）

　けれど、再びジュリオに向けられたメルクリウスの顔には、自然な笑みが浮かんでいる。十二歳の少年らしい、屈くつ託たくのない表情だ。

「ジュリオは好きだ。メルより強い。メルを騎士だと言ってくれる」

「メルさま……」

「また明日。明日は、負けぬぞ」

　金色の光を散らして、小さな影が走り出す。ジュリオは太い石柱の陰に立ってその背中を見送る。

　けれど、踵きびすを返しかけたときだった。回廊の左手のアーチに、灯あかりが見えた。

「──ヒエロニヒカ！」

　メルクリウスの声と、弾はずむ足音。ジュリオははっとして足を止める。

　逆光の中に、白い頭ず巾きんと黒髪とが見えた。それから磨いた大理石のような女の顔。大だい院いん司しヒエロニヒカだ。その背後には何人もの巫み女こが付き従っている。ジュリオは思わず、石柱に身を隠してしまう。

「また陛へい下かのところに行っていたのですか」ヒエロニヒカの声が聞こえる。

「うん。二人ともメルと遊んでくれた」

（大だい院いん司しは──知っていたのか。メルさまがいつも私やシルヴィアさまと一緒にいることまで）

「それはよいことです。おひまがあれば、また陛下のお相手をお願いします。陛下はお若い話し相手が少なくて寂しがっておられるでしょうから」

「そうでもないぞ。ジュリオとすごく仲が良いし、栗り鼠すもいっぱい……」

　メルクリウスの楽しげな声を、巫み女このしずしずとした足音が包み込み、遠くに運び去っていく。ジュリオは冷たい柱に背中を押しつけ、それを聞いていた。やがて静せい寂じやくに自分の心しん音おんが響くだけになる。

　床にかがみ込んだ。

　考えたくはなかったが、その考えにたどり着かずにはいられなかった。

（メルさまは、大院司に言われて私たちのところに来たのか）

（では、そのためにシルヴィアさまの外出も黙認しているというのか？）

（なぜ。なんのために……）





３　黄昏たそがれの墓ぼ所しょ







　陽ひが稜りよう線せんに沈みかけ、夏枯れの草地を燃え立たせている。地面に突き立てられたまま錆さびた剣や、矛ほこ槍やり、あるいは粗末な杭くいが、そろって東に向かって長い影を伸べている。それらはみな墓ぼ標ひようだ。戦死者の遺体は行方ゆくえ知れずになることの方が多い。それでも戦友たちは、死を悼いたみ、その軌き跡せきを残そうとする。生命の紡つむぎ手イノ・モルタの手に還かえり、再び流る転てんできるようにと。

　そのただ中に立ちつくして自分の影を見つめていると、この身体からだもまた墓標のひとつのようだ。クリスはふとそう思う。

　ここエパベラの西の丘に戦没者を葬ほうむり、総そう主しゆ教きようの名を付してティオティミア聖別墓地とする──と言い出したのは、フランチェスカだ。総主教の英えい霊れいに導かれ、みなが天堂の神の御み手てに戻れるように、と。

　教会内でも発言力を増す彼女は、後々この地を荘そう重ちような墓石の群れで飾り、巡礼者を誘ゆう致ちし、やがてエパベラにも司教を置き、プリンキノポリに次つぐ聖地にまで育て上げるつもりだろう。自みずからが結び直したエパベラの血盟を、神話的に彩り、民たみに讃たたえさせるために。

　けれど、どれほど悼いたもうと、聖者として祀まつろうと、総主教が天堂の神々のもとになど還れないことをクリスは知っている。

　──だって、あいつはここにいる。

　きつく結んだ拳こぶしを胸に押しあてる。

　──獣けものが喰くらった。だからあいつの魂たましいは永えい劫ごう、闇やみの中だ。

　あのときの感触をクリスは今もあざやかに思い出すことができる。戦争祝典で、総そう主しゆ教きようがフランチェスカの列聖を宣言したときだ。

　クリスは、神の名を呼んだ。陶とう酔すいの神イアコスの、真実の名だ。かつてはコルネリウスにしか知り得なかったはずの、真しん名みよう。

　人間の肉体を傀かい儡らいとして操るイアコスの力は、その本来の主あるじであるオルクスの手に戻り、完全な形で引き出された。クリスは総主教の身体からだを完かん璧ぺきに掌しよう握あくし、腹の筋肉にあり得ない力を加えさせ、内臓を潰つぶしたのだ。死の間ま際ぎわ、フランチェスカに瑠る璃り剣を授けさせたのもまたクリスの操作だ。総主教には指一本触れていない。剣で傷つけなければ掌握できなかったコルネリウスとは、比べるべくもない強い力。

　そして、砦とりでひとつを一瞬で壊かい滅めつさせた、恐きよう慌こうの神フォボス。それもまた、デュロニウスには引き出せなかった殺さつ戮りくの力。

　クリスは落らく陽ように背を向け、自分の影の中に手をかざす。新月をだいぶ過ぎているというのに、手の甲に獣の烙らく印いんが揺らめき立つ。

「……そこにいるんだろ。出てこい」

　つぶやいた。

　クリスの影が伸び、黒々と濃くなり、やがて地を覆おおい尽くした──ように見えた。立ち並ぶ墓ぼ標ひようはどれもいつの間にか、おぼろげな人影に変わっている。頭ず巾きんや包帯や兜かぶとの下に見えるのは、乾いた血のこびりついた骨だ。




　──王よ……




　骨のこすれあう音が、声となって聞こえてくる。




　──我われらが王……




　──呼ばれませい、我らが死せる者の王……




　声が幾いく重えにもかさなってわんわんと響く。数百、数千という虚うつろな眼がん窩かが、クリスを見つめている。

　──冥めい府ふの門。こんなにもたやすく、開いた。

　──ぼくの意思で……

　もはや月の巡めぐりも血のにおいも必要なかった。ただ手を伸ばし、望むだけで、クリスはこの景色をたぐり寄せることができた。

　そして、足あし下もとから伸びた影が指し示しめす先──死者たちの間に、クリスは懐なつかしいその人影を見つける。

　クリスと同じ夜色の髪は、冥めい府ふの闇やみに溶けてしまいそうだ。

　クリスと同じ顔が、ずっと美しく微笑ほほえんでいる。

　その女がまとう粗末な服は、血で赤黒く汚れてこわばっている。

「母かあ様さま……」

　クリスのつぶやきに、女の眼めがどろりと光る。

　──また、その姿で現れるのか。

　──それともぼくの心が、獣こいつと母様を重ねてしまっているのか。

　どちらでもよかった。クリスは、母親に向かって歩き出す。死人たちのそばを通り過ぎると、きいきいと骨の軋きしみが聞こえ、骨ばかりの膝ひざが折れ、次々と地面にひれ伏していく。それでもクリスはひたすらに母親の姿だけを凝ぎよう視しし、足を止めない。

　手で触れられそうな距離にまで近づく。女は、変わらず笑みを浮かべて立っている。

　──ああ、そうか……

　──ぼくは、母様の名前を知らない。

　その致ち命めい的てきな事実に、クリスはそのときようやく気づく。

　──母様しかいなかった。あの月日、ぼくには母様しかいなかった。

　──だから……獣こいつは、ぼくの中の母様に、つなぎとめられているわけだ。

「そう」

　母親が、新月のように真っ白な歯を見せて嗤わらう。

「あなたは、わたしの名前を知らない。だからわたしを呼ぶことはできない。わたしがあなたを呼ぶ。わたしが王で、あなたはその玉ぎよく座ざ、その玉ぎよく璽じ、わたしに握にぎられ、踏みしだかれるためだけのもの」

「黙れ」

　クリスは吐き捨てた。

「ずいぶん喋しやべるようになったじゃないか。焦あせってるのか。ぼくはもう、おまえの思い通りにはならない。ぼくがおまえのあるじだ。見ろ。ぼくの命令で、門を開いた。おまえたちの鍵かぎは、もうぼくの手にある。ミネルヴァを護まもるために、おまえの力を使う。おまえ自身から護るためにも、だ」

　母親は妖あやしく微笑み、クリスに一歩、また一歩と寄ってきて、両肩に手を置いた。冷えた鉄のような感触だ。

「あなたとわたしの望みは、同じ」

　──同じ？

　──なにを言っているんだ、獣こいつは。

「あの娘は、わたしの花嫁」

「な……に？」

「時の終わりの女神。わたしの花嫁」

　声が低く、深くなった。

　母親の眼めからは光が消え、新月の夜空と同じ色に染まっている。

「待ち望んでいた。この地の底で、焦こがれていた。触れることすら叶かなわなかった、わたしの花嫁。けれど──」

　母親は歯を剝むいて、さっきよりもずっと獣けものらしく嗤わらう。

「わたしは、あなたという肉体を手に入れた」

「ぼくはおまえのものなんかじゃない」

「いいえ。わたしのもの。あの娘の命運を喰くらい、生命の流る転てんの輪から引きずり出した。すべて、あなたがわたしのためにしたこと」

「ちがう！」

　クリスは叫び、肩に置かれた母親の手を振り払う。それでも、獣は言葉を続ける。

「あなたがあの娘を愛して、案じて、護まもってきたのは、みんなわたしの意思。あなたはただの虚うつろな肉の器うつわ」

「噓うそだ。ぼくは、ぼくは──」

　母親の両肩をクリスの方からつかみ、指をきつく食い込ませる。母親の眼の夜空に映るのは、額に燃える獣の烙らく印いんだ。

「それは、わたしのものだというしるし」

「ちがう！　ぼくは自分の意志で、ミネルヴァを」

「ようやく、届いた。終わりの女神の血が、わたしのいるこの時に、この地に、届いた。いずれあなたは、この大地すべてを蹂じゆう躙りんし、闇やみに吞のみ込こみ、凍こおりつかせる。あの娘だけがその凍とう土どにひとり残る。それが、わたしの望む時の果て」

「だれがおまえなんかに」

　抗あらがって、おまえを踏みにじって、おまえの名前を見つけて、つなぎとめてやる。クリスは暗くら闇やみの中で叫んだ。まわりを取り囲む死者たちがざわめいた。視界のそこかしこに、ぽつりぽつりと赤黒いしみが生まれる。やがてそれらが広がり、つながって、あたりを吞み込んでいく。クリスの手の中で、母親の身体からだの冷たい感触が薄れていく。

　クリスは地面に崩れ落ちた。

　耳に押しつけられた、冷たくたしかな土。

　一度閉じてしまったまぶたをかろうじてこじ開けると、現実の夕闇に沈んだ草地と、そこに並ぶ墓ぼ碑ひの列が目に入る。

　もう、死者の影も、母親の姿も、どこにもない。

　──この大地すべてを、凍りつかせる。

　──ミネルヴァだけが残る。

　獣の言葉が耳の中でこだまする。

　──それが、ぼくの望みなのか。

　──獣けものの望み、なのか。

　もうなにもつかんでいない拳こぶしを、強く握にぎろうとした。けれどクリスの四し肢しは萎なえきっていた。起き上がることもできなかった。まぶたの上に、重たい闇やみが落ちてきた。





　　






　東国の司教たちがエパベラに相次いで到着したのは、遡さかのぼること数すう刻こく、その日の昼過ぎのことだった。総そう主しゆ教きようの死を受けて、プリンキノポリで行われる次代総主教選挙──枢密議コンクラーヴエに参席するためである。

　宿の大部屋の窓から街の入り口に群れる馬車を眺めていた銀ぎん卵らん兵の一人が、気づいて言った。

「おい、ザカリア大司教さまも来てるぜ」

　他ほかの兵たちも、鎧よろいに油を塗ったり矢に糸を巻きつけたりといった作業を放ほうり出だして窓まど際ぎわに集まってくる。

「コモンドールの紋章もあるな。なんでわざわざエパベラに寄るんだ。船を使えばよっぽど早いだろうに」

「そりゃあ、うちの団長に挨あい拶さつするためだろうさ」

　窓から少し離れたテーブルで、百人隊長が答える。

「聖女さまだからな。これから総主教を決めようってときに、いちばん発言力のでかいやつに取り入っておくのは当たり前のことだろ」

　ふうっと鼻から息を吐き出し、百人隊長はテーブルに足を投げ出す。

「おかげで、ただでさえ狭い街がよけい狭くならあ」

「団長が司教たちを呼び集めたっていう話も聞きましたよ」剣に砥と石いしをあてていた若い兵が、顔を上げて口を挟はさむ。「戦死者を弔とむらうためだって」

「まさかニコロのため……じゃないだろうな」

「不吉なこと言うんじゃねえよ」何人かがいきり立って椅い子すを鳴らした。

「ニコロが死ぬもんか。いつもへらへらしてたけど、ありゃあ俺おれたちよりよっぽど手て練だれだったんだぞ」

「じゃあなんで行方ゆくえがわからないんだよ！」

「知らねえよ、なにかあったんだろ」

「なにか、ってなんだ、もう何日捜さがし回ったと思ってんだ」

　むなしい言い合いは、扉の開く音で断ち切られた。紅あか髪がみが隙すき間まからちらと覗のぞく。兵たちは示しめし合わせたように咳せき払ばらいした。

「……クリス、こっちに戻ってきてないか？」

　扉の隙間から、申し訳なさそうな声でミネルヴァは訊きいた。

「い、いや。見てない」

「一緒じゃないのか」

「行き先教えてくれなかったんだ。フランが戻ってきたら軍議があるのに……」

　兵たちは顔を見合わせる。

「ニコロを捜さがしてる連中が、もうすぐ戻ってくるから、訊きいてみろよ。街のどっかで見かけてるかもしれん」

　ニコロの名を聞いて、ミネルヴァは言葉に詰まってしまう。

　いつもの銀ぎん卵らんの連中なら、ミネルヴァがクリスの行方ゆくえを捜していると聞けば大喜びで、娼しよう館かんにでも行ったんだろう、そりゃ行き先言えないはずだ、とでもからかってくるはずだった。それが今は、みな不安げな視線を交かわすだけだ。

（ニコロのこと、まだ捜しているのか）

（もう、あらかた捜し尽くしただろうに。みんなも薄々気づいているはず。ニコロが自分の意思で出ていった可能性に）

　なにも話せないことが、もどかしい。

　みなに告げたら、どうなるだろう。ニコロがアンゴーラの間かん諜ちようだったかもしれないということ。

（今はまだ、話さない理由がある）

（わたしにもフランにも、真実がはっきりとつかめていないから）

（知ってしまったとき、どうする。沈黙を続けるのか）

　わからなかった。だからミネルヴァは、もぐもぐと口ごもりながら顔を引っ込め、扉を閉めた。







　日暮れ過ぎ、雨が降り始めた。

　どこで訓練しているにしろ、この雨ならクリスもすぐに戻ってくるだろう、とミネルヴァは思ったが、けっきょくクリスが帰らないまま、フランチェスカの方が先に大聖堂から戻ってきてしまった。宿の一室に、銀卵の近衛このえが呼び集められる。

「クリスはどうしたの？」と、フランチェスカは三人の顔を見渡して訊たずねる。

「戻ってきてないんだ。ひとりで訓練したいことがあるって、出ていったんだけど」

「……まさか、クリスさんまで」パオラが口もとに手をあてて青ざめる。「捜しにいかなきゃ、あ、あたしもいきます」

「落ち着け。軍議が先だ」とジルベルトがたしなめた。

「でも、だって、なにかあったら」

　パオラの引き絞るような声に、ミネルヴァは思い出す。ニコロがアンゴーラの密みつ偵ていだったかもしれないと打ち明けたときのこと。パオラは蒼そう白はくになり、ついに一言も口にせず部屋を出ていったのだ。二日前のことだ。

（傷がだれよりも深かったのは、たぶん、パオラだ）

　ミネルヴァも実のところ今すぐ飛び出して捜さがしにいきたいくらいクリスのことが心配だったが、パオラの傷心を考えると、大丈夫なそぶりをしなければいけなかった。

「どうしてみんなそんな、なんでもない顔してるんですか、クリスさんだって普通の身体からだじゃないんだし、なにがあるか」

「いいから落ち着け」

　部屋の戸口の前に立ちふさがったまま、ジルベルトが言った。

「よくあることだ。あいつはよく、夜よ更ふけでも雨でもかまわずひとりで訓練している。もう半はん刻こくたっても戻らなかったら、兵に捜しにいかせる。おまえがいく必要はない、軍議の方が重要だ。これからおまえがしばらく騎士団を預かるんだぞ」

　扉に向かいかけていたパオラは、目を見開いて足を止める。

「……あ、あたし？」

　ジルベルトとフランチェスカの顔を見比べた。指揮官はうなずいて、机の上の指し揮き杖じようを指でなぞる。

「あたくしは、プリンキノポリに行かなければいけないの。ジルだけ連れていくわ。おそらく一ヶか月げつはかかるでしょうね」

「枢密議コンクラーヴエに、出るんですか。フランさまも」

　さしものパオラも、思い至ったようだった。フランチェスカはうなずく。

「でも、だって、すぐそこに！　サンカリヨンに聖せい王おう国こく軍が駐ちゆう屯とんしてるんですよ、まだ公国軍はばらばらだし、フランさまがいなきゃ」

「教会は、ここで握にぎっておかなくてはいけないの」

「わたしが……指揮するなんて無理です、国もちがう軍が七万も、なんて」

　パオラは泣きそうな顔になる。

　フランチェスカはパオラに歩み寄り、そっと優しくその片腕をとって、寝室の奥の机を指さした。紐ひもで束たばねられた書類がうずたかく積み上げられている。フランチェスカが怪け我がを押して書き続けていたものだ。

「考えつく限りの事態への対処を書いてあるわ。絶対に近衛このえ以外に見せないように。表向きの司令官代理はお父様にお願いしてあるから、あなたは助言者として」

「そ、そういうことじゃないです、フランさまがいないのに、あたし、あたし……」

　ミネルヴァは、どんどん曇っていくパオラの横顔を見つめたまま、なにも言えない。

　これまでパオラが指揮を一時的に任せられることはたびたびあったが、いつもフランチェスカの目の届く範囲内だった。しかし今回は早はや馬うまでも五日かかるプリンキノポリに行ってしまうのだ。おまけに、気き心ごころ知れた銀ぎん卵らん騎き士し団だんばかりを預かるわけではない。

（もう、パオラは限界なのかもしれない）

（もともと、戦いくさに出るような娘じゃない。それなのに、フランチェスカに負わされる重荷がどんどん増えている）

　なにか口を挟はさまないものかとジルベルトの様子をうかがうが、黒ずくめの近衛このえ隊長は寝室の入り口にもたれかかって腕組みしパオラをにらんでいるばかりだ。

　総そう主しゆ教きようを殺したあの祝典を境さかいに、なにもかもが少しずつ、けれど致ち命めい的てきに変わってしまった。ミネルヴァはそれを痛感する。まるで、あたりの空気に鋼はがねの研とぎ屑くずがたっぷり含まれているかのようだ。呼吸をしても、瞬まばたきをしても、痛い。

　しばらく、雨粒が窓を叩たたく音だけが聞こえていた。

「……ねえ、パオラ」

　濡ぬれそぼった重苦しい空気の中で、フランチェスカが再び口を開く。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんというのはいったいなんだと思うの？」

「……え？」

　ミネルヴァも眉まゆをひそめる。いったい、なんの話だ？

「銀卵の定義。かけがえのない中核。それが、どこなのか。わかっていないの」

「フランさま……でしょう、だって、フランさまがいなきゃ」

「いいえ」

　パオラの両腕を強くつかんだまま、フランチェスカは首を振った。

「あなたよ、パオラ。あなたが銀卵の旗の礎いしずえ。あなたがいる場所が、あたくしたちのふるさとザカリア。あなたが待つ家が、あたくしたちの帰るところ。あたくしとジルは、これから敵地に斬きり込こむの。だから──」

　あなたは、家を守って。

　フランチェスカの言葉に、パオラがうなずこうとしたのか、それとも泣き出しそうな目を伏せようとしただけか、あるいは首を振ろうとしたのか。ミネルヴァにはわからなかった。フランチェスカが、卑ひ怯きようなほどに優しい抱ほう擁ようで、パオラのあらゆる感情を握にぎり潰つぶしてしまったからだ。





　　






　クリスが戻ってきたのはそれから一いつ刻こくほど後のことだった。捜さがしに出かけたジルベルトやパオラたちと入れ違いである。雨が降りしきる窓の外の暗くら闇やみにクリスの姿を見つけたミネルヴァは、部屋を飛び出して宿の玄関口まで駆かけ下りた。

「このばか！　どこをほっつき歩いて──」

　叱しかりとばそうとしたが、ひどく憔しよう悴すいしきったクリスの様子に気づいて口をつぐむ。ぐっしょりと濡れた闇色の髪が首筋にも額にも張りついている。

「……ごめん、遅くなっ……」

　クリスの脚あしはもつれ、そのままミネルヴァの胸に倒れ込む。

「こ、こら！　なんだおまえ、どうしたんだ」

　あわてて支える。ミネルヴァはぞっとした。クリスの身体からだは冷えきっていて、あちこちに泥がついていた。まるで野ざらしにされた屍しかばねのようだ、と不吉な連想をしてしまう。

「なんだ」「クリスか？」「おい、戻ってきたのか」「顔真っ青だぞ」

　背後に足音と声がした。同じ宿の銀ぎん卵らん騎き士し団だん員いんたちも、二人の声を聞きつけて出てきたのだ。

「ジルとパオラ呼び戻してきてくれ！」

　ミネルヴァは男たちにそう頼むと、クリスの身体からだを肩に担かついで二階に上がった。

「まあ。風か邪ぜを引いたんじゃないの？」

　寝室に運び込もうとすると、フランチェスカも隣の部屋から出てきた。

　二人がかりでクリスをベッドに寝かせて鎧よろいを外した。身体が冷えきっていて、関節がこわばり、重たくなっている。

　クリスの、かさかさにひび割れた唇くちびるが動いて、かすれた声を紡つむぐ。

「……墓地に、行ってたんだ。……身体は、大丈夫。なんともないよ」

「なんともないって、おまえ……墓地なんかに、なにしに」

「《門》を、ぼくの思い通りに開けるかどうか……確かめにいったんだ」

「……門？」

「冥めい界かいの」

　ミネルヴァは息を吞のむ。すぐ隣にフランチェスカも歩み寄ってくる。二人はベッドの横に膝ひざをついて、生せい気きのないクリスの顔を見下ろした。

　まだかすかに、獣けものの烙らく印いんが光を帯びている。

「簡単だったよ。ずっとずっと、簡単だった。もう、新月を待つ必要もない。新しい血と古い血とにまみれる必要もない。ぼくはもう、いつでも門を開ける。それから、あいつにも逢あった」

（……あいつ？）

（獣のこと、か）

「あいつは。……ミネルヴァのことを──」

　クリスは口ごもり、なにか言いたげな視線でミネルヴァの顔のあちこちをまさぐった。ミネルヴァは面食らって、膝歩きで少し後ずさってしまう。と、クリスは恥ずかしそうに鼻を鳴らし、寝返りを打って壁の方を向いた。

「わたしが、どうしたって」

「うん。……いや、そんなはずない。あんなの。あんなの……」

　しばらくクリスは、泥沼の泡あわのような声でつぶやいていた。

「獣が、ミィナについてなにか言っていたのね？　ミィナのこと？　それともテュケーのこと？」

　脇わきからフランチェスカが口を挟はさんだ。クリスのぶつぶついう声が途と絶だえ、肩がぴくりと引きつるのがわかった。

　テュケー。ミネルヴァの血脈の中に宿る、運命の女神。

「……そう。テュケーだ」

　クリスが、かさかさに乾いた声で答えた。

「獣けものは、ミネルヴァをずっと待っていた、って言ってた。ううん、ミネルヴァじゃない。時の終わりの女神。ミネルヴァの中にいる、そいつだ。ようやく届いた。そう言ってた。テュケーの血が、この時に届いた、って。あれは」

　ミネルヴァは戸と惑まどい、自分の心臓のあたりに手を押しあてる。

　クリスが身を起こし、ミネルヴァを見つめた。フランチェスカの視線もまた、ミネルヴァの額のあたりに注そそがれる。

（テュケーの血が……届いた？）

（どういうことだろう）

　しばらく、だれも言葉を発しない、もどかしく息苦しい間があった。そんなとき最初に口を開くのは、きまってフランチェスカだ。

「ミィナは、憶おぼえている？」

　ひどく言いづらそうに、ちらちらと視線をさまよわせながら訊たずねてくる。

「あの砦とりででの戦い。クリスを追いかけていって、三人だけで囲まれて」

　もちろん、忘れるはずがない。総そう主しゆ教きようを殺した暗殺者を追つい撃げきするという茶番劇が、三人を必死の罠わなの中に誘い込んだ。

「どうやって切り抜けたのかも？」

「それは……」

　思い出そうとする。

　脚あしに矢を受けたフランチェスカを担かつぎ、片手で大剣を振るい、殺し、走り、倒れ、千の兵に囲まれ──

　唐突に、あらゆるものの動きがほとんど止まって見えるようになったのだ。

　まるで時間の流れそのものが停てい滞たいしたかのように。

　それから、フランチェスカの瞳ひとみに映った自分の顔。額に、ぎらつく光の紋様。

（刻印だった）

（いや、あれは見間違いじゃないのか。わたしにそんなものがあるわけがない）

「テュケーの刻印、でしょう」

　フランチェスカの声が、ミネルヴァをあの砂すな埃ぼこりと血の戦場の記憶から現実に引き戻す。いつの間にかうつむいていた顔を上げる。フランチェスカだけではなくクリスも、唇くちびるを嚙かんで、ミネルヴァの額のあたりに視線を注いでいる。

「クリスも見たのね？」

　フランチェスカの問いに、クリスはうなずいた。

「そう……あれは、刻印だった。手にもあった。すぐに消えてしまったけど」

「テュケーの刻印？」

　虚うつろな声でミネルヴァは繰くり返す。

「なんで。そんなものあるわけないだろう。わたしは大たい公こう家けの人間じゃないぞ。あれは地上に降りた神々が混血したしるし──」

　言葉の途中でミネルヴァも気づき、口をつぐむ。

「そう、ね。刻印が、人間に交まじわった神の血の発はつ現げん──だとしたら」

　フランチェスカが、遮さえぎって言った。

「あなたもそうでしょう、ミィナ」







　しばらくついていてあげなさい、と言ってフランチェスカは部屋を出ていった。妙な気を遣つかわれたのが腹立たしかったが、こんな状態のクリスをほっておくわけにもいかず、かといって特段してやれることもなく、ベッドの脇わきの椅い子すに座ったままそわそわするばかりだった。

　雨の音が静せい寂じやくをかき乱し、気持ちを落ち着かなくさせる。

　二人から言われたことが気になり、ミネルヴァは自分の手の甲をこすったりランタンの火にかざしたりして何度も確かめてしまう。赤あざなど、どこにもない。

（ほんとうに刻まれていたのか）

（だとしたら、わたしの力も増している？　いや……）

（わたしもまた、テュケーの手に囚とらわれつつあるのか）

　これまでミネルヴァは、予見の力の源みなもとである女神について、深く考えたことがなかった。自分やシルヴィアの人生を弄いじくり回しているのは、神官団や大公家──現実的な欲望で動いている現実の人間たちだったからだ。

（でも、この中にたしかにいる）

（女神にも、欲望があるのか。わたしを使って、なにかしようとしているのか？）

（そもそも、なぜ託たく宣せんが下りるようになったんだ）

　神の意図など人間の身では推おし量はかることすらできない、という神官たちの眠たい常じよう套とう句くはなんの答えにも慰なぐさめにもならなかった。ミネルヴァは、神の意図で動かされている当人なのだから。

（いや──ひょっとしたら）

（テュケーというのはわたしのことじゃないのか）

　ぞっとした。

　ミネルヴァという人間はそもそも存在せず、ここにいるのは、運命の女神の容いれ物ものとなるべき、ただの肉体なのではないか。

　頭を振って、その考えを払い落とした。そんなわけがない。自分はたしかにここにいて、ミネルヴァとして考え、悩み、苦しみ、戦っている──はずだ。

　ふと目を上げると、横たわって目を閉じたクリスの肩や首筋が震ふるえている。

（クリスはもうずっと、こんなろくでもない思いを抱かかえてきたのか）

（獣けものに身体からだを奪われて、母親も、村の者たちも斬きり殺ころしたと言っていた）

（獣と言葉を交かわしたこともある）

　クリスの胸が苦しげに上下する。ミネルヴァは思わず、その手をとって強く握にぎりしめていた。熱に浮かされているように見えるのに、クリスの肌はひどく冷たい。

「いくな。ぜったいに、そっちにいくな、クリス」

　ミネルヴァは口に出していた。

　握った手に力を込める。離したくなかった。離れたくなかった。

　と、クリスがいつの間にか薄目を開いてこちらを見ている。ミネルヴァは耳まで熱くなるのを感じた。

「い、いや、あの、これは」

　しっかりと握ってしまっているクリスの手を見下ろし、上ずった声で言い訳する。

「その、おまえの刻印を確かめてただけで、だから、その」

　手をはなそうとするのだが、なぜかはなれない。クリスの方から指をからめてきているのだ、と気づいた次の瞬間、ミネルヴァの腕はぐいと引かれ、クリスの身体の上に覆おおい被かぶさるようにして倒れていた。

「なっ、お、おまえっ、なにす──」

　背中に腕が回され、強く抱き寄せられる。クリスの漆しつ黒こくの瞳ひとみがミネルヴァを真ま下したから捉とらえている。夜空を湛たたえた井戸のようだ。

　クリスのもう一方の手が、ミネルヴァの長い紅あか髪がみの中に潜もぐり込む。うなじをまさぐられ、それから強く引き寄せられて顔と顔が近づく。

「ま、待て、隣にフランがいるんだぞ、お、おまえっ」

（だめ、聞こえちゃう、それにこんないきなり、心の準備が）

　ミネルヴァの方が上側なのに、腕の力が抜けてクリスを押しのけることさえできない。心臓の動どう悸きが耳に直接響いて聞こえる。

「……ミネルヴァ。ぼくのものだ。離さない」

　クリスがつぶやき、ミネルヴァの首筋を指でたどる。

「なっ、お、おまえ、なに言ってっ、そ、そういうのはもっと──」

　自分でもなにを言っているのかよくわからなくなってきた。自分からクリスに顔を寄せているような気にさえなってきた。

　けれど、目を灼やく青い光で、ミネルヴァは我われに返る。

　クリスの額にぎらつくのは、獣の烙らく印いんだ。それだけではない。ミネルヴァの額もまた、じくじくと熱い痛みを帯びている。そのかわりに、クリスの瞳にはまったく光がない。あらゆる星が喰くらわれ、死に絶えた夜だ。

（こいつ──）

「ぼくのものだ。手に入れた。ぜったいに離さない。ここで、身も、心も、魂たましいまでも」

「お、おまえッ、クリスじゃないなッ」

　ミネルヴァは身をよじって叫んだ。

「くそッはなせッ」

　クリスが起き上がり、ミネルヴァと目の高さを合わせてくる。両腕は腰に回され、二人の両りよう脚あしは内うち股ももを触れ合わせてからんでいる。

（なんで。どうして突き放はなせない）

（簡単なことのはずなのに、クリスの胴体を蹴け飛とばせばいいだけなのに）

　火ほ照てる頭でミネルヴァはそう思う。

「ずっと、待っていた。このときを、待っていたんだ」

　クリスが右手でミネルヴァの額をやさしく愛あい撫ぶしながら囁ささやく。テュケーの刻印の灼やけるような発はつ現げんが、心地よくさえある。

（そう、なのか）

（わたしも、待っていたのか……？）

　クリスの指がミネルヴァの唇くちびるをなぞった。肌と肌が融とけ合ってしまいそうなほど熱い。ゆっくりと漆しつ黒こくの瞳ひとみが近づいてくる。クリスが腕を引き寄せているのか、ミネルヴァがその胸に身を預けようとしているのか、わからなくなる。両方かもしれない。

（だめ、だめだ）

（これはクリスじゃないし、これはわたしじゃない！）

　扉が開く音がミネルヴァの意識に突き刺さる。

「ミィナ？　どうしたの、大声──」

　振り向いたミネルヴァの視界にフランチェスカの蜂はち蜜みつ色の髪が引っかかった、その瞬間だった。まるで世界そのものに亀き裂れつが走ったかのような、致ち命めい的てきな音がした。

（……え？）

　視界が、灰色に染まる。

　フランチェスカが、部屋に踏み込もうと足を浮かせたその姿勢のまま、凍こおりついている。石になって床と同化したかのように。

　耳が切れそうなほどの静せい寂じやくに、ミネルヴァははっとして窓の外を見る。

（雨粒も──宙ちゆうに留とどまっている）

（時間が凍結しているんだ。なのに、なのに……）

　頰ほおを優しくなでる指。

「永遠に、ぼくのものだ」

　虚うつろなクリスの声。その背後で、壁と天井がぴしりと軋きしむ。

（ああ……）

（凍っていく）

　寝台も、その脇わきに立てかけられた剣も、窓のカーテンも、床も壁も天井も、真っ白な氷の粒に覆おおわれ、ささくれだち、引き裂さかれ、そしてさらさらとした透明な塵ちりに変わっていく。抱き合う二人を中心に、霧が渦を巻き、あたりを氷に吞のみ込こみはじめる。

（みんな凍こおっていく）

（そうして塵ちりになり、その中で、わたしとクリスだけが──）

　二人の足あし下もとでベッドが雪の粒となって崩れた。床にも凍結が広がり、ぴしり、ぴしりと音をたてて床板から霜しも柱ばしらが持ち上がり、少しずつ崩れて霧む氷ひようの渦の中にとけていく。

　クリスの腕がミネルヴァを強く引き寄せた。

　おぼろげな声が耳に響く。

　待っていた。このときを。この聖婚を……地の底で、永遠に等しい時の中で……

（そう、わたしだって、待っていた──）

（すべての星が喰くらわれ、時が果てるときを）

　けれどそのとき、クリスの肩越しに、凍った空気の向こうが見える。灰色の視界で固まったままのフランチェスカ。

「──クリス！　やめろ、目を覚ませッ！　フランを巻き込むぞッ」

　クリスの唇くちびるが首筋に押しつけられたのがわかる。その冷たい感触が、肌の火ほ照てりを否いや応おうなくミネルヴァに自覚させる。

（いやだ、こんな形で──なんて、いやだ）

　蕩とろけそうになる意識の中、冷気の渦が床も机も引きずり込みながらじわじわと広がっていくのがわかる。あらゆるものが、空気さえもが、凍結し、塵と崩れていく。ミネルヴァの四し肢しから、すべての熱と力がすでに奪い去られていた。












　だから、最後に残った意志で、ミネルヴァはクリスの首の付け根に歯を立てた。

　血の味と温かみとが、凍こおっていくミネルヴァの世界をわずかに溶かす。

　クリスの身体からだが震ふるえた。ミネルヴァは身をへし折られそうなほどの強さで抱きすくめられた。クリスは真っ白な霜で覆おおわれた天井を仰あおぎ、獣けものの咆ほう吼こうをあげた。それはすぐに、凍いてつきかけた息になって、途と絶だえる。

　再び、世界そのものに亀き裂れつの走るあの音が響いた──ミネルヴァの頭ず蓋がいの中で。

　二人のまわりでゆったりと渦を巻いていた細かい氷の粒が、ざあと床に落ちる。

「……ミィナ、どう、どうしたの、これは」

　悲鳴に近い声が聞こえた。

　首を巡めぐらせようとすると、意識を失ったクリスの身体がずるりともたれかかってくる。凍った床を踏んで駆かけ寄ってくる足音。ほとんど力の入らない手を後について、自分とクリスの身体とを支えながら、ミネルヴァはあたりを見回す。

　視界に色が戻っている。雨の音も。

　すぐ隣に膝ひざをついたフランチェスカが、顔をのぞき込んできた。

「これはいったいなに？　なにがあったの」

　ミネルヴァはもう一度まわりを見回す。幻まぼろしなどではなかった。ベッドは跡あと形かたもなく、床も壁も天井も氷で覆われ、少し身体を動かすだけでみしみしと細かいひびが入る。

「……わからない……」

　憔しよう悴すいしきった声で答えながら、胸に預けられたクリスの顔を見る。

　獣の烙らく印いんは、まだ光を失っていない。

（フランを殺すところだった）

（フランがそこにいなければ。わたしはあのまま、クリスと自分以外のすべてが凍りついて砕くだけてしまってもいいと──そう本気で思っていた）

　ミネルヴァはクリスの身体を押しのけて床に横たえ、それから自分の両肩を抱いた。震えているのは寒さのせいだけではなかった。





４　正義の鎖







　聖都サンチユリオの王城の中ちゆう枢すう部、奥おく宮みやの一角に、青い垂たれ幕で囲まれた小さな神殿がある。

　幕に刺し繡しゆうされた飛び立つ鵞が鳥ちようの柄がらは、運命の女神テュケーに付き従うスミュルナの女神のしるしであり、聖せい王おう国こくの神職すべてを束たばねる大だい院いん司しの紋章でもあった。スミュルナはほとんど信仰の対象になっていない属神であり、その神殿は現在ではほぼ大院司の住居としてしか使われていない。

　だからジュリオも、スミュルナ神殿に呼ばれて赴おもむくのははじめてのことだった。

（今になって、大院司が私になんの用があるというのか）

　渡り廊下の陽ひだまりの中で立ち止まり、こぢんまりした庭にひっそりと立つ小さな堂を見つめる。

　ジュリオは上じよう信しん院いんで巫み女ことしての教育を受けていた頃ころに、何度か大院司ヒエロニヒカと言葉を交かわしたことがある。けれど、表面的な挨あい拶さつばかりだった。その人となりはまったく知らない。

（シルヴィアさまの生き血を密ひそかに抜いて、自分の寿命を延ばすために使っていた。神職の資格すらない外げ道どうだ）

　そう言い聞かせるのだが、実感が湧わいてこない。なにを考えているのかさえわからない女だ。敵意すらも、どう抱いだいていいのかわからない。

　ともかくあちらも、もはやジュリオが敵であると認識しているはずだ。神官団の手からシルヴィアを引き離そうとしているのだから。

（これを機に、質ただせるところはすべて問いただしてやろう）

　渡り廊下を再び歩き出す。

　入り口をふさぐように下がった垂れ幕の前で、「守護騎士ジュリオ・ジェミニアーニ、参じました」と固い口調で言う。

「入りなさい」

　たっぷり香が焚たかれた暗い正方形の室内の正面に、まず高い祭壇の影が見えた。その手前の床にひざまずいていた三つの人影の中央が、こちらを向く。頭ず巾きんの陰からのぞく、蠟ろう細工のような美び貌ぼう。

「そなたらは、さがっていなさい」

　ヒエロニヒカは立ち上がり、左右にいる若い巫女に言った。二人とも、ジュリオの知っている顔だった。上信院で、短期間ながらともに学んでいた同期だ。複雑そうな面おも持もちでヒエロニヒカとジュリオの顔を見比べ、黙って立ち上がり、脇わきを通り抜けて神殿を出ていく。いや、かすかに祈りの句をつぶやいていたように聞こえた。

（私のために？　それとも大院司のためか）

　しかし、巫み女こたちのことを考えている余裕はなかった。ヒエロニヒカがこちらに歩み寄ってきたからだ。

　あえて視線を外し、その隣をすり抜け、ジュリオは祭壇に向かった。石いし床ゆかに敷かれた織物の上にひざまずき、手で印を結び、スミュルナの女神を讃たたえる長い聖句をよどみなく吟ぎんじる。

　それからようやく立ち上がり、大だい院いん司しに目を向けた。石像のように寸分の隙すきもなく整った顔が、わずかに人間らしく緩ゆるんだように見えた。

「守護騎士どの。そなた、まだ信仰を残しているのですか」

　表情のない声でヒエロニヒカが訊たずねてくる。

「この王国のあらゆる闇やみを見て、それでもなお、神を讃えるのですか」

　先手を取られた。ジュリオは、そんな想念にとらわれた。大院司の調子に合わせて話を進めることは危険だったし腹立たしくもあったが、黙っていてはこちらの探りたいことにも手が届かない。

「もちろんです」

　ジュリオは大院司の色のない瞳ひとみを見つめ返し、きっぱりと答えた。

「私の魂たましいと意思は、今も信仰とともにあります」

「なぜです？」

「私が見た暗黒は、すべて、人間のものです。神々には関かかわりなきこと」

　今度こそ、ヒエロニヒカははっきりとした笑みを浮かべた。ジュリオは背筋に走る寒気を悟さとられないように、祭壇を背にしたまま一定の距離を保つ。

「あなたは、美しい偽ぎ善ぜん者しやですね」

「信仰も、自分の心も、偽いつわったりなどはしません」

「では、なぜ女と偽ってまで上じよう信しん院いんで学び続けていたのです」

「それは……」

　ジュリオはうつむき、しばらくの間口ごもってしまう。

「……母の、ためです。父は、なぜ私のような子を産んだのだと、いつも母を責めていました。父の言う通りにしなければ、母は殺されていたかもしれません」

「そう。だれかのため。だれかを守るため。あなたには、それしかないのですね」

「なんの話です？」

　ジュリオはいらだたしく訊きき返した。

「なぜ私を呼んだのか、早くお話しください」

「ですから、あなたが美しい偽善者だと、確かめるためです。騎士のふりは、あなたにはよくお似合いです」

「ふり、ではありません。私の薔ば薇ら章しようは神と王冠と御み旗はたのもと、正当に認められたものです。なにをもって、私が騎士のふりをしている──などと」

　ヒエロニヒカは忍び笑いを漏もらす。

「たとえば、そう、将軍殺しの罪に問われたときは、どうだったのです？　そなたの技ぎ倆りようであれば、脱獄もたやすかったでしょう。それ以前に、捕ほ縛ばくするためにやってきた黒くろ薔ば薇らの騎士たちをいかようにもできたはず」

「そんなことをすれば、私はシルヴィアさまの守護騎士でいられなくなります」

　その答えを聞いて、ヒエロニヒカは愉たのしげに口元を歪ゆがめた。

「なにが可お笑かしいのです。私はあなたがたと戦う、と言っているのですよ」

　神官団、そして大たい公こう家け。女王を貪むさぼる権力構造のすべて。シルヴィアを護まもるためならば、王国そのものを敵に回してもかまわない。ジュリオはそう宣言しているのだ。他ほかならぬ、神官団の長おさの前で。

　事と次第によっては、この場で斬きる覚悟すら決めていた。

　けれどヒエロニヒカは、笑みを消さないまま言う。

「喜ばしいのですよ。テュケーとスミュルナの神に、感謝しなければ。あなたが思おも惑わく以上の美しく優しい偽ぎ善ぜん者しやだったのだから」

「あなたが神を語るのですか。神官の長でありながらシルヴィアさまを貪るあなたこそ、信仰を偽いつわっているくせに。自分の若さのために、など」

「偽ってはいません。信仰ゆえに、です」

　ヒエロニヒカは艶えん然ぜんと微笑ほほえんだまま、けれど鋭い口調でジュリオの言葉を遮さえぎった。ジュリオは眉まゆをひそめる。












「わたくしの身のためではありません。みな、陛へい下かと、聖せい王おう国こくのため。わたくしの他ほかに、だれが聖王家を支えられるというのです。老いて衰おとろえてなどいられませぬ」

「言葉だけならいくらでも弄ろうせましょう」

　ヒエロニヒカは薄笑いを返してくる。

「あなたがどう考えようと、かまいません。わたくしはあなたの敵ではないのです。陛下のためならばこの身と魂たましいのすべてを喜んで投げ出しましょう」

「なにを白々しいことを。ご自分がシルヴィアさまになにをしているのか、わかっていないのですか」ジュリオは思わず腰の剣に手をかけていた。「そもそもあなたは、ミネルヴァさまを殺すため、ザカリアの騎士団に暗殺集団を差し向けたではありませんか」

　ヒエロニヒカの顔がかすかに歪ゆがむ。

　大将軍アルビレオスから聞いた情報だった。数ヶか月げつ前、暗殺の訓練を積んだ巫み女こと僧の一団がザカリアとメドキアの国教近くに派は遣けんされた。古い修道院を改装した砦とりでで、王国軍とともに銀ぎん卵らん騎き士し団だんを待ち伏せしたのだ。ミネルヴァを狙ねらった毒どく刃じんは、しかし妨害に入ったクリストフォロに瀕ひん死しの重傷を負わせただけに終わった。

　ヒエロニヒカは冷淡な口調で答える。

「託たく宣せん女王はシルヴィアさまただおひとりです。ミネルヴァさまは国と王家とを乱すだけの存在。捨て置けません」

「シルヴィアさまの方が予見の力が弱く、扱いやすいからでしょう」

　ヒエロニヒカはそのときはじめて、真しん摯しな目つきになった。

「──いいえ。シルヴィアさまの方が、ミネルヴァさまよりも力がお強いのです」

　ジュリオは、大だい院いん司しの顔を食い入るように見つめた。

（……今、なんと）

（シルヴィアさまの方が、強い？）

「お二人にまみえ、おそばに仕つかえながら見抜けぬとは、あなたも情けない」

「まさか。そんなはずがありません」

　ミネルヴァは、戦場において気が昂たかぶっているときには、ほんの一瞬の間に万の未来のすべてを予見できるという。薬で痛覚を高めなければおぼろげな予見しかできないシルヴィアとは比べるべくもないではないか。

　けれどヒエロニヒカは首を振る。

「予見が、託宣女王の力のすべてではありません。偉大なる終末の紡つむぎ手テュケーにとっては、ほんの鼻息程度の御み業わざ」

　大院司の声は、湖こ面めんを覆おおった分厚い氷の下から響いてくるように聞こえる。ジュリオは寒気を覚え、自分の二の腕に指をきつく巻きつけた。

（予見──だけではない）

（そう、たしかにそうだ、テュケーの力は、それだけではない。それなら）

　頭痛にも似た感覚がやってくる。天地がなにかの弾はずみで入れ替わってしまいそうな危うい不安定感がジュリオの全身に満ちる。そこに、ヒエロニヒカの声がさらに響く。

「当代、なぜテュケーの血を受け継ぐ者が二人生まれたのか、その意味を考えたことはないのですか」

（二人……生まれた、意味？）

　ジュリオはふらつき、祭壇に背中を押しつけ、大だい院いん司しの言葉を反はん芻すうする。

　託たく宣せん女王に姉妹がいた例は、これまでほとんどなかった。予見の力によって、出産まで確実に生き延び、後継者を産むことが約束されているからだ。この細い絹糸のごとき血統は、そうやって続いてきた。

（けれどシルヴィアさまは産まれた、それは、そう──）

「……王おう太たい伯はく陛へい下かが。ティベリウス陛下が、無理に産ませたのでしょう」

　自分の若返りに使う血を、少しでも多く確保するためだ。あのおぞましい老人は、自分の娘も家畜としか考えていない。

「それは、人の側の意図でしょう」

　ヒエロニヒカは凍こおりついた顔のまま言う。

「すべては、テュケーの御意思のもとに輪転しています。王太伯陛下が抱いだいている邪よこしまな欲望もまた、女神の手の内うち」

「あなたはいったい、なにを」

「わたくしはこう考えます。力が大きすぎたために、二人に分かたれて生まれたのだと」

　ジュリオの喉のどがよじれて鳴る。

「……力が？」

「ええ。テュケーの御み手ては、この世、このときに近づいています。だからミネルヴァさまは聖王家の歴史上もっとも強い予見の力を持って生まれた。けれど予見の力は──そう、海に浮かぶ巨大な氷ひよう塊かいの、水面みなもから突き出たごく一部に過ぎません」

「……では、沈んだ部分をシルヴィアさまが担になって生まれた、と」

「ええ」

　背中を這はい回まわる悪お寒かんに、ジュリオは嘔おう吐としそうになった。染しみ出てくる奇妙な味の唾つばを飲み下しながら、言葉を返す。

「それが、正ただしいとして。だから、なんなのです。沈んだ力とはいったいなんです。あなたはそれでなにをしようと」

「陛下とテュケーの神の御おん為ために、ミネルヴァさまを天堂へとお送りします」

「ミネルヴァさまを殺すことが、なぜシルヴィアさまのためなんです！」

「二つに分かたれていた力を、一つに戻すためです」

　ジュリオは息を吞のむ。

　ミネルヴァが死ねば、その力はすべて、生き残ったテュケーの血の持ち主、シルヴィアに受け継がれる。そういうことか。

　なぜ、そこまで──女王の姉を殺してまで。

「なぜなら」

　ヒエロニヒカは湖の底の泥を浚さらうような冷たく重たい声で言う。

「二つに分かたれたままでは──終わりの女神は、はじまりの獣けものに喰くらわれるままだからです」

　はじまりの獣──オルクス。

　やがて来るべき時の果てのときに、テュケーと相まみえる、死者たちの王。

　寒気で背骨が軋きしみ、砕くだけそうだった。

（なんだ。この女は、いったいなんなんだ）

（では、すべてがそのためなのか。テュケーの女神の、勝利のため）

（ああ、これが──これこそが、信仰ではないのか）

　ジュリオの膝ひざは崩れ落ちそうになる。

（人のために神がいるわけではない。神のために人がいる。聖せい告こく大たい全ぜんにもそう記しるされている。ならばこの女こそが、真の信仰者だ）

（なんて──おぞましい）

「その夜明けを迎えるために──残された時間は、もう多くありません。ですから、守護騎士どの」

　ヒエロニヒカの声が唐突に、現実味を取り戻す。ジュリオははっとして、いつの間にかうつむいていた顔を持ち上げる。

　青い幕の間から射さし込こむ逆光の中、巫み女この長おさは、まるで風雨にさらされた岩塩の柱のように、生せい気き無く立っている。

「あなたをお呼びした用件は、たった一つです。陛へい下かと、それからメルクリウスどののおそばを離れませぬよう。お二人を、お護まもりください」

「……メルさま、も？」

　がさがさに乾いた声がジュリオの喉のどから漏もれ出た。

「ええ。あの方は、必要な方です。けれどまだ幼い。血けつ気きに逸はやるところがあります。騎士としての誇りが膨ふくれあがりすぎているのです。だから陛下のおそばに置いて、守護騎士というあり方もあるのだと見せて差し上げてくださいまし」

　ぞわぞわと悪お寒かんが首筋まで這はい上あがってくる。

　そうだ、メルクリウスをシルヴィアに引きあわせたのは、他ほかならぬヒエロニヒカだ。いったいそれになんの意味があるのか。

（この女が、メルさまの身を案じているわけがない。だとしたら）

（刻印の──力、か）

「……メルさまにどんな力があるのです。ポイボスの刻印に」

　ヒエロニヒカは薄笑いを戻した。

「もう、あなたに教えることはありません。美しく、優しい偽ぎ善ぜん者しやどの。どのみちここまで知ってしまったあなたは、お二人を護る他ないでしょう」

　大だい院いん司しのかすかな足音と衣きぬ擦ずれの音とが神殿を出ていってしまってからも、ジュリオは鵞が鳥ちようの紋章が刻まれた祭壇の前で呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。







　スミュルナ神殿を出ると、もう陽ひがだいぶ傾いていた。日光が照らす現実の光景に、ジュリオはまだうまくなじめなかった。腕にも脚あしにも痺しびれが残っている。

　混乱は深まっただけだった。

（大院司の考えは、いくらかわかった）

（でも、どうすればいいのかは、かえってわからなくなった）

（私は、なにを戦えばいい）

　渡り廊下を歩き出す。

　左手の、白いアーチやあずまやが佇たたずむ広い庭を隔へだてて、灰色の城じよう郭かくの威い容ようが見えた。軍の本部である《鋼はがねの宮みや》だ。多くの将軍旗が翻ひるがえり、城じよう壁へきの上の通路でも兵たちがひっきりなしに行き交かっているのが見える。整列を命めいじる怒ど鳴なり声も風に乗って聞こえる。

（また、大規模な遠えん征せいが始まる）

　王おう配はい候こうルキウスが強引に鎮ちん守じゆ将軍となり、そのままメドキアのサンカリヨンに増ぞう援えんを送ってエパベラの公国連合軍に相対するのだと聞いた。

　嘆たん息そくし、《鋼の宮》に背を向けて、重たい足取りで歩き出す。

　騎士の身でありながら、反逆者である公国軍を単純に敵と捉とらえることも、もはやジュリオにはできなくなっていた。ミネルヴァやフランチェスカの方が、よほどシルヴィアのことを考えて動いてくれている。

（シルヴィアさまを護まもると、口では威勢の良いことを言って）

（その実、剣を向ける先さえわかっていない）

　物思いに沈んでいたせいで、尾つけてくるその気け配はいに気づいたのは、二の宮のアーチをくぐったあたりのことだった。

　剣の柄つかに手をかけ、振り向くと、気配はすっとジュリオの背後に回り込んだ。伸びてきた腕がジュリオの胴を捕らえ、抱き寄せる。

「あっ」

　声をあげようとした口も手でふさがれ、ジュリオは白はく亜あの大柱の陰に引きずり込まれた。もがきながら首をねじると、獰どう猛もうな笑みを浮かべた切れ長の鋭い目と、編んだ長い黒髪が目に入る。

「……カーラ先生っ？」

「静かにしろ。禁中だぞ。それでも守護騎士か」と、カーラは悪戯いたずらっぽく笑う。

「あ、い、いや、は、はい」

　身をよじり、師の腕から逃のがれる。荒い息をつきながら、あらためてカーラを見やる。高い襟えりと広がった裾すその、異国風装しよう束ぞく。この静せい謐ひつな奥おく宮みやでは、あまりに浮いたかっこうだ。

「なぜこちらに」ジュリオは声をひそめて言った。「王宮指南役といえど、奥おく宮みやへの立ち入りは許可されていません」

「あたしが可愛かわいい弟子に逢あいにくるのに、だれの許可が必要だっていうんだ？」

　とぼけた口調でカーラは言った。ジュリオはため息をつくしかない。

「それにしても、ずっと尾つけてたのに全然気づかないなんて。あたしが敵だったらおまえの首はとっくに転ころがってるぞ」

　額をつつかれた。

　ジュリオは思わずカーラの顔をまじまじと見つめ返してしまう。師は首を傾かしげた。

「どうした」

「先生は。……私の敵では、ないんですか」

　カーラは一瞬だけ不思議そうな顔をした。ジュリオも質問を後悔した。なんの脈みやく絡らくもなく訊きいてしまった──いや、ずっと尾けていたということはスミュルナ神殿から？　カーラのことだからヒエロニヒカとの会話も盗み聞きしていたのでは？　それにしたって、恩師に向かって敵ではないのか、などと訊いてしまうとは。

　けれどカーラは唇くちびるの端をにっと持ち上げて答える。

「今はまだ、な」

　ぞっとした。

「今のあたしは、フランやミィナやジルとじゃれるので忙しいんだ。おまえはとうぶん、あたしだけの可愛いジュリオでいてほしい」

　口調は冗じよう談だんめかしていたが、本気であることをジュリオは知っている。

　エパベラでの戦勝祝典での暗殺計画を見抜き、フランチェスカとミネルヴァをぎりぎりまで容よう赦しやなく追い詰めたのは、師であるこのカーラなのだから。いつかそのときが来たらジュリオにも容赦しないだろう。

「だれが敵かもわからないのが、そんなにつらいか？」

　ジュリオははっとしてカーラの顔を見上げる。

（見透かされている）

「おまえはやっぱりあたしの弟子だな。守護騎士なんて柄がらじゃない。斬きり込こむ方が性に合ってるんだ」

　返す言葉もなかった。

　一時は、シルヴィアのもとを離れ、クリストフォロを殺さなければいけないと思い込んでプリンキノポリにまで赴おもむいたジュリオだ。

「……私には、護まもる、など無理なのでしょうか」

「おまえは自信がないだけだな」

「自信……？」

「部屋を閉め切って真まっ暗くら闇やみで膝ひざを抱かかえているから、どこから刃やいばが飛んでくるのかもわからなくて怯おびえてるんだ」

（閉じこもっているから……）

「あたしなら、がばっと扉を開けて待ってるよ。だれが入ってくるにしたって、よく見えるじゃないか」

　ジュリオは冷えきった柱に背を預け、しばらくカーラの言葉について考えた。

　冷静にならなければいけない。まだ、ヒエロニヒカの思おも惑わくをいくらか聞いただけではないか。

　カーラが再び首に腕を回してきて、耳元に囁ささやく。

「さて、ジュリオ。まずはあたしがこうして入ってきたわけだが」

「……先生は、敵ではないのですね。では、なぜ」

「最近シルヴィアのそばに可愛かわいらしい金髪の子供がいるだろう」

　ジュリオは呆あつ気けにとられて首をねじり、師と視線を合わせた。

「メルさま？　メルさまが、どうしたんです」

「ほんとに可愛いか？　実はそばで見たことがないんだ」

「え、い、いや──」

　メルクリウスはジュリオの目から見ても愛らしい少年だった。しかしカーラの目にぎらつく猛もう禽きんの眼がん光こうを見ると、素直に答える気にはなれない。

「ふうん。あたしに黙っておきたいくらい可愛いのか。シルヴィアと二人だけで愛めでるなんて、けちくさいな」












「先生と一緒にしないでください。メルさまを、まさか、おもちゃにでもするつもりで」

「人聞きの悪いことを言うな。弟子にしたいだけだよ。自分より強いやつがいなくて、おまえのところに行ったんだろ。なんであたしを紹介しないんだ、適任じゃないか」

「先生はなにをするかわからないからです！　メルさまはエピメクス家の大切な方なのですよ」

「なにをするって、愛めでたり剣を教えたりするだけだぞ？」

「その『愛でる』が危ういと、自覚していただかないと──」

　言いかけたジュリオは、ふと口をつぐんで、ヒエロニヒカの言葉を思い出す。

　メルクリウスは、血けつ気きにはやって、戦場に出たがっている。だから奥おく宮みやでしばらく落ち着かせたい。たしかにそう言っていた。

　ヒエロニヒカがメルクリウスを奥宮に招き入れた真意はまだわからないが、いま戦場に出してはいけない、という点ではジュリオも賛同できた。

（あの方は、危うい）

（人間としても、剣士としても、あまりに危うい）

（あの幼さで戦場に出て、大公や将軍たちのどす黒い思おも惑わくの渦に巻き込まれたら。あるいは前線で、ミネルヴァさまやクリストフォロと触れ合ったら）

（どうなるかわからない。今は、ただ危うい）

（それに、私は──私とシルヴィアさまは、これから、先生の言う通り、扉を開いて敵を迎え入れなければいけない。それなら）

「──先生」

「ん？」

「しばらく、メルさまのことをお願いしたいんです」







　奥宮中ちゆう枢すう、託たく宣せん女王の寝しん所じよは、天井がすべてガラスでできた広間である。複雑に屈くつ折せつした陽光の下もと、階段で四方を囲まれた壇の上に、透き通った布でくるまれた天てん蓋がい付きの寝台がある。寝具というよりも祭壇と呼んだ方がふさわしい荘そう厳ごんさであり、実際にここはテュケー神殿の至し聖せい所でもあった。

　本来ならば神職と王おう配はい候こう以外の立ち入りは禁じられているが、今の寝所には騒がしい声が響いている。

「メルが女になど負けるか！　薔ば薇ら章しようもつけていないではないか」

「衣ころもでも肌でも傷一筋入れられたら、お馬さんになってやるよ。さ、庭に行くぞ」

「その言葉忘れるな！」

「それじゃ借りてくぞ」

　カーラはメルクリウスの小さな身体からだを軽々と抱き上げ、寝台のシルヴィアとその脇わきのジュリオを振り返って言う。

「自分で歩けるぞ、赤あか子ごではない！」

　手足をばたつかせるメルクリウスを担かついで、カーラは寝しん所じよの正面大扉から出ていった。ジュリオはシルヴィアと顔を見合わせてしまう。どちらからともなく、苦笑がこぼれる。

「カーラ先生は、子供がお好きなんですね」とシルヴィアが言う。

「とんでもない」ジュリオは首を振った。「先生はおもちゃがほしいだけですよ。だれかをいじり回すのが好きなんです」

「そうでしょうか。たとえばジュリオ、あなたのことは、心底案じてらしたように見えますけれど」

「まさか」

　閉じてしまった両開きの扉を見やって、ジュリオはため息混じりに言う。

（たしかに先生はシルヴィアさまとともに、私の無罪を証明してくださった）

　それはジュリオのためではあるまい。カーラは、かつて弟子三人を、戦いの愉たのしみだけのために敵として育て、その愉しみを今まさに収穫しているところなのだ。いずれはジュリオもその餌え食じきになるのだろう。

（でも、先生はいい。今は敵でないのがはっきりしているし、敵に回ったときにはすぐにわかるだろう。それよりも）

　ジュリオの考えが、シルヴィアにも伝わったようだった。薄手の寝間着のまま寝台に腰掛け、扉の《翼ある車輪》の紋章を見つめ、囁ささやく。

「……本人が、来るでしょうか」

「ええ。神官を遣つかわしても追い返されると、向こうもわかっているでしょうから」

　そう答えてから、ジュリオはふと不安になり、シルヴィアの横顔を見て小声で言う。

「申し訳ございません。私のわがままに、シルヴィアさまを巻き込んでしまい」

「わがままではないでしょう。あなたの戦いは、わたしの戦いです」

　シルヴィアは扉を見つめたまま、かすかに笑みを浮かべて答える。

「わたしも知りたい。わたしを取り巻いている暗くら闇やみが、どこまで続いているのか」

　やがて扉の向こうで、いくつかの足音がばらばらと立ち止まるのが聞こえた。

「……陛へい下か」

　最初に聞こえてきたのは、若い女の声。奥おく宮みや付きの巫み女こだ。

「お連れしました。……よろしい、のですか」

　その声は不安げに揺らいでいる。ヒエロニヒカに、ぜったいに近づけるなと言いつけられているのだろう。

「かまいません。通しなさい」

　シルヴィアはきっぱり言った。ジュリオは壇の下までおりて、剣の柄つかを一度だけ確かめ、扉が開くのを待った。

　やがて、翼ある車輪の紋章が二つに割れる。青と白の衣ころもに細身を包んだ二人の巫女の姿がまず現れ、その間から寝所に踏み入ってくるのは、紫色のトーガの裾すそを引きずった初老の男だ。剃そり上あげた頭に、険けわしい皺しわの寄った眉み間けん。

「……人払いを願いたい」

　王おう配はい候こうガレリウスは、ジュリオをちらとにらんで言った。

　案内役の巫み女こ二人はそそくさと退出し扉を閉める。シルヴィアは首を振った。

「その必要はありません。ジュリオはわたしの守護騎士です」

「では私に謁えつ見けんをお許しくださったのは、その者の発案ということですか」

「いいえ」とシルヴィアは噓うそをついた。「わたしがついているようにと命めいじたのです」

　ガレリウスはもう一度、ジュリオに視線を向けてきた。

　その額には、すでにぼんやりと夢む想そうの神イケロスの刻印が浮かび上がっている。

（共鳴、しているのか。シルヴィアさまのしるしと）

（あるいは、もはや隠す気もなく開いているのか）

　ジュリオは、ガレリウスの持つ刻印の力に、直じかに触れたことがある。人の思考を読み取るイケロスの力。

　ガレリウスは三大たい公こう家け筆ひつ頭とうネロス家の当主にして、王おう太たい伯はくティベリウスの弟である。女王の血を狙ねらうティベリウスとは立場を同じくする敵──であるはずだった。

（でも、わからない）

（この方の考えもまた、わからない。だれが敵かもわからない暗くら闇やみの中なら、敵だと思い込んでいる相手とも、また一度は向き合わなくては）

　そう考え、ジュリオはシルヴィアに謁見を頼んだのだ。

　それにジュリオは、この老いて枯れかけた王配候に奇妙な近しさを感じてもいた。王太伯ティベリウスに敵しようとしているジュリオを、案じているようなそぶりがあるのだ。

「……いや。そなたを案じているわけではない」

　ガレリウスがつぶやき、ジュリオははっとして胸に手を押しあてた。

　思考を、すでに読まれている。

「よいのか。いつぞやと同じ結果になるぞ」

　王配候の視線は、ジュリオの頭ず蓋がいの中を直接指で探るような感触になる。

「偉大なるテュケーの庇ひ護ごのうちにある女王陛へい下かには、私の力は及ばぬ。しかし、そなたの考えは読める。この場にいてよいのか」

「……はい」

　ジュリオのしぼり出すような答えに、シルヴィアもかすかにうなずく。

「私を呼んだのはほんとうにそなたの独断か。大だい院いん司しはからんでおらぬのか」

「大院司は関係ありませぬ」

「まことか？　そなた、自分からスミュルナ神殿に赴おもむいたと聞いている。ここのところ大院司と近しくなっておろう」

　ジュリオは答えなかった。どうせ思考を読まれる。ジュリオの意識の表面に目的の情報を浮かび上がらせるための質問なのだ。言葉は口にしてもしなくても同じだ。

（どのみち今、読み取られて困ることなどない。だれが敵かもわかっていないのだから）

（むしろ、いくらでも読み取らせて、反応を見ることだ）

「読み取るだけだと思っているのか？」

　ガレリウスの言葉に、ジュリオははっとする。

　次の瞬間、大地が揺らぐような酩めい酊てい感を覚え、よろける。

　目の前に立っている、頭髪を剃そり上あげた禿とく頭とうの男を、食い入るように見つめる。

（だれだ。これは、だれだ？）

（いや──）

　あたりを見回す。ガラスの天井から降り注そそぐ陽光に、目がちくちくと痛む。

（なんだ。ここはどこだ？　私はここで、なにをしている？）

「──ジュリオ、ジュリオっ？　どうしたのです、顔が真っ青で」

　声をかけられ、腕をつかまれる。振り向くと、紅あか色いろの髪の美しい少女がすがりついてその名を呼んでいる。

（ジュリオ？　ジュリオとは？）

（私？　私のことなのか。この女はいったい）

　全身を押し包むごわごわした違和感に苛さいなまれながら、もう一度、禿頭の男に向き直る。あの男がなにかしたのだ、その額になにか青く光るものが浮き出ている、あの光が、あの不気味な光が──

　光が、消えた。

　ジュリオは膝ひざをついた。汗か、あるいは涎よだれかよくわからないものが床を汚す。自分の心しん音おんだけで耳が内側から破られそうだ。

（なんだ……今のは……なにを、された？）

「ジュリオ！　大丈夫ですか、どう、どうしたのです」

　すぐそばにかがみ込む、透き通った白い衣ころもの裾すそが見えた。震ふるえの止まらない唇くちびるを嚙かみしめて顔を上げる。紅色の髪と、不安に濡ぬれた漆しつ黒こくの瞳ひとみが目に入る。

「……シルヴィアさま。シルヴィアさま、ですか」

「なにを、なにを言っているのです。シルヴィアです、当たり前でしょう」

（そう、当たり前だ。シルヴィアさまなのに）

（わからなかった）

　萎なえきった腰に力を込め、立ち上がる。

　紫のトーガに身を包んだ、王おう配はい候こうガレリウスが、冷淡な目でこちらを見ている。その額に刻まれたしるしは、今はうっすらとした赤あざだ。

　ガレリウスが、自分の刻印を指さして言う。

「堕だ神しんたちは、力を増している。あまり神々の力を甘く見るな」

（力を増している？）

「今や、記憶を読み取るだけではないぞ。奪い取ることができる」

「おやめなさいガレリウス！」

　シルヴィアが、ジュリオをかばうように両腕を広げて二人の間に立ちはだかる。

「陛へい下か。その者のためをお考えになるのなら、退さがらせることです」

　ジュリオは歯を食いしばってシルヴィアの前に出た。

「……私は守護騎士です。退がりませぬ」

　ガレリウスは、寄せていた眉まゆから力を抜き、ふうっと息を吐いた。

「わからぬな。記憶と思考は読めても、その根源は読めぬ。なにがそなたをそうさせる。陛下のためを考えても、この場にいる意味などない。大だい院いん司しになにか吹き込まれたか」

　異い形ぎようの力が、思考をまさぐるのがジュリオにはわかった。ガレリウスの目をにらみつけ、こらえる。

「陛下と……それからメルクリウス殿のことを……頼まれた、だけ、か」

　ガレリウスは眉を寄せてつぶやく。

「大院司はなにを考えている？　なぜメルクリウス殿を。……ポイボスの刻印など、なにに使うつもりなのか」

　そこまで独りごちてから、ガレリウスはジュリオをねめつけていた視線を外す。

「まあ、よい。そなたは捨て置く」

　シルヴィアに目を向ける。

「ここのところ大院司が陛下にほとんど接触しない、というのもまことにございますか」

「……ええ」

「あれは、陛下が予見の感覚を高める薬をお召しになり、深くお眠りになったときに生き血を抜いているはずです。薬も、ここしばらくは使われておらぬのですか」

　シルヴィアは青ざめた顔でうなずく。

　王城じゅうに情報網を張り巡めぐらせているガレリウスの口から、あらためてその事実がもたらされると、戦せん慄りつせずにはいられない。

　しかしシルヴィアは気き丈じように訊きき返す。

「ガレリウス。お父様が、お母かあ様さまの──血を、使って……とは、ほんとうですか」

　年老いた王おう配はい候こうの表情は皺しわの一本たりとも動かなかった。ただ、刻印の光がわずかに強まっただけだ。

「まことです」

　ぐっとシルヴィアが喉のどを鳴らすのが聞こえた。

「わたしの血を、……欲している、というのも？」

「それもご存じの通りです」ガレリウスの声には揺らぎもない。「王おう太たい伯はく陛下は、いちどきに回かい春しゆんしようと大量の血をお使いになりました。ユリアさまの御おん血ちの力は弱っていたため、施せ術じゆつは失敗し、王太伯陛下はあのようなお身体からだに」

「なんて……こと」

　ジュリオはちらとシルヴィアの顔を見た。白金の冠かんむりでおさえた紅あか髪がみの下、その顔は透けて見えるほど青ざめている。

「王おう太たい伯はく陛へい下かのお身体からだを元の通りに戻すためには、おそらく、全身が完全に浸ひたるほどの量が必要でしょう」

　ジュリオの手が震ふるえた。なによりもガレリウスの口調が不快だった。葡ぶ萄どう酒しゆの造り方でも説明しているかのような平へい坦たんさだ。

「それほどの量の御おん血ちを──となれば、女王陛下のお命いのちも危うい」

「あ──当たり前でしょう、閣下はなにを」

　ジュリオは思わず一歩前に出て食ってかかろうとした。そこに、ガレリウスのさらなる声が響く。

「ですから今は、王太伯陛下をお止めしなければなりませぬ」

「え……？」

　シルヴィアが虚うつろな声を漏もらした。ジュリオもガレリウスの顔を凝ぎよう視しする。

（王太伯を、止める？）

「女王陛下のお命を、王太伯陛下おひとりのために喪うしなうわけにはまいりませぬ」

　啞あ然ぜんとするしかない。

（なぜ……）

（なぜ、あなたはそんな、当たり前の良心と良識を持っているような言葉を吐くのだ。この狂った国の狂った城の中ちゆう枢すうで）

　手が無意識のうちに、再び剣の柄つかをまさぐる。

「お父様を止める、とは、どういうことです。まさか……殺す、のですか」

　シルヴィアの上ずった声に、ガレリウスは苦い顔でかぶりを振った。

「はぐらかし、なだめ、時間を稼かせぐだけです」

（なぜ。止めるというのなら、殺すべきではないのか。それとも王太伯の身体が保もたなくなるまで待つということか）

　ジュリオの思考を見透かし、ガレリウスは再び首を振る。

「我が兄の刻印の力を知らぬのか。ひとたび激すれば、どれほどの被害が出るか」

「どれほど危険なのか知りませぬが、それならばなおのこと」

「それに、我が兄とて王国には必要な存在」

「必要？　必要ですって？　シルヴィアさまのお命を脅おびやかしてまで」

「だから、ミネルヴァさまを確保できるまで、待つのだ」

　ガレリウスの言葉に、ジュリオとシルヴィアは同時に息を吞のんだ。

　王おう配はい候こうは女王に向かって深々と頭を下げる。

「ご姉妹、お二人からそれぞれ御血を賜たまわれば、なんとかお命に障さわることも避けられましょう。お許しくださりませ」

　シルヴィアがなにか言おうとした。その唇くちびるは震えるばかりで、言葉を紡つむげない。ジュリオはわずかな段数の階段を飛び降り、ガレリウスに歩み寄る。

「なぜ、そこまでしなければいけないのです。ネロス家出身の王おう太たい伯はくという地位がそこまで惜おしいのですか」

　もはやジュリオは王おう配はい候こうに対する遠慮も敬意のそぶりもかなぐり捨てていた。どのみち内心は読み取られるのだ。装っていてもなんの意味もない。

（やはり閣下は大たい公こう家けのことしか考えていないのだ。王配候の手先だ）

「──浅せん慮りよは慎つつしめ！」

　ガレリウスの鋭い声が、その迫力だけでジュリオの足を押しとどめた。

「私の言っている意味がわからないのか。シルヴィアさま、ミネルヴァさま、そして我が兄ティベリウス、三人ともこの王国には必要だと、そう言っているのだ」

　ジュリオの手が剣の柄つかから滑すべり落ちる。

　空洞になった意識の中を、ガレリウスの言葉がしばらくの間、反響し続ける。

（……今、なんと）

（三人とも、必要だと？　どうして）

　青く燃えるイケロス神の刻印の下もと、深い闇やみを宿したガレリウスの目が、ジュリオからその肩越しに寝台のシルヴィアの方へと向けられる。

「最初は私とて、ミネルヴァさまの存在を葬ほうむり去らなければ王国が揺らぐと、そう考えておりました」

　背後で、シルヴィアが唾つばを無む理り矢や理り飲み下すのが聞こえた。ジュリオは後ずさる。ガレリウスは一歩、また一歩とこちらに近づきながら言葉を続ける。

「しかし、状況は変わりすぎたのです。七公国連合はフランチェスカ・ダ・ザカリアのもとに、再び強く結びついてしまった。こちらは王配候を、あちらは総そう主しゆ教きようを喪うしなっている。お互いに退ひける戦いくさではなくなりました。どう勝つにせよ、国土は灼やけ、民たみは家と男手を失い、国は疲ひ弊へいする。アンゴーラがその機を逃のがすはずがない」

「……では、どうしろと」

　シルヴィアの弱々しい声がする。

「ミネルヴァさまを、再び聖都サンチユリオにお迎えします。公国側が戴いただく託たく宣せん女王として」

「姉ねえ様さまを、和わ睦ぼくの道具にするのですか」

「さよう。そのためには、お二人の父上が──王太伯ティベリウス陛へい下かが、さらにその上に君臨することが必要なのです。国が安あん寧ねいを取り戻すまでは」

（そのために──この国の歪ゆがんだ枠組みを繕つくろいながら維い持じするためだけに、あの狂った老人の命いのちをもつなぐというのか。娘二人から半分ずつ血を搾しぼり取って）

（なぜ。なぜそこまでして）

　ガレリウスの目が、再びジュリオを薙なぐ。

「国を治めるとは、そういうことだ」

　岩に染しみ込む冷たい雨のような声。

「聖せい告こく大たい全ぜんに、薔ば薇ら章しよう典てん範ぱんに、書かれていることが正ただしいとでも思っているのか。愚おろかな。国というのは万の民たみの集合だ。万の民にとって正義はひとつしかない。変わらぬことだ。なぜならば、みな昨日と変わらぬ今日を、今日と変わらぬ明日を想定し、種を蒔まき、機はたを織り、羊を追い、生きているからだ。民が凍こごえているからといって空に太陽をもうひとつ昇らせれば、多くが渇かわき死ぬ。それだけのことがなぜわからぬ！」

　ぞくり、と寒気がジュリオの全身を駆かけめぐる。心地よくさえある、その感触は、はじめてではなかった。

（……三度目だ）

　二人の女の姿が浮かぶ。

　ザカリア公女フランチェスカ。変えることそのものを旗と掲かかげる聖女。

　大だい院いん司しヒエロニヒカ。美しい滅びだけを信仰する巫み女こ。

　そして、いま目の前にいる王おう配はい候こうガレリウス。

（みな、正ただしいことを言っている。絶望的なまでに、どこにも間違いがない）

（そして、この三者は絶対に共存できない）

（ああ、だから──シルヴィアさまとミネルヴァさまの命運にも、絶望的なまでに、逃げ道がないのだ）

「そうだ」

　ガレリウスが、ジュリオの声なき思いに答える。

「絶対に除かねばならぬ者が、三人いる。そのうちの二人は、そなたがいま思い浮かべた女だ。だが、今は捨て置く。真っ先に排除すべきは、残りの一人だ。獣けものの仔こだけは、今すぐに、確実に葬ほうむらねばならぬ」

「──いけません！」

　シルヴィアの悲痛な声が響いた。寝台から飛び下り、ガレリウスのすぐ目の前まで駆け寄って繰くり返す。

「いけません、クリスさまを殺しては」

「陛へい下か、つまらぬ感傷はおやめください。あれは陛下を殺す男です。そう託たく宣せんを賜たまわったのでしょう。陛下だけではない、いずれはミネルヴァさまさえも」

「だからどうしたのです！　クリスさまは姉ねえ様さまの大切な方、それを殺すのは姉様の心を殺すのも同じです、わたしの心の半分も！」

「なればこそ、です」

　ガレリウスの眉まゆが歪ゆがみ、語調がわずかに強まる。

「お二人の命運に、深く食い込みすぎている。あれは星喰くらいの獣、どのように命運をねじ曲げるかわかりませぬ。一いつ刻こくも早く殺さねばなりませぬ」

「あ、あの方はお強いのです、それに姉様も絶対にあの方のそばを離れません、あなたたちがどう策を巡めぐらせようと、テュケーがあのお方を護まもって──」

「獣の仔だけを狙ねらえばよいのです」

　ガレリウスがぴしゃりとシルヴィアの言葉を遮さえぎった。

「これまで失敗してきた原因のすべては、ミネルヴァさまをも害そうとしたこと。託たく宣せん女王に刃やいばを向けなければ、テュケーの女神は沈黙するのみ。よいな、ミネルヴァさまにはけっして手を出すな」

　その言葉の向けられた先は、シルヴィアでもジュリオでもなかった。

「……は。気づいておられたか。さすがはガレリウス殿」

　不意に声がして、ジュリオは目を剝むく。

　ガレリウスの背後に、いつの間にか、長身ののっぺりした影が立っていたからだ。

　紫のタバードに、磨きあげられた鎧よろい。石材を粗そ雑ざつに彫ほったかのような顔に、落ちくぼんだ眼がん窩か。感情のない濁にごった瞳ひとみ。

（王おう配はい候こうルキウス閣下……いつの間に）

（気け配はいすらしなかった。扉だって毛ほども動かなかったはずなのに）

　ルキウスは、顔に薄笑いを張りつかせ、ガレリウスの脇わきを通ってシルヴィアに近づく。鎧のそこかしこが重たい金属音を鳴らす。

（どれほど気配を忍ばせて入ってきたとしても、気づかないわけがない。なぜ）

（そうだ、薔ば薇ら章しよう評議会のときもそうだった。私が証言を終えたとき、ルキウス閣下は評議席に忽こつ然ぜんと現れていた）

　ルキウスの顔を凝ぎよう視ししたジュリオは、気づく。

　額にぼんやりと浮かぶ、青い火。

（刻印の力、なのか？）

　シルヴィアは喉のどをぐっと鳴らして、ジュリオのすぐそばまで後ずさってくる。ルキウスが軍式の最敬礼をした。

「陛へい下か。出しゆつ征せいのご挨あい拶さつにまいりました」

　愉たのしげなルキウスの声。

「鎮ちん守じゆ将軍ルキウス・グレゴリウス、これよりサンカリヨン駐ちゆう屯とん軍司令官に着任いたします。すぐにも獣けものの仔この首を獲とりましょう。たしかにコルネリウスも、デュロニウスも敗やぶれた。しかも獣の仔はその力を啜すすって取り戻している。しかし」

　ルキウスの指が、額の刻印に触れる。手の甲のそれもまた、烈はげしく光を発する。

「我が神ソムヌスの力も、増しております。今なら造ぞう作さもなきこと」

　シルヴィアはもはや言葉なく、首を何度も横に振るだけだ。

「ご安心くだされ」ルキウスは顔を上げ、残忍そうな笑みを向けてくる。「ガレリウス殿のおっしゃる通り、ミネルヴァさまには一切手出しいたしませぬ」

「出ていきなさい！」

　シルヴィアは激げき昂こうして声を荒らげた。

「ルキウス、そなたに謁えつ見けんを許可した憶おぼえはありません！」

　二人の王配候が出ていってしまった後も、シルヴィアは寝台の端にきつく爪つめを立て、肩を震ふるわせていた。ジュリオは壇のすぐ下に立って、痛ましい思いを抱かかえたまま、それをただ見ていることしかできない。

「……クリスさまを。……ああ……なんてこと」

　苦しげな吐と息いきに混じって、シルヴィアの声が漏もれる。ジュリオはあやふやな足取りで階段をのぼり、前のめりに倒れそうなシルヴィアの肩を支えた。

「止めなければ。止めなければ、姉ねえ様さまが」

　ジュリオの腕にしがみつき、シルヴィアは熱っぽい声で繰くり返す。

「……シルヴィアさま、どうしてそこまでクリストフォロのことを。シルヴィアさまを殺すはずの男なのに」

　思わず、そう訊たずねてしまってから、ジュリオは激しく悔やんだ。

（私は、こんなに卑いやしい考えの人間だったのか）

（星喰くらいの獣けものも命運の女神も関係ない、ただ、シルヴィアさまがクリストフォロを案じるのが気に食わないでいるのだ）

　握にぎり拳こぶしを、胸に強く押しつけた。肋ろつ骨こつが軋きしむのが聞こえる。

　シルヴィアが濡ぬれた瞳ひとみを持ち上げた。

「わたしと姉様の心は、つながっています。いつ頃ごろからか、姉様の思いが、これだけ離れていても、伝わるようになりました。夢でも、現うつつでも」

　自分の肩をきつくつかみ、胸に腕を押しつけ、シルヴィアは声を吐き出す。

「だから、わかる。姉様には、クリスさましかいない。わたしに、あなたしかいないのと同じように」

　その言葉が、ジュリオの手の甲を貫つらぬいて胸に深く突き刺さる。





　　






　燈とう台だいひとつきりが弱々しく灯ともる暗がりの中に、空くうを切り裂さく規則的な音が響いている。王城南西部、《鋼はがねの宮みや》の広間に、ひとつだけ長身の人影がある。深夜の静せい寂じやくを、素振りの音が切り裂いている。身長ほどもある長剣を人差し指と中指だけで挟はさみ、手首のみを鍛きたえる独特の訓練である。汗があごから滴したたり落ち、純白の薔ば薇ら章しようを濡らす。

　大将軍アルビレオスは、ふとその気け配はいに気づいて手を止めた。

「どうした。夜とてみだりに奥おく宮みやを離れるな、おまえは守護騎士だろう」

　ためらいがちの足音が石いし床ゆかを踏み、広間に入ってくる。振り向くと、燈台の狭い光域の境さかい目めで銀髪が揺れ、白薔薇章がきらめいた。ジュリオだ。簡易鎧よろいまで身につけた騎士の正装で、目には殺気さえ含んでいる。

「私と仕合にきたわけではあるまいな」

　アルビレオスは剣にくくりつけた重しを外しながら油断なく訊ねた。

「いえ。閣下にお願いがあってまいりました」

　眉まゆを寄せ、若き守護騎士の顔をしばらく見つめる。

　ジュリオはかつての直属の部下だが、ここしばらくの様々な事件を通じて、もはやアルビレオスの知っている純じゆん真しん無む垢くな白しろ薔ば薇らの騎士ではなくなってしまった。その思おも惑わくは測はかりかねる。

「……女王陛へい下かのことか」

「はい」

「言ってみろ」

「聖せい巡じゆんを再開したく思います。閣下もご賛同ください」

　アルビレオスは目を剝むいた。

「聖巡を……こんな時期にか」

　ジュリオの冷ややかな顔を見つめ返す。

　聖巡とは、託たく宣せん女王が王国各地を回り、その地域にまつわる危険な予見がないかどうかを探る、聖せい王おう国こくの定例行事である。七公国連合との内紛が始まってからは中止されていたが、本来ならば最低でも年に二回は行われなくてはならない。

「ルキウス公が出しゆつ征せいなさり、異を唱となえられるとすればガレリウス公くらいでしょう。大だい院いん司しは賛成なさるはずです。アルビレオス閣下がご賛同くだされば決まります」

　アルビレオスは目を細め、愛らしい白薔薇の騎士の顔を見つめる。

（このような、陰謀めいたことを言う男ではなかった）

（変わるものだな）

　一いち抹まつの哀かなしさを覚える。

「女王陛下を、都から離そうということか。王おう太たい伯はく陛下の手が届かぬように」

「それだけではありませぬ」

　アルビレオスは眉まゆをひそめる。

「王城にいては、シルヴィアさまの下す託宣が神官団や大公によって隠され、民たみにそのまま届きません。城外であれば、そのまま広めることもできましょう」

「……託宣を……そのまま、民に？」

　剣を手にしたまま、一歩、ジュリオに歩み寄った。

「なにをする気だ。陛下はご存じなのか」

「はい。シルヴィアさまと話し合って決めたことです」

　ジュリオは短く息継ぎし、アルビレオスの険けわしい目を見つめ返して言った。

「果か胎たいの託宣を、公表するのです。ザカリア兵クリストフォロが、約束された女王の夫である、と」

「馬ば鹿かな！　なにを──」

「戦いくさを止めるためです。あの者を、殺させないためには、それしかないのです」












５　血の献けん上じょう品ひん







　百を超える神々の旗を掲かかげた絢けん爛らんな装いの軍勢が、エパベラの街の南門に隊列を組み、しめやかに送り出されようとしていた。そのほとんどは、深い紺色の祭服に身を包んだ僧兵である。

　プリンキノポリで行われる枢密議コンクラーヴエに向かう大司教たちだった。

　まだ総そう主しゆ教きようの喪も中ちゆうであり、見送りの各公国軍も、街の人々も、道の両側に並んで祈りを捧ささげているだけだった。

　列の進みは鈍にぶく、最さい後こう尾びの、戦女神ベローナのしるしをつけた小さな馬車のまわりには、まだ乗り込んでいないフランチェスカやジルベルト、そして見送りにきた銀ぎん卵らん騎き士し団だんの面々が集まっていた。

「……クリスは、けっきょくあれから部屋に閉じこもったきりなの？」

　そう耳元に小声で訊たずねられ、ミネルヴァはうなずく。

　墓地から戻ってきた夜──二人の刻印が反応し、あたりを氷結させた。すべての星々が喰くらわれる終わりの光景に、フランチェスカすら巻き込みかけた。

（幻まぼろしなんかじゃなかった。現実にあったことだ）

（ベッドは氷の粒になって砕くだけていたし、柱も梁はりも凍こおって折れそうになっていた）

（あのままだったら、どうなっていただろう）

（際限なく氷が広がって、みんな吞のみ込こんで……）

　そう考えると、ぞっとする。

　クリスが気絶し、あの凍いてつく時の停てい滞たいは破れた。けれどあれ以来、クリスは宿の一室に籠こもったまま出てこない。一度も顔を合わせないでいるうちに、フランチェスカらがプリンキノポリへと発たつ日がやってきてしまった。

「けっきょく二人部屋をずっと独占だ。はた迷惑なやつだ」

　随ずい行こうするジルベルトも不機嫌そうに言う。クリスと相部屋だったのだが、ここ数日ずっと他ほかの古こ参さん団員たちと同じ大部屋の寝床を使っていたのである。

「団長が出発する日だってのにな……」

「無む理り矢や理りにでも引きずってこようと思ったんだが」

「ちらっと顔見ただけで、なんも言えなくなった」

「死人だってもっとましな顔してるぜ」

　銀ぎん卵らんの兵たちも口々に不安げなことを言う。

　ただ、だれひとりとしてミネルヴァになにがあったのかと訊きいてこなかった。その気き遣づかいは嬉うれしくもあったが、気詰まりでもあった。

　フランチェスカの青せい玉ぎよくの瞳ひとみが、じっとこちらを見つめてくる。

「……プリンキノポリで、マルマテオ師にまた話を聞いてくるわ。あの方なら、なにか役立つことをご存じかもしれない」

　思し慮りよ深ぶかい司教補の顔をミネルヴァも思い出す。大教会の生き字引だ。

「戻ってくるまで、クリスをお願い──と言いたいけれど、あなたは近づかない方がいいのかもしれないわね」

　フランチェスカにだけは、話していた。テュケーと、オルクスのこと。惹ひかれ合い、やがて時を終わらせる、命運の末端の女神と獣けもの。

（近づかない方が……）

（わたしとクリスは、触れ合わない方がいいのか）

　身が裂さかれるような思いだった。

　聖女さま、近衛このえ隊長どの、そろそろお乗りください。馬車から顔を出した高僧がそう促うながす。フランチェスカはうなずき返し、それから騎士団員たちを振り返った。

　大おお柄がらな兵たちの背中に隠れるように立っていた小さな青い衛生兵の姿を見つけ、歩み寄り、腕をつかんで全員の目の前に引っぱり出す。

「あっ」

「どうしてそんなところに隠れているの。あなたは団長代行なのよ、ちゃんとみんなの前に立っていなさいな」

　そう言われても、パオラはうつむいたままだ。

　無理もない、とミネルヴァは思う。ニコロは失しつ踪そうしたまま、捜索もついに打ち切られた。フランチェスカだけではなくジルベルトも行ってしまうし、残った近衛このえのうちクリスもあの有あり様さまだ。

　パオラの抱いだいている底知れぬ不安をフランチェスカもわかっていたのだろう、それ以上なにも言わなかった。ただ、両腕できつく抱きしめただけだった。頰ほおと頰が触れあい、パオラは耳も鼻も紅あかくなり、泣き出しそうになる。フランチェスカの背中に、強く爪つめを立て、涙をこらえているのがわかる。

　そんなとき銀ぎん卵らんの古こ参さん兵へいたちは、じっと待つことを知っている。

　周囲の野や次じ馬うまたちの目から、大切な団長と団長代行を守るように、けれど邪魔はしないように、大きな円陣を組んで囲む。

　馬車から急せかしていた僧も、それを見て口をつぐんでしまう。

　ようやくフランチェスカが身を離したとき、パオラの泣なき腫はらした目には涙の余よ韻いんしかなかった。

「……団長が戻ってくるまで、俺おれたちがパオラをしっかり守りますから」

「なにせ最近の近衛はだらしねえからな！」

「ガキらしく、てめえのことで手一杯だ」「ちがいない」

「そうじゃないとこっちが不安にならあ」

　笑い声があがるので、ミネルヴァは恥ずかしくなってうつむいてしまう。もちろん、自分やクリスが笑われているのだ。

「団長は枢すう機き卿きよう気分を楽しんできてください」

　百人隊長たちが鎧よろいの胸をばんと叩たたいて請け合う。

「そうね。なにもないことを祈るわ」

　フランチェスカの返答に、隣のジルベルトは目を伏せてかすかに首を振った。

　なにもないわけがない。それはその場の全員が予感していた。七公国軍の統とう帥すい権を手にした軍神ベローナの聖女が、一時的にとはいえ軍を離れるのだ。その動きは隠しようもなく聖せい王おう国こく側に伝わっているだろう。

「まかしといてください」

「戻ってきたら、またミィナがクリスとなんやかやで酒の肴さかなになるような話をつくってくれてますよ」

「おい、なんだそれは！」思わずミネルヴァは口を挟はさんでしまう。フランチェスカはようやく笑って、踵きびすを返した。

「それでは、また銀の雌めん鶏どりの旗の下もとで、逢あいましょう」

　最後に全員の視線が、パオラの頭上に集まる。

　戦いくさがまだ始まっていない今、そこには青く透ける秋空しかない。けれどみな約束を交かわす。この旗の下で、再び相まみえよう、と。

　なぜだろう──とミネルヴァは思う。

　どうしてこんなに哀かなしくなるんだろう。風もないのに、さざめきが聞こえる。自分の胸の中から、かもしれない。

　フランチェスカとジルベルトをのせた金色の馬車が遠ざかり、砂すな埃ぼこりの中に見えなくなってしまった後でも、銀ぎん卵らん騎き士し団だんのほとんどは街の入り口広場に残って、黙って空と丘の境界線を見つめていた。

　だれしもが、その予感を抱かかえていたのかもしれない。

　これがひとときの別れではなくなるのではないか──と。







　ミネルヴァやパオラが宿に戻るなり、留守番をしていた若い兵たちと、小こ肥ぶとりの宿の主人とが駆かけ出してきた。

「クリスが出ていった。荷物もねえ」

　話をみなまで聞かずミネルヴァは宿に飛び込んで二階に駆け上がった。廊下のいちばん奥の扉を開く。ベッドさえもないがらんとした部屋に、ただひとつ残されているのは、ジルベルトから預けられたあの太た刀ちだ。

（あのばか……）

　息もできないほどの怒りと焦しよう燥そうと涙の予感とがいちどきに喉のどをふさいだ。ミネルヴァは宿を飛び出した。百人隊長やパオラたちが、手分けして捜さがすようにと指示を飛ばしているのを背中に聞きながら、街がい路ろを走り出す。












（出ていってどうするつもりなんだ）

（わたしをほっぽって、出ていってどうするつもりなんだ、あのばか！）





　　






　地面に突き立てられた剣や槍やりの並ぶ急造墓地の入り口で、クリスは立ち止まり、肩にかけた布袋を引っぱり上げ、街の方を振り返った。

　粗末な墓ぼ標ひようたちの影は、あの日のように長く伸びている。

　死者だけに見送られるというのも自分らしい、とクリスは思う。

　フランチェスカたちの出発の見送りで、宿にいる銀ぎん卵らん騎き士し団だん員いんたちが手薄になった。だから見つからないようにと荷物を持って抜けだしたのだ。

　焼かれた故郷の村を出るときだって、ここまで虚うつろな気持ちにはならなかった。今のクリスは、少し風が吹いただけで全身の骨がばらばらになってしまいそうだ。だからエパベラの街並みに背を向け、墓標の間をひどくゆっくりと歩き出す。

　──けっきょく、ぼくはひとりになる。

　──最初からひとりだったんだし、これでしょうがない。

　──いや……

　胸に手を押しあて、首を振る。

　──ひとりよりも、ずっと悪かった。最初から、こいつがいたんだった。

　星喰くらいの獣けもの。

　クリス自身が、その忌いみ名で呼ばれなくなって久しい。だから、忘れていた。

　──それとも、やっぱりひとりなのかもしれない。

　昨日までの雨をたっぷり含んで湿った土の感触を靴の裏で確かめながら、クリスはそう思い直す。

　──クリストフォロなんてやつは、母かあ様さまを殺したあの新月の夜にほとんど食われてしまって、だからこの獣とぼくとは同じやつなのかもしれない。

　──どっちにしたって、だれかと一緒にいるべきじゃなかった。

　死人たちのつぶやきがクリスを取り巻き、送り出そうとしている。

　どこへ、だろう。

　これからどこへ行けばいいのだろう。

　銀の雌めん鶏どりの旗が翻ひるがえる家を棄すてて──どこに向かえばいいのだろう。

　──ぼくは傭よう兵へいだ。血のにおいを頼りに、またどこかの戦場に。

　そう言い聞かせるが、足取りは鈍にぶっていく。

　太た刀ちも置いてきてしまった。今のクリスは丸腰だ。戦場で、血管に殺意を流し込んで塗ぬり潰つぶすやり方も、もう思い出せないでいる。

　やがて、クリスの足が止まる。

　死者たちがほんの一瞬ざわめき、それから静まり返る。一歩も進めなくなる。目を閉じると燃えるような紅あか色いろの髪が、涙をたたえた黒い瞳ひとみが浮かぶ。

　──置いていかなきゃいけない。

　思い出すだけで、胸の内側にじくじくと酸で焼かれるような痛みが広がっていく。

　──この、苦しさだって、ぼくのものじゃないかもしれない。

　──ただ獣けものが飢うえているだけかもしれないんだ。

　泥の中から、足を引き抜く。

　再び歩き出そうとした、そのとき──




「──クリスッ！」




　背中に声が突き刺さる。

　信じられない思いで、振り向いた。

　傾いた陽ひを受けて長く差し伸べられたクリスの影の端に、紅い炎が灯ともっている。いや、炎ではない。人影だ。不意に強まり始めた風に紅色の長い髪をなぶられている、少女だ。白い鳥の尾お羽はのような衣ころもの袖そでも、炎の中に入り混じってはためいている。

「……ミネルヴァ」

　こぼれ出たその名前は、クリスの喉のどを灼やいた。

「なんで。……ここにいるって、わかったんだ」

「なんで、だってッ？」

　歩み寄ってくるミネルヴァの目は、たしかに濡ぬれている。

「予見したんだ。ここで、この墓地で、わたしはおまえに殺される。受けとれ！」

　足あし下もとから引き抜いた剣の一本をミネルヴァが投げた。クリスは反射的にその柄つかをつかむ。もう一本、細身の剣を地面から抜いたミネルヴァは、土を蹴けった。

「なッ」

　体重をのせた一撃を、クリスはとっさに持ち上げた剣で受ける。着地したミネルヴァは身体からだをひねりながら真ま下したから腕を走らせる。飛び散る泥と爆はぜる紅あか髪がみとの間から刃やいばが突き上げ、クリスは肩の荷物を放ほうり捨てて跳とび退すさった。

　──殺気がほんものだ。どうして。

　しぼり出すような気合いとともに、紅色の影がクリスの視界を切り裂さく。鋭い斬ざん撃げきが右から左から息をつく間もないほど叩たたきつけられる。受け止めた刀身から腕に痺しびれが伝わり、それがクリスの身体の芯しんで着火する。

「反撃しろ、ばか！」

　ミネルヴァが叫び、繰くり出された突きがクリスの頰ほおをかすめ髪先を散らせる。クリスの困こん惑わくに血のにおいが混じる。

　──どういうことだ。ミネルヴァがここでぼくに殺される？

　──そんなことするわけが……

　けれどクリスは、ミネルヴァの眼めにたまった涙で、不意にその可能性に気づく。

　一気に懐ふところに飛び込まれ、つばぜり合いのままクリスは泥の上に押し倒される。ミネルヴァの漆しつ黒こくの瞳ひとみが、泣なき腫はらした顔が、すぐそこにある。クリスの手が、握にぎった剣ごとつかまれる。

「その剣で、わたしを貫つらぬけ。わたしを殺せ、早く！　わたしが視みた通りにッ！」

「……託たく宣せんを自分で引きずり出したのかッ」

　その考えに、自分でぞっとする。頰ほおに落ちかかってきたミネルヴァの涙の熱さで、それが正ただしいと確信してしまう。

　──ミネルヴァは、ほんとうに死ぬつもりでぼくを捜さがしにきたんだ。

　──ぼくの目の前で死ぬと決めて……

　その、自みずからに対する殺意が真実であったが故ゆえに、テュケーの女神はミネルヴァを護まもるために託宣を下した。クリスの手を借りてミネルヴァが自らの命いのちを絶つこの瞬間を、予見したのだ。

「なんて……なんてことをするんだ、それじゃあ」

　──同じじゃないか。

　──聖せい王おう国こくが、託宣女王の夫を見つけるために編み出した、あの反へ吐どが出るほどおぞましい狂ったやり方と、まったく同じじゃないか。

「なんでぼくにそんなことさせるんだよ！　わかんないのか、ぼくらは一緒にいたらこうやって喰くらい合うんだ、そんなのもういやなんだよ、だから出ていくって決めたのに、なんで！　なんでこんなことッ」

「そんなのわかってるッ」

　涙声が落ちてくる。クリスの手をきつくつかんだ指が真っ白になり、刃やいばの先がミネルヴァの喉のど元もとで震ふるえている。ほんの少しでも気を緩ゆるめたらミネルヴァはクリスの手をそのまま引っぱり上げて剣先を自分の首に突き立てるだろう。

　それほどの殺意がなければ、予見できなかったからだ。

　クリスが、この場所にいること。

　──どうしてそこまで。

「おまえと一緒にいたらどうなるかなんて、わたしだってわかってる。だからなんなんだ。離れたって同じじゃないか、どうしてそれがわからないんだ」

「……なに……言ってんだ、なにが同じなんだよ」

　クリスは背中を泥に深く押しつけられたまま、腕に力を込め、ミネルヴァの肩を押し戻そうとする。

「ミネルヴァを殺したくなんてないんだよ、それだけのことなのに──」

「おまえがいなくなったら、わたしは死んだのと同じだ」

　ミネルヴァの言葉がクリスの手から力を根こそぎ奪い去る。剣が二人の手の間から抜け落ち、クリスの首にかすかな傷の筋すじを描きながら泥の中に滑すべり落ちた。

「わたしはもう、おまえにどれだけ預けたかわからない。いのちも心も、だ。それをおまえがみんな殺すんだ。わっ、わたしにここまで言わせなきゃわからないのか。それでもおまえが平気だっていうならっ」

「平気なわけあるか！」

　涙に吞のまれかけたミネルヴァの声を、クリスは遮さえぎっていた。

「ぼくだってミネルヴァに全部預けた、ぼくはミネルヴァのものなんだ、ミネルヴァがそう言ったじゃないか」

「じゃあどうして！」

　ミネルヴァはクリスの胸にすがりつくようにして言葉を吐きかけてくる。

「ぼくのこの気持ちは、ぼくじゃないかもしれない。最初から、獣けもののものだったかもしれないんだ」

　泣き濡ぬれたミネルヴァの顔が、一瞬だけ呆ぼう然ぜんとなる。

　獣がそう言っていた。クリスという人間など、いない。この虚うつろな肉の器うつわの中にあるのは、原げん初しよの深しん淵えんからあふれ出る冥めい王おうの獣じゆう欲よくだけなのだと。

　──それがほんとうだとしたら、ぼくは……

「そんなのはどうでもいい」

　クリスの胸に両手をつき、ミネルヴァが言った。クリスを覆おおう氷に深く亀き裂れつが入った。

「……え？」

「おまえはここにいるじゃないか。いつもわたしのそばにいたじゃないか。勝手に苦しんだり勝手に死にかけたり勝手にわたしを助けたりっ、したじゃないかっ！　お、おまえがほんとはクリスじゃないとか、そんなのわたしにはどうだっていい。おまえがっ、いてくれればいい」

　胸に食い込んだミネルヴァの指が震ふるえる。まるで鼓こ動どうがじかに伝わってくるようだ。

　──ぼくが、いればいい。

　──いつの間に、ミネルヴァはそこまでぼくに囚とらわれていた？

　──ぼくがミネルヴァのものであるように、ミネルヴァもまたぼくの……

　──だとしたら、ぼくらは、共にいるしかない。

　両腕で顔を覆い、クリスは震えのおさまらない唇くちびるを強く嚙かみしめた。のしかかっていたミネルヴァが身を起こしたのか、胸をふさいでいた重みがふと消える。

「……クリス？　ど、どう……」

「なんでもない。ミネルヴァのせいじゃない」

　ひどく素そっ気けない答え方になってしまった。そうでもなければ、涙で喉のどが焼けただれて声も出せなくなってしまっただろうから。

　──けっきょくぼくは、逃げられないんだ。

　──それがこんなに、泣けるくらい、嬉うれしいなんて。

　──でも、どうすればいい？

　ミネルヴァが立ち上がる。紅あか髪がみの先がクリスの胸や頰ほおをなで、遠ざかる。クリスは泥の中にへたり込んだまま、手を借りて起き上がることさえできない。

　そうしている間に、ミネルヴァの瞳ひとみもまた、哀かなしげなぬかるみに沈んでいく。

　──一緒にいれば、またあれが起きる。

「わたしだって、どうすればいいのか、わからない」

　ミネルヴァが濡ぬれそぼった声でつぶやく。

「でも、おまえがほんとうは正ただしいのは……わかってる」

　クリスははっとして顔を上げる。

「もう二度と逢あわない方がいいのは、わかってる。このままでいたら何人巻き込んで殺すかわからない。だからって」

　両手で顔を覆おおって、ミネルヴァは言葉を吐き出し続ける。

　クリスの中で、ふとその思いが生まれる。

　口に出してしまいそうになる。

　──ミネルヴァ。

　──二人だけで、遠い遠いどこかへ。

　──そこで、二人だけの滅びを待てば……












　クリスは血がにじむほど強く唇くちびるを嚙かみしめ、あふれそうになった言葉を押しとどめた。重ねた視線で、その一瞬、ミネルヴァが同じことを考えているのがわかった。

　けれどそのとき、二人は同時に墓地の端を振り返った。乱れた蹄ひづめの音が聞こえてきたからだ。

　西に広がる灌かん木ぼくだらけの荒れ野から、一頭の馬が墓地の丘に駆かけ上がってくるのが見えた。乗り手はぐったりと馬の首にもたれかかり、そのせいで馬は右に左にとよれながら、なだらかな斜面をのぼってくる。

　乗り手の甲かつ冑ちゆう姿がぐらりと横に泳ぎ、転ころげ落ちた。クリスとミネルヴァはほとんど同時に走り出した。馬が苦しげにいななきながら後あと脚あしで立ち上がり、どうと倒れる。

　草むらにべったりと血がなすりつけられている。甲冑の紋章で、ザッパニア公国の騎士だとわかった。

「おい、しっかりしろ！」

　駆け寄って抱き起こしたクリスは、そう呼びかけながら、うつぶせになった騎士の身体からだをひっくり返す。やや遅れてたどり着いたミネルヴァが息を吞のむ。喉のどの大きな傷口からどくどくと血が流れ続けている。馬に乗れたことが信じられない。

「……あ、あんたら……ザカリアの」

　騎士がわずかにまぶたを開いてクリスをみとめ、うめいた。声はひゅうひゅうという息漏もれの音でかき消されそうだ。

「喋しやべっちゃだめだ、血が止まらなくなる」

「軍医呼んでくる！」と、ミネルヴァが踵きびすを返して走り出した。

　──どこで交戦したんだ、サンカリヨンの聖せい王おう国こく軍が動いた気け配はいはないのに。

　──この肩章は……砦とりでの駐ちゆう屯とん部隊か。

　ザッパニア騎士は唇の端から血の泡あわを吹きながらかすれた声を吐く。

「……六の砦だ。殲せん滅めつされた」

「いいから喋るな！」

　自分の衣ころもの袖そでを引き裂さいて騎士の首に巻きつけ、無駄と知りつつも止し血けつを試みながら、クリスはざわつく悪お寒かんを感じていた。

　──殲滅？

　──王国軍に襲われたのか。それだけの規模の交戦があれば絶対になんらかの報しらせが入るはずなのに？

「……あれは……なんだ。……あ、悪夢だ。……見えぬ……ひとり、だけ……青い火、額と、手と……」

「青い火？」

　額と手の、青い火。

　それは──刻印ではないのか。

　──刻印を持つやつが、いるのか。この近くに。サンカリヨンに？

　クリスの腕の中で、騎士の身体からだはずるりと脱力し、重みを増す。押さえた手を濡ぬらす血から、温かみが次第に失われていく。薄く開いたまぶたの奥、眼めにたまった恐怖の色だけが、いつまでもそのままだった。





　　






　六の砦とりでは、フランチェスカの指示によって川向こうに新しく急造された砦のひとつだった。サンカリヨンに最も近い拠点で、ザッパニアとラボラジアから選別された精せい鋭えい部隊千人が詰めていた。それが──

「占せん拠きよされて……おりました」

　斥せつ候こうの報告に、居並ぶ諸しよ侯こうや騎士団長は愕がく然ぜんとした。

　エパベラ聖堂に緊急招集された、七公国連合の軍議である。議長は、フランチェスカの父親ザカリア公こう爵しやくで、銀ぎん卵らん騎き士し団だん長ちよう代理のパオラはその隣の席だった。ミネルヴァは近衛このえとして壁かべ際ぎわに控えている。

「交戦があったなどという報告は受けておらぬぞ」とザッパニア軍団長が渋じゆう面めんをつくる。

「これではまるで無抵抗で殲せん滅めつされたかのようではないか」

「集団で食あたりでも起こしたのか」

　混乱する議場に、さらに厄やつ介かいな報告が飛び込んでくる。

「サンカリヨンの聖せい王おう国こく軍から、軍使です」

　伝令からザカリア公爵に手渡された書状を見て、ミネルヴァははっとする。

　蠟ろうの封印に捺おされた紋章は、二頭の一角獣に支えられた盾たてだ。

（大たい公こう家けの紋章だ。それじゃあ）

　書を開いたザカリア公爵の顔が歪ゆがむ。

「……鎮ちん守じゆ将軍着任の挨あい拶さつだと。ふざけているな。……む」

「用向きはなんなのです。通り一いつ遍ぺんの降こう伏ふく勧かん告こくですかな」

　初老の騎士の一人が訊たずねた。公爵は訝いぶかしげに眉まゆを寄せたまま答える。

「明日、戦死者の遺体の引き渡しをする、とある。引き渡し金は要求せぬと」

　遺体を埋まい葬そうして弔とむらえるかどうかは、死後に生命の神イノ・モルタの御み手てに無事還かえることができるかどうかに関かかわるため、ある程度の地位のある戦死者は敵方に金を支払ってでも取り戻すのが常つねだった。しかし今は死人よりももっと重要なことがある。

「遺体の話よりも、捕ほ虜りよはどうなっていると書いてあるのですか！」

　被害に遭あったザッパニアとラボラジアの指揮官が腰を浮かせる。砦が占拠され、騎士が一人しか戻らなかったとなれば、多数の公国軍兵が捕らわれているはずなのだ。しかし、ザカリア公は首を振って書面を卓上に広げた。

　書状を読んだザッパニア騎士団長が青ざめてつぶやく。

「全員、殺した──だと」

　ラボラジアの団長が横から書状を引ったくる。

「馬ば鹿かな。それなりの作法というものがあるだろう！　雑ぞう兵ひようばかりではない、騎士だって大勢いたのだぞ！　くそ、だれだこの鎮ちん守じゆ将軍ルキウス・グレゴリウスというのは、どこの山出しの野や蛮ばん人じんだ」

「グレゴリウス大公──王おう配はい候こうだ」

　ザカリア公こう爵しやくが正ただした。軍議の列席者たちが一様に目を剝むく。

（やっぱり王配候が来ている）

　ルキウス、という男のことはミネルヴァも知らなかった。おそらくミネルヴァがカーラに連れられて王城を逃げ出した後で王配候に選ばれたのだろう。

（なんの刻印を持っている？　それを使って砦とりでを壊かい滅めつさせたのか？）

　軍議はざわつき始めていた。

「王配候……王配候が、サンカリヨン駐留軍の司令官に？」

「どのような方なのだ。コルネリウス公のように兵ひよう法ほうに長たけているのか」

「砦一つを瞬またたく間に落としたのだぞ」

「王配候が出てきたとなれば王国は一歩も退ひかぬかまえであろう」

「停戦協定は危ういな」「メドキア公の安あん否ぴも心配だ」

「どうする」「うむ」「フランチェスカ殿を、今ならお呼び戻しできる」

「我われらの手に余る」「枢密議コンクラーヴエには障さわるが」「やむを得まい……」

「いいえ」

　少女の声が響き、列席者の視線がザカリア公の隣の席に集まる。

　パオラはいつの間にか立ち上がって大机に手をつき、身を乗り出していた。

「フランさまには急きゆう使しを出して状況をお伝えしますが、予定通りプリンキノポリに向かっていただきます」

「なにを言っている。小娘は黙って──」

　口角泡を飛ばしてそう言いかけた老騎士を、ザカリア公がたしなめる。

「パオラはフランチェスカの代理だ。幼い頃ころから兵法を学んでいる、軍議に置いても貴き卿けいらと同じく発言権がある」

「む……」

　老騎士は椅い子すに身体からだを戻した。首をすくめてザカリア公の背中に隠れそうになっていたパオラは、一座を見回し、おそるおそる言葉を続ける。

「……その、あ、あたしは、フランさまから作戦書を預かっています。こ、これ、秘密ですよ。だれにも話さないでください」

「作戦書？」

　フランチェスカが、自分の不在の間に起きるあらゆる事態を想定し、対応策を残していった──と聞いて、諸しよ卿けいは色めき立った。

「なんと。さすがは聖女どの」

「あらゆる事態だと。まことか？　いくらあの方でも」

　パオラはおずおずと付け加えた。

「サンカリヨンに王おう配はい候こうが将軍として赴ふ任にんしてきた場合の対応も、書かれていました。うろたえず、交渉を持てと」

　ミネルヴァも初耳だったので驚く。

「聖女どのにはすべてお見通しということか……」

「では、万が一を考えて遣つかいの者を走らせるだけでよかろう」

「大教会にも気き遣づかわねばならぬしな」







　軍議を終え、諸しよ卿けいが退出するのを待って、パオラはミネルヴァと一緒に最後に聖堂を出た。出入口の石柱のところで、緊張が途切れたせいか、かがみ込んでしまう。

「……目が回りそうでした……あんな大勢の、偉い人の前で」

「パオラはよくやってるよ。ザカリア公もこれからも擁よう護ごしてくれるだろうし、あんまり気を詰めるな」とミネルヴァは衛生兵服の小さな背中をなでる。「フランも、王配候が来ることまでよく読めたもんだ」

「あ、あれは噓うそです」

　パオラがしれっとした顔で言うので、ミネルヴァは抱き起こそうとしたパオラの肩を取り落としそうになってしまう。

「う……噓？」

「ああ言わないとみんな納得しないだろうし。フランさまに迷惑かけられないし、きっとフランさまも同じことを言ったと思います」

　感心するというよりも、あきれてしまう。

　この一見頼りない少女は、しかしたしかにフランチェスカ・ダ・ザカリアが選んだ指揮官代行なのだ。

「これから、フランさまなしで厳しい戦いになります」

　ミネルヴァの腕を借りて、パオラは立ち上がる。

「……だから、いてくれないと、困ります」

　それはミネルヴァに向けられた言葉ではなかった。気づき、振り返る。

　聖堂の角すみから、クリスがこちらに近づいてくるところだった。二人の視線に、足を止めてうつむいてしまう。

「……あの騎士の、容よう態だいは」

　そうミネルヴァは訊きいてみた。クリスは首を振る。

　喉のどを貫つらぬかれていたのだ。助かる目はなかっただろう。砦とりででなにが起きたのか訊きたかったのだが、しかたがない。

「王配候がサンカリヨンに来ている。ルキウスという男だ。……どんなやつなのかは、わたしも知らないのだけど」

　クリスはぎこちなくうなずいた。

「遺体の引き渡しには、あたしも行くから、クリスさんもついてきてください。団長代理命令です」

　パオラはすがるような口調で言った。クリスは唇くちびるを嚙かんでまたうなずいた。





　　






　翌日の朝──

　エパベラとサンカリヨンの中間地点にある林のそばに、頑がん丈じような造りの簡素な馬車が数十台、放置されているのが見つかった。書状にあった引き渡しの約束の場所だったが、王国軍の者の姿はなかった。馬も一頭もつながれていなかったので、夜のうちに運んできて馬だけ連れて帰ったのだろう。

「なんたる無礼だ、亡なき骸がらを荷馬車に積むとはッ」

　引き受けに来ていたザッパニア軍団長は口くち髭ひげを震ふるわせて激怒した。

　馬車に積まれていたのは、攻め落とされた六の砦とりでに詰めていた騎士や兵たちの遺体だった。千ちかくが、麦袋かなにかのように荷馬車に詰め込まれていたのだ。

　──運ぶのに面倒がなくていいじゃないか。

　信仰心のかけらもないクリスは、そう思ってしまう。パオラはもっとべつの意味で現実的で、ひょっとして生存者がいないか、と銀ぎん卵らん騎き士し団だんの兵たちと手分けして骸むくろのひとつひとつを確かめている。

「……おかしい」

　屍し体たいをあらためていたミネルヴァがつぶやいた。

「なんでみんな鎧よろいをつけたままなんだ。一撃でやられているのも多すぎる。これじゃあ、まるで」

　クリスもあらためて、馬車から下ろされた遺体たちを見渡す。

　たしかにミネルヴァの言う通りだった。どの兵も鎧を着ている。つまり、捕ほ虜りよになってから殺されたわけではない。しかし致ち命めい傷しよう以外の傷がない者ばかりだ。交戦の末に死んだというわけでもない。

　これでは、まるで──

　気づかないうちに忍び寄ってきた敵に刺し殺された、かのようだ。

　──でも、千人いるんだぞ。それを全員？

　言い知れぬ寒気がやってきて、クリスは二の腕をこすった。

　遺い骸がいを馬車から次々に運び出していくと、騎士のものはどれも紫の布でくるまれているのがわかった。

「上じよう物ものだな」と、布をあらためた騎士が言う。「これは……王国地図の刺し繡しゆうでは」

　クリスは息を吞のんだ。ミネルヴァもそれを耳にして走り出した。馬車に駆かけ寄り、人垣をかきわけ、地面に広げられた布を確かめる。たしかに、金糸で刺し繡しゆうされている図案は、聖せい王おう国こく全土の地図だ。

「連中も、騎士の遺い骸がいだけは丁てい重ちように扱わねばと考えたということか」

「いや、待て。王国地図の包み布だと。馬ば鹿かな」

　ラボラジア軍団長も、寄ってきて布に目を落とし、言葉を失う。

「団長どの、どうされたのです」

「この布がなにか」

「き、きさまら、この布がなにに使うものか知らんのか」

　かつて王国各地の諸しよ侯こうに仕つかえた経験のあるクリスには、その意味がわかった。もちろんミネルヴァも知っているはずだ。

　──そうだ。あの布は、遺骸をくるむためのものなんかじゃない。あれは……

「これは女王陛へい下かへの献けん上じよう品ひんにつけるためのものだ、こ、このような、聖王国の者がこのような冒ぼう瀆とく的な使い方をしただと？　信じられぬ……」

　冒瀆的な使い方ではない。まさしく正ただしい使い方だ。クリスは戦せん慄りつする。

　──ミネルヴァ宛あてだ。

　──王おう配はい候こうは、ミネルヴァを狙ねらって来たと……

　──そう、ミネルヴァにだけわかるように、伝えてきたのだ。

　隣で、ミネルヴァが唾つばを飲み下す音が聞こえた。顔を上げると視線が合うが、すぐにクリスの方から目をそらしてしまった。

　沈黙に耐えきれず、つぶやく。

「……サンカリヨン城の間取りは、よく知ってる。居場所が知れたら、ぼくが忍び込んで、王配候を殺やる」

「ばか、そんな危険な真ま似ね──」

　ミネルヴァの言葉を振り切って、クリスは踵きびすを返す。

　──他ほかに、なるべくミネルヴァから離れながら、ミネルヴァを護まもる方法がない。

　──今は、出ていけなくなった。じゃあ王配候を殺した後はどうする？

　──ここにいてもいなくても、ミネルヴァを傷つける。だとしたら……





６　眼めを開くもの







　ひからびた骨と黴かびのにおいが、暗くら闇やみの中に充満している。

　聖都サンチユリオ王城、奥おく宮みやの地下に通じるこの階段は、高位の巫み女こしか立ち入りを許されていない禁域に続いていた。ジュリオは上じよう信しん院いんで同期生だった巫女に頼み込んで通してもらったのである。

　じゅうぶん足音を忍ばせていたが、それでも石いし床ゆかを踏む音はべつの生き物の心しん音おんのように響いて聞こえた。狭い縦穴の螺ら旋せん階段が尽きたところに、人ひとりがやっと通れるほどの頑がん丈じような木戸がある。ランプの明かりでも、そこに古語で彫ほり込まれた立ち入り禁止の警告文はなんとか読み取れる。その上に掲かかげられた、獣けものの刻印も。

（やはり、そうなのか）

　プリンキノポリ大教会が、イノ・モルタを主しゆ宰さい神としてパルカイ神群を束たばねるよりも、さらに前の時代。各地には神殿が乱立していた。現存する教会の多くは、それらの神殿を改築したものだ。

　戸を押し開くと、黴のにおいが強まる。手にしたランプを戸の中に差し入れると、闇を何列にも区切る木組みの側面が浮かび上がる。

　書しよ架かだ。

（この地下書庫の造りは、たしかに前教会時代の神殿建築だ）

（ここは──聖都王城は、オルクス神殿を礎いしずえとして築かれたのだ）

　奥宮、すなわちテュケー神殿は、オルクス神殿の上に建てられていることになる。

（まるで、この地の深みに眠る何者かを封じるように……？）

　ジュリオは書庫に踏み込んだ。

　冥王オルクスはもっとも古い神であり、その信仰は人間が《死》を自覚した原げん初しよの頃ころから存在していた。パルカイ神群への信仰も、もともとはオルクス神話を原型として派生したものだという。だからここには、すべての神々に関する書が集められているはずだった。

（ともかく、新しい書を探すのだ）

　ランプを書庫の表面に滑すべらせるようにして、ジュリオは背表紙の消えかけた文字を次々と目でたどる。

（大たい公こう家けの者たちが、あれほどの異能を手にしたのは、ここ数十年のはず）

（でなければ七公国など、とうの昔に併へい合ごうされている）

（アンゴーラとて、あそこまで国勢を伸ばせたかどうか）

　やがて、神々を讃たたえる詩し篇へんが集められた書架の前に出る。片端から読もうと手を伸ばし、一冊を引っぱり出したとき、ジュリオはその気け配はいを感じて固まった。

　ランプの光のすぐ外に、人影がある。書架二つぶんほど向こうだ。かろうじて青い衣ころもの裾すそと爪つま先さきだけが見える。

（巫み女こか）

（気け配はいを嗅かぎ取とれなかった。どうかしている）

（どうする、当て身で気絶させるか）

「──ほう。ジュリオではないか」

　鈴の音のような、少女の声が暗くら闇やみに響いた。ジュリオはぎょっとして、光の輪の中に踏み入ってきたその若い巫女の顔を見つめる。

　知った顔だ。やはり、上じよう信しん院いんでともに学んでいた娘だった。しかし、今の口調、そして口元に浮かんだ毒気のある笑みは、べつの記憶をざわつかせる。

「よもやこのような場所で逢あおうとはな。ふ、ふ、命運の女神も妙な巡めぐり合わせをつくるものだ。それとも、無意識でわしに逢いたいとでも思っていたのか？　いつでも翡ひ翠すい宮に来てよいのだぞ、そなたなら歓迎しよう」

（翡翠宮……）

「あ、あなたは」

　声が喉のどの奥でこわばる。書しよ架かに背中を押しつけ、思わず後ずさる。

「ふむ。我われらがこの書庫に忍び入った目的は同じと見えるな」

　巫女は、ジュリオの手にした一冊を見やって言った。

「そのあたりは天堂の神々の棚だ。冥めい王おうや堕だ神しんたちの詩し篇へんはこの奥よ」

　ジュリオはぞっとし、知らずと腰の剣に手を伸ばす。巫女は可お笑かしそうに付け加えた。

「斬きってもよいが、わしの身体からだではないぞ。わしを殺したければ、翡翠宮まで来るがよい。そなたは気に入っておる。喜んで相手をしようぞ」

（自分の身体ではない──）

「……ティベリウスさま、なのですか」

「他ほかのだれだと思うた？」

　巫女の顔が歪ゆがみ、なまめかしく、また同時におぞましい表情に変わる。

「ふ、ふ、その恐怖と猜さい疑ぎにこわばった顔、たまらぬな」

　少女が歩み寄ってきて、ジュリオのあごの輪りん郭かくをなぞる。ジュリオの唇くちびるがわななく。

　ティベリウス──不完全な肉体ゆえに翡翠宮で隠いん栖せいしているはずの、王おう太たい伯はく。

「これまでそなたが親しげに触れてきた者たち……そのうちのだれかが、実は、わしであったかもしれぬと、考えておるな？」

　少女の手がジュリオの頰ほおを包み込み、指が唇をまさぐってくる。

（ああ、そうだ、いや、まさか）

　すぐ目の前の可か憐れんな顔が、くくっと笑う。

「安心せい。ここまで意識を飛ばせるようになったのはここ一ひと月つきのことよ。以前は、せいぜいが小こ姓しようの身体を乗っ取って慰なぐさみものにする程度であった」

「……あ、あ……」

　からからに乾いた吐と息いきが、ようやく喉のどの奥から転ころげ出てくる。

（これが、王おう太たい伯はくの──刻印の力）

（ひとの肉体を奪い取る、というのか）

「増しておる。この一ひと月つき、力が増しておるのだ。いずれは王国全土に広がり、掌しよう握あくする力よ。ふ、ふ、わしこそが、王たる器うつわ」

（ガレリウス公も、ルキウス公も、力が増していた）

（なぜだ。なにがあった？）

「わしとて、ここで文ぶん献けんをあらためるまで確証はなかったがな。オルクスの眼めが開いたのだ。深しん淵えんに沈む原げん初しよの獣けものが、光を得たのだ」

（獣が……眼を開いた？　なんのことだ）

　ジュリオは、巫み女こが──ティベリウスが手にした古書に目を落とす。

　背後の書しよ架かに並ぶ詩し篇へんとちがって、まだ背表紙も形を留とどめ、題字も読むことができた。聖王家と大たい公こう家けの歴史を記しるした書だ。

「なぜ女王の夫が必ず、刻印を持つ者の中から選ばれるのか、わかるか？」

　王太伯の問いに、ただ首を振ることしかできない。思考が過熱して耳からあふれ出てきそうだ。

「わしはここで書を浚さらい、確信した。テュケーが求めておるのは、けっきょくのところ、オルクスだ」

　その手から書が滑すべり落ち、死にかけた蛾がの羽音のように床を鳴らす。

「オルクスだ。オルクスだけなのだ。終末の女神は、原初の獣だけを求め、はるか未来から迫りくる。地に降くだり、獣の力を貪むさぼった百十一の堕だ神しんたちは、オルクスの破片と同化した。オルクスの一部なのだ。ゆえにテュケーの女神に選ばれ続けた……代用として、だ……」

　少女の声は、夢見心地にとろけていく。床に落ちた書を踏みしだき、ジュリオの喉に指を食い込ませ、ティベリウスは言葉を続ける。

「獣の仔こが生まれ、テュケーに選ばれた今、我われら堕神の血は冥めい王おうのあぎとに還かえり、吞のみ込こまれるのを待つばかりよ」

「……いずれ、刻印を持つ者はみな獣に喰くらわれる、と」

「時の果てるとき、すべての星が喰らわれるとき。約束された聖婚。それを迎えるために、オルクスは己おのれのかけらすべてを取り戻さんとするだろう」

（そうだ。あなたがたは、いずれクリストフォロに殺される）

「だがッ」

　ティベリウスは甲かん高だかい声で叫び、ジュリオの喉に親指を突き立てた。えずきそうになるジュリオに、さらなる狂気じみた声が浴びせられる。

「わしが餌えさになる必要はない。わかるか。ひとつになればよいのだ。わしが喰らわれる側だとさだめられたわけではない。このわしがッ」

　哄こう笑しようにも似た不快な声がジュリオの耳に突き刺さる。

「王の王たるこのわしが、喰くらうのだ！　獣けものの仔こを、オルクスの魂たましいをだッ」

　ジュリオは目を剝むく。

　王おう太たい伯はくに精神を支配されたあわれな巫み女この眼めは、濁にごっている。だが、その口からあふれ出す欲望は、けっして狂気にまみれていない。

　喰らわれる必要はない──こちらが喰らえばよい。

　ぞっとするほど明らかな、その答え。

「肉体が要いる。早く我が肉体を取り戻さねばならぬ」

　ジュリオの襟えり首くびを放はなし、ティベリウスはくぐもった声でつぶやいた。

「ふ、ふ、ガレリウスめはミネルヴァが捕らえられるのを待つ、などと言いおった。シルヴィアを死なせるわけにはいかぬ、などとな」

　巫女の忍び笑いは、粘ねばり気のある泡あわの音のようだ。ジュリオは悪お寒かんに震ふるえた。

「愚おろかよ。愚かよな！　このわしがシルヴィアを殺すと思うてか！　は！　殺さぬ。我が肉がすべて再生するまで──そう、三日三晩はかかろう、その間は殺さぬよ、逆さに吊つるしてわずかずつ血を搾しぼり取るのだからなッ」

「あ、あなたはッ」

「ほう。斬きるのか、わしの身体からだではないぞ？」

　再び歩み寄ってきた巫女の顔に、いっそう下げ卑びた笑みが浮かぶ。

「それとも翡ひ翠すい宮に来るか。もう、以前のわしではない。声も届くほどの距離であれば、そなたに憑つくこともたやすいぞ。ふ、ふ、その美しい肉体、はじめて見たときから、思うさまなぶってみたいと思っていたところよ」

「──あ、あぁっ」

　ジュリオは巫女の身体を突き飛ばしていた。書しよ架かに背中をぶつけたせいで、乾いたにおいの埃ほこりが大量に落ちてくる。

「たまらぬ。たまらぬな、そなたの顔。シルヴィアを慕しとうておるのであろう。そなたの目の前で、あれの生き血を搾り取ってみたいものだ。その美しい顔、どのように歪ゆがむものか見てみたいものよ」

　激情で、視界が赤く染まりかけた。自分の太ふと腿ももに爪つめを強く立ててジュリオは自制した。

（落ち着け、ここで怒り狂ってもなんにもならない！）

　と、巫女の顔から、一瞬で笑みがかき消えた。驚きよう愕がくに引きつり、それからぶつりと糸が切れたかのように白眼を剝き、床に崩れ落ちる。ジュリオはとっさに駆かけ寄って巫女の身体を支えていた。

　青い頭ず巾きんの下で、まぶたがわずかに開かれる。朦もう朧ろうとした瞳ひとみがジュリオの顔を探る。

「……ジュリオさま？　……ど、どう……ああ、わたし……」

　つぶやきはすぼまり、巫女の全身から力が抜ける。ジュリオの膝ひざに身を投げ出して巫女は気を失った。

（……戻った、のか）

　ジュリオは深く息をついて鼓こ動どうを落ち着けようとしたが、うまく呼吸ができなかった。冷えきった地下書庫だというのに、手のひらはべっとりと汗をかいていた。

（なんという刻印の力だ）

　ガレリウスが怖おそれていた理由も、今ならわかる。

　これから、そばにいるすべての人間を疑わなくてはならない。それがたとえシルヴィアであっても──あるいは、ジュリオ自身であっても、だ。

（一いつ刻こくも早く、聖せい巡じゆんの準備を）

（シルヴィアさまを都から離さなければ）





　　






　奥おく宮みやの中庭は、ここのところすっかり剣術指南の場になっていた。

「二の太た刀ちの戻しが遅い！　そら、脇わきが穴だらけだ、槍そう兵へいに挟はさまれただけで死ぬぞ！」

　カーラが木の枝であしらっているのは、素早い身のこなしのたびに金色の光を振りまく小さな人影。メルクリウスである。

「う、ぅ、くそっ」

　手にした剣が鋭く空くうを裂さくたびに、枝から葉が散る。しかしカーラは草地の陽ひだまりから一歩も動いていない。片腕だけで、メルクリウスのつむじ風のような打ち込みをすべていなしている。あずまやで見ているシルヴィアの目には、まるでカーラがメルクリウスの腕をつかんでぐるぐる振り回しているように見える。

「もう飽あきた。今日はしまいだ」と、カーラは木の枝を投げ出す。

「いやだ、まだ一本も入れてないのに終われるか！」

　深く飛び込んできたメルクリウスの太刀先を髪の毛一本の差で躱かわしたカーラは、その首をつかんで草むらに押しつけた。手首をねじり上げて剣を落とさせると、幼い騎士は泣き出してしまう。

　心配になったシルヴィアが立ち上がって駆かけ寄ると、メルクリウスは膝ひざにすがりついてくる。

「カーラはぜんぜんメルに教える気がない。ジュリオはまだ戻らぬのか。あやつがおらぬと稽けい古この続きができぬ！」

「メル、あなた少し休みなさい」

　暴あばれる小さな身体からだを後から抱いてシルヴィアはたしなめる。

「まだ小さいのだし、少しずつ鍛きたえていけばいいでしょう」

「いやだ。それでは間に合わぬ。ルキウスおじ上もメドキアの戦いくさに連れていってくれなかったし、これから陛へい下かもジュリオも遠えん征せいに行くのだろうにメルは留守番と聞いたぞ！　早く戦場に出たいのに！」

「メル、遠征ではないのですよ。聖巡です」

　シルヴィアはあきれた口調で訂正する。

「辺境を巡めぐり、謀む叛ほんを兆きざす託たく宣せんあればこれを叩たたくのだろう？」

「それは……万に一つは、そういうこともあるかもしれないけれど」

　シルヴィアは困った顔でメルクリウスの金髪をなでた。そこにカーラが口を挟はさむ。

「ほらメル、稽けい古この後はちゃんと筋すじをほぐせ。あたしがやってやる」

「カーラのあれはこそばゆいからいやだ！」

「いいからこっち来い」

　カーラが強引にメルクリウスをシルヴィアから剝はがして、あずまやの方へと引きずっていく。藤ふじ棚だなの陰から、メルクリウスの悶もん絶ぜつする声が聞こえた。なにをやっているのか怖くて見られないのだが、どうやらカーラが独自に編み出した指圧療りよう法ほうを施ほどこしているようなのである。

　やがて、カーラだけが、編んだ黒髪をなびかせて悠ゆう然ぜんとあずまやから戻ってくる。

「……あ、あの、メルは？」

「ん？　気持ちよさそうに寝てるぞ」

　それは気絶しているのではないか、と疑ってしまう。

「陛へい下かにもやってやろうか？」

　カーラが舌なめずりするので、シルヴィアはぶんぶんと首を振った。

「それにしても、あたしに子守を押しつけてジュリオはなにをやってるんだ」

「なにか調べ物をするって、出ていったきり……です」

　朝の沐もく浴よくが終わってすぐのことだ。もう陽ひが傾きかけている。心配になってきた。

「あいつはどうも、あたしを信用しすぎてるな」

「え……？」

「自分が駆かけ回ってる間、あたしが陛下やメルを護まもってくれると思ってる」

「ち、ちがうんですか？　だって」

「あんたもか、陛下」

　カーラはあずまやの柱に背中をもたせかけて、呵か々かと笑った。

「あたしをなんだと思ってるんだ。そもそもあたしのことなんてなにも知らないだろう」

　言われてみればたしかに、シルヴィアはこの、神々さえ素手で絞め殺しそうな女じよ傑けつのことを、なにひとつ知らない。どこの出身なのか。何歳なのか。どんな経歴で、なぜ聖せい王おう国こくにやってきて王宮指南役になったのか。

「ときに」カーラが目を細め、猛もう禽きんの顔つきになる。「聖せい巡じゆん先で、ジュリオと二人でなにか企たくらんでいるらしいじゃないか」

「え……あ、あの」

　シルヴィアは答えに詰まった。

　果か胎たいの託宣を公表する。銀ぎん卵らん騎き士し団だんのクリストフォロという男が、託宣で選ばれた聖せい王おう紳しん──女王の夫たる男だと、民たみに直接、知らしめる。それが、ジュリオの計画だった。

　打ち明けられたときはシルヴィアも驚いたが、たしかにそれは戦いくさを止める一手だった。都に銀ぎん卵らん騎き士し団だんを呼び、話し合いの場さえ持てるかもしれない。

「だいぶ危険な賭かけだな。大公も大だい院いん司しも、たぶんとっくに知っているぞ。ガレリウスの禿はげは、ろくでもないいやらしい刻印を使うしな。よく聖せい巡じゆんを許可したもんだ」

「アルビレオス将軍が、大円卓会議でも貴族院でも尽じん力りよくしてくださって、決議がとれたのだと聞きました」

「ふうん？　あの白しろ熊くまが？」

　カーラはいくぶん可お笑かしそうに視線を木陰にさまよわせる。

「あの白熊も、味方だと思っていないか？」

　シルヴィアは、日なたに立っているにもかかわらず、寒気を覚えて両腕をきつくかき抱いだいた。さっきから、カーラはなにが言いたいのだろう。

「だれもあんたを護まもってなどくれないということさ」

　カーラは口元を歪ゆがめる。

「なぜならあんたは、この地上でだれよりも強い。だれもあんたには勝てない。あんたは怖おそれられ、憎まれるだけ。誓われるのは服従か復ふく讐しゆうだけ。そういう存在だ」

　シルヴィアは目を見開き、目の前の、並ぶ者なき強さを持つはずの女を見つめる。

　この地上で──だれよりも？

「……先生は、なにを、言っているのですか」

「そのままの意味だよ、陛へい下か」

　カーラが手を伸ばし、シルヴィアの額にそっと触れた。

「あたしだって、あんたには勝てない。こう見えてもあたしは臆おく病びようでね。勝算が髪一筋でもあれば剣を取るが、まったくないなら戦わないことにしているんだ。ミィナは敵として育てたけど、陛下、あんたは愛めでるだけにしておく」

「なにを……おっしゃっているのか、わかりません」

「そのうちわかる」

　カーラは、思いがけず優しい微笑ほほえみを浮かべる。

「そら、馬ば鹿かな弟子がようやく帰ってきたみたいだ」

　その言葉に振り向くと、庭の端、白い石造りのアーチの向こうに人影が見えた。銀色の髪が陽ひを受けてきらめく。

「ジュリオ！」

　シルヴィアは駆かけ出した。歩いてくるジュリオの様子が少しおかしかった。歩き方に力がない。肩がやせ細って見える。なにかあったのだろうか。







　アーチをくぐってすぐに、庭の陽だまりを横切って、シルヴィアがこちらに駆けてくるのが見えた。ジュリオはこみ上げてきた安あん堵ど感かんで膝ひざが崩れそうになる。

「ジュリオ、どうしたのです。顔色が」

　すぐそばまでやってきたシルヴィアが、ジュリオの首筋や頰ほおに手をやって訊きいてくる。それほどひどい顔をしているのか、と思う。

「い、いえ、大丈夫です。……それよりも、メルさまは」

「メルは、カーラ先生と──」

　あずまやの方を振り返ったシルヴィアの言葉が途と絶だえる。

「……先生はどちらに？」

「ついさっきまで、そちらにいらっしゃったのですけれど」

　あずまやを覗のぞいてみても、藤ふじ棚だなの陰の台でメルクリウスが寝息を立てているだけで、カーラの姿はどこにもなかった。

「ほんとうに、不思議な方」

　光の満ちた庭をぼんやりと見やって、シルヴィアがつぶやく。

「先生がおっしゃってました。味方だと思うな、と」

　ジュリオは唇くちびるを嚙かんで、目を落とす。シルヴィアが言葉を続ける。

「ここのところ、ずっと楽しかった。メルもカーラ先生も遊びに来てくれるし、ヒエロニヒカもわたしを放ほうっておいてくれています。それに、ずっとジュリオがいてくれた。それなのに、心のどこかで、ずっと不安でした」

　ジュリオも、同じ想おもいだ。夢がいつ醒さめるかわからず、ベッドの中で縮ちぢこまっている、凍こごえる朝のようだった。

（もうすぐ聖せい巡じゆんだ。この日々も終わる）

（そして私とシルヴィアさまはこの王国すべてを敵に回すことになる）

（メルさまはどうする？　聖巡に同道していただくわけにもいかない）

　と、そのとき金色の巻き毛が揺れ、メルクリウスのまぶたがぱちりと開いた。

「……ジュリオ！」

　跳ね起き、抱きついてくる。

「遅かったではないか。カーラは？　カーラはどこだ！」

「先生は、どちらに行かれたのか……」

「また勝ち逃げか！」

　憤ふん慨がいするメルクリウスの腕や頰に、おそらく木の枝かなにかで打たれたのだろう、薄いあざがいくつもついていた。

「いまだにカーラは剣で相手をしてくれぬのだ」

「私も、先生と真剣で打ち合ったことは三度ほどしかありません」

「メルはまだ身体からだも小さいのだから、焦あせらないこと」

　シルヴィアと二人で、小さな騎士の両側に腰を下ろしてなぐさめる。

「いやだ。すぐにも勝ちたい。なんとか勝つ手はないものか」

　それを聞いて、ジュリオはその疑問に思い至る。

　いくぶん迷ってから、口にした。

「メルさまは、その……刻印の力を、用いたりは──しないのですか」

　シルヴィアが、ほとんど聞こえないくらい小さく息を吞のんでジュリオの顔を見つめてきた。けれどジュリオは、すぐ隣の幼い騎士の顔だけをじっと見る。

「メルの力がなんなのか、ジュリオは知っているのか」

　つぶらな瞳ひとみで見上げてくるメルクリウス。

「いえ」とジュリオは噓うそをついた。

「光こう明みようの神ポイボスは、あの深みにいる獣けものの《眼め》を奪ったのだ」

　まるで庭に埋めた宝物でも自慢するかのような口ぶりで、メルクリウスは言った。

「あの水みな底そこで、ポイボス自身に、そう聞いた。眼を開き、光をもたらすのだと」

「光……？」

　シルヴィアがおそるおそる訊たずねる。

「うん。メルはただの眼だ。カーラに勝つ役には立たぬ。ふん」

（そうだ。堕だ神しんの長おさポイボスは、ただ眼を開くだけ。けれど──）

「──眼を開き、獣は自覚する。その血肉が分かたれ、地上にあること」

「なんだ。ジュリオも知っているじゃないか」

　メルクリウスの言葉で、ジュリオははっとして自分の口を押さえた。

　地下書庫でティベリウスが読んでいた、あの文ぶん献けんの一節が、無意識のうちに口をついて出ていたのだ。

　光明の神ポイボスの刻印が顕あらわれた例は、史上、ただ二度だけだった。一度目は、およそ百年前。エピメクス大たい公こう家けのフィオレンティウスという男がこの刻印を持って生まれた。それはまた、三大公家が神々の力を引き出す術すべを手に入れた時期と一致する。

　そして、今、目の前にいるこの可か憐れんな少年が、二度目だ。

（メルさまがポイボスの刻印を開き──）

（王おう太たい伯はくも、ガレリウス公も、さらなる力を手にした。ルキウス公も）

（おそらくはクリストフォロも、だ）

　ポイボス。神の力を、光のもとに──この地上に現出させる者。

（ならば、なぜ大だい院いん司しは、メルさまを奥おく宮みやで匿かくまおうとする？）

（だれから護まもろうというのか。メルさまをなにに使おうというのか……）

　わからなかった。どうしようもないほど巨大な影が自分を吞のみ込こんでいるとジュリオは感じていた。すぐそばにいる二人の体温さえも、絶望的に遠かった。





　　






　聖せい巡じゆんには、大院司以下の神官団ほぼ全員、そして最低でも一名の将軍と一個師団が同道するとさだめられている。

　十数年ぶりの聖せい巡じゆんに、《鋼はがねの宮みや》は内も外もごった返していた。庭には騎馬隊と歩兵隊とが隙すき間ま無く整列し、部隊長の怒ど声せいが飛び交かい、地下倉庫からは糧りよう食しよくや予備武装が洗いざらい運び出されて城じよう壁へき際ぎわに並べられる。

　帯たい同どうする衛生兵や世話役の女や賄まかない婦といった輜し重ちよう隊も緊急に呼び集められ、王城のすぐ外にはちょっとした集落ができあがっていた。

　カーラは城壁の上を歩きながら、その様子を見下ろしていた。メルクリウスが興奮するのも無理はない、と思う。まるっきり遠えん征せい前である。

（女王が出向くんだから、当然といえば当然の備えだが）

（少人数でこっそり行きゃあいいものを）

　ジュリオとシルヴィアの二人だけで行くのが最も安全だろう、とカーラは本気で思う。無駄な金もかからない。

　やがて、《鋼の宮》の屋上にたどり着く。吹きすさぶ風の中、眼下の庭の軍勢を見下ろしながら参さん謀ぼう官かんや副将軍らと話し込んでいるアルビレオスの姿があった。

　その巨体の背後に、カーラは意外な人物を見つける。

　胸まで垂たれた真っ白な髭ひげが目立つ、老人だ。その小さな体たい軀くはふと目を離した隙に風で吹き飛ばされてしまいそうに見えるが、しかし真っ先にカーラを見とがめ鋭い視線で突き刺してきたのもまたその老人だった。

　胸に留められた薔ば薇ら章しようは、透明なガラス製だ。

　剣けん審しん院いん長官、カンナヴァーロ。

「……なにをしにきた、牝めす豹ひようめが」

　口くち汚ぎたなく呼ぶ老人の声で、アルビレオスらもこちらに気づいた。カーラは編んだ黒髪と衣ころもの袖そでとを風にたなびかせ、悠ゆう然ぜんと歩み寄る。

「あんたこそ、なんでまだ王城にいるんだ。とっくにイメイヘンに帰っていたものかと思っていたのに」

「聖巡に、黒薔薇騎士団も同行する。当然だろう」

「へえ」

　カーラは腕組みし、アルビレオスとカンナヴァーロの顔を見比べた。

　軍部と剣審院は、ともに武をもって女王を守護する機関でありながら反はん目もくし合っている。剣審院の派は遣けんする黒薔薇騎士団が軍の監視役であることがその原因だ。

　その二勢力の長おさふたりがこうして並んでいるのを見ると、カーラはこみ上げてくる苦笑を隠せない。

「アルビレオス、あんたも聖巡についてくのか」

「私は聖都サンチユリオの守護だ。女王陛へい下かは北ほく衛えい将軍に任せる」

「なるほどな。デクレヒトには、あんたの手下がうようよいるからな」

「指南役どの。いいかげんに、口を慎つつしまれよ」

　副将軍が眉まゆをひそめて言う。しかしアルビレオスは黙ったままだ。

　大将軍に就任する前、アルビレオスは北ほく衛えい将軍の座にあった。アンゴーラににらみをきかせる北方のデクレヒト要よう塞さい群がその本拠地である。後任の北衛将軍も、アルビレオスのかつての腹心の部下であり、王おう太たい伯はくの手からシルヴィアを遠ざけ、一時的にかくまう場所としては最適だった。

（けれど、アルビレオス本人は都に残る）

（そしてカンナヴァーロのじじいが、聖せい巡じゆんに付き添う……）

（なるほど、ね）

　カンナヴァーロの表情は、真っ白で豊かな髭ひげに隠れて読めない。もう一度、アルビレオスに目を戻す。苦々しげな顔だ。

「あんたじゃジュリオに勝てるかどうかわからないから、剣けん審しん院いんに売り渡したわけだ」

「なっ」「きさまなにを」

　取り巻きたちが色めき立つが、当のアルビレオスとカンナヴァーロだけは毛ほども表情を変えない。カーラは言葉を続ける。

「情けないもんだなアルビレオス。そんな老いぼれを頼むなんて」

　大将軍は眉まゆを寄せ、カンナヴァーロは小さく鼻を鳴らしただけだった。副将軍たちが憤いきどおってカーラに詰め寄ってくる。

「いい加減にしていただこう、指南役どの」「行ぎよう状じようが目に余るぞ」「多少腕が立つからといって、無礼にもほどが──」

　カーラは大おお股またで一歩踏み出した。身を低くして副将軍たち四人の間に滑すべり込むと、それぞれの帯剣を指先で挟はさみ、稲妻の速さで抜き取る。

「ぉっ」「な」「のぁッ」

　間抜けな驚きの声を引き裂さくように、カーラの両腕が一いつ閃せんした。四本の刃やいばが一いつ斉せいに空くうを切り裂いて飛ぶ。

　カンナヴァーロは一歩も動かなかった。

　しかし刃のいずれも、老人の身体からだには届いていなかった。

　持ち上げられた老人の右手──そのそれぞれの指の間に、一本ずつ、刃先がしっかりと捕らえられていたからだ。

　副将軍か参さん謀ぼう官かんのだれかが、こわばった息を漏もらした。みな、しばらくは目を剝むいてカンナヴァーロを凝ぎよう視ししていた。信じがたい絶ぜつ技ぎと映ったことだろう。

「へえ。腕は落ちてないみたいじゃないか。なるほど、アルビレオスが頼るわけだ」

　カーラはせせら笑った。

「あの子を殺せるのは今この王国には二人しかいないからな。あたしか、あるいはそこのじじいだ」

「──だとしたら、なんとする？」

　カンナヴァーロが、皺しわの中に埋もれそうな目をさらに細め、低い声で言う。その言葉でカーラは確信する。

　アルビレオスはジュリオの計画を止めるつもりなのだ。果か胎たいの託たく宣せんを公表し、クリストフォロという男の命いのちを守る──聖せい王おう国こくそのものを転てん覆ぷくさせかねない、危険な計画。

　そのためには、ジュリオを殺すしかないと断じた。

　ジュリオは計画を真っ先にアルビレオスに打ち明けたという。その場で、どのような言葉が交かわされたのか、カーラにはわからない。これが裏切りなのか、訣けつ別べつなのかもわからない。

　どちらにせよ、アルビレオスは知っていた。今や、聖軍にはジュリオに勝てる者がいないということ。自みずからも含めて、だ。

　だから、カンナヴァーロを頼んだ。その老ろう獪かいさゆえに三十余年もの間、騎士の頂点に立ち続けてきた──無む垢く薔ば薇ら章しようの持ち主を。

　ぞくぞくという愉ゆ悦えつが身体からだの底からこみ上げてきて、カーラは身み震ぶるいした。

「あたしも聖せい巡じゆんについていくよ。陛へい下かやジュリオと同じ馬車にしてくれ」

「たわけたことを」

　アルビレオスが吐き捨てる。

「邪魔をするつもりか。きさまはそうやっていつも感情に──」

「あんたらの、そのくそ薄うす汚ぎたない企たくらみは邪魔しないよ。ただついていきたいだけだ」

「なぜ」

　アルビレオスが嫌悪感を剝むき出しにし、眉まゆを歪ゆがめて訊たずねてくる。

「なぜって。愛らしい者たちが目の前で苦しみ、あがくところを、見たいからだよ」

「きさまは狂っている」

　アルビレオスは吐き捨てた。取り巻きの参さん謀ぼうや将軍たちは、今やカーラの目つきに気け圧おされ、青ざめて沈黙している。

「あたしの人物評は要いらないよ」

　カーラは面白がって言い返した。

「きさまを同行させるわけにはいかぬ。フランチェスカ・ダ・ザカリアの動向に備えて私とともに聖都サンチユリオで待機せねばならぬ。無理を通すつもりならば聖巡を中止する」

「閣下！　なにを、こ、このような痴しれ者ものの女ひとりのために」

　参さん謀ぼう官かんがあわてふためいて口を挟はさんでくるが、アルビレオスとカーラに同時ににらまれてひぐっと喉のどを鳴らし、引っ込む。

「もう作戦書を千枚近く書いただろうが。フランとまったく同じことをしたんだぞ。そして条件もフランと一緒だ。現場にはいないんだ。これ以上、あたしにやる仕事なんてないだろう」

　エパベラを留守にするフランチェスカが、おそらく残していったであろう、あらゆる戦せん況きようの変化に対応した手引き書。カーラはそれを想定し、フランチェスカなら立てるであろうすべての作戦を詳しよう細さいに書き起こしたのだ。あとは、その死んだ作戦ふたつがぶつかり合うだけ。

　放はなしかしアルビレオスは首を振った。

「ルキウス公がサンカリヨンに着任したのだぞ。さっそく砦とりでをいくつか落としたという報告も受けている。それを知れば、フランチェスカ・ダ・ザカリアはエパベラに戻るかもしれぬ」

「ないね」

　カーラはきっぱり言った。

「フランはそんなことはしない」

「その判断はきさまがすることではない」

「アルビレオス。面倒だ。この際、牝めす豹ひようの言う通りにしようではないか」

　不意に、干ひからびた声が響いた。

　老人の、真っ白な髭ひげに埋もれた口から、放はなたれた言葉だ。

「……カンナヴァーロ殿。なにを」

「邪魔せぬと言うからには、せぬのだろう。であれば、予定を前倒しすればよいだけのことであろう。こやつの期待通り、目の前で見せてくれよう」

　アルビレオスが目を剝むいた。

「……まさか、奥おく宮みやで」

「そうだ」

　カンナヴァーロは無表情に言って、カーラに視線を突き立てた。

「聖せい巡じゆんの出しゆつ立たつ前に──この王城で、ジュリオ・ジェミニアーニを殺す」





　　






　ラボラジア公国の北端、氷の海に突き出した大きな半島の先に、リドリアという村がある。一年のほとんどを通して、家並みも風車も木々も船も霧む氷ひように覆おおわれ続ける厳しい気候の土地だが、しかしここには常時、ラボラジア公国軍の一個大隊が駐ちゆう屯とんしていた。太い逆さか杭くいの柵さくで囲われた村は、それ自体がひとつの要よう塞さいだった。

　リドリアでもとりわけ名高いのは、海べりに屹きつ立りつする巨人のごとき塔──百年灯台である。人が築いた最も高い建造物であるこの灯台に、しかし百年の間、火が入れられたことはなかった。

　なぜならそれは、かつてこの地にアンゴーラ帝国が橋きよう頭とう堡ほを築いたときに建てたものであり、血戦の末に王国が奪って以降は、氷の海をにらむ監視塔として使われているからであった。

　夏の三月の間だけ、海の流氷が消え、かわりに毎朝たっぷりと濃い霧が立ちこめるようになる。それでも百年灯台には三名の歩ほ哨しようが交代で立ち続けるきまりになっていた。

　だからその日の早朝、最初にそれに気づいたのは、年若い歩哨だった。

「……なにか、影が見えませんか」

　歩ほ哨しようは、隣にいた隊長の脇わき腹ばらを肘ひじでつついて言った。隊長は眉まゆをひそめて、どろりとした冷たい霧に目を凝こらした。まだ日の出前で薄暗く、寒さはひりひりと肌に張りついた。灯台の上からでは地面さえも見えず、雲の中に取り残されたような気分になる。

「影？　なんも見えねえな。この霧じゃあ」

　ぶるっと身み震ぶるいしながら答える。

「いや、でも、ほらあのへんが」

　若い歩哨が霧の中を指さしたときだった。

　不意に、足あし下もとがぐらりと揺れた。隊長はよろけ、転ころびそうになる。

（なんだ、地揺れか？）

　手すりにしがみつきながら、霧の中を目で探った。

　ようやく、それが見えた。霧がまるで固化し、そのまま巨大な形をとったかのような、白い影が──眼下にいくつも見えた。それから重苦しい地響きが続く。

「な、な、な」

　もう一人の若い歩哨もやってきて、手すりから身を乗り出し、うわずった声を漏もらす。

「な、なんだありゃあ」

「おい、ぼさっとしてるな火矢で報しらせろ」隊長は部下の尻しりを蹴け飛とばす。

「し、しかし隊長ありゃなんです」

「知るか、海の方からだ、なにか上陸して──」

　隊長の言葉は、悲鳴に変わった。今度は地揺れなどという生やさしいものではなかった。三人をのせた監視台は大きく傾かしぎ、石組みが崩れる致ち命めい的てきな音が響いた。







　轟ごう音おんが霧の大地を震わせた。驚き、寝台から跳ね起きて兵舎を飛び出したラボラジア兵たちは、その恐るべき光景を目の当たりにする。

　百年の間、王国と公国の安あん寧ねいを見守り続けた堅けん牢ろうな灯台が、根本から突き崩され、ゆっくりと倒れていくところを。

　巨大な石組みが地に激突し、村そのものを真っ二つにしかねないほどの轟音を響かせ、霧む氷ひようと土と石の破片とを盛大に巻き上げる。錯さく乱らんした兵たちはわけのわからない声をあげて武器庫に走り、あるいは厩うまやに飛び込み、また霜の張った土に立ちつくす者もあった。それら様々な形の恐怖の源みなもとは、崩れた塔ではなかった。その向こう、海岸線を埋め尽くしてずらりと並んだ、巨大な白い影の群れだった。

　秩ちつ序じよだった地響きをたて、その群れが迫ってくるのが見えた。

「氷ひよう象ぞう──」「象だ」「まさかッ」

　その獣けものを直じかに見たことのある者は、ほんのわずかな数の古こ参さん兵へいだけだった。一頭一頭が家ほどの大きさの体たい軀くを持ち、真っ白な剛ごう毛もうに覆おおわれている。逆さか杭くいの柵さくさえも踏ふみ潰つぶしてやってくるその巨きよ軀くは、霧の中から染しみ出てきた悪夢そのものだった。

「氷ひよう象ぞうだァッ」

「みな踏ふみ潰つぶされるぞォッ」

「待て、持ち場を離れるな、たわけが、それでもラボラジア騎士かッ」

　大隊長が兵舎の入り口で必死に叫んだ。しかしその声は逃げまどう兵たちの足音や悲鳴にかき消される。

　必死に恐怖心を押し殺し、大隊長はもう一度、振り返った。

　大地を揺らしながら迫る、白い津波のごとき象の群れ。

　そのそれぞれの背に、垂たれ幕と御ぎよ者しや席が見えた。そして、掲かかげられた赤と金の旗を目にし、大隊長の虚きよ勢せいも木こっ端ぱみじんに打ち砕くだかれた。

　旗にしるされた、海かい竜りゆうの紋章。

「アンゴーラ……」

　大隊長のつぶやきは、氷象の蹄てい音おんに踏み散らされる。

　象の御者席で、杖を手にした人影が立ち上がるのが見えた。はるかな高みから、異国の言葉が降ってくる。語意はわからなかったが、そこに込められた意志は否いや応おうなしに伝わってくる。

「──蹂躙せよヴラヤ・イニヤ！」





７　時の接点







　王おう配はい候こうルキウスがサンカリヨンに着任してから七日の間に、公国軍の砦とりで三つが相次いで陥かん落らくした。エパベラの連合公国軍は震ふるえ上がった。七万もの兵力を擁ようしながら、報復の気炎はほとんどあがらなかった。

　砦に詰めていた騎士や兵士らが、例外なく皆殺しにされたからだ。

　遺い骸がいはすべて馬車でエパベラ近くまで送り届けられた。どれも武装はしていながらほとんど抵抗した痕こん跡せきがなく、一撃で殺された屍し体たいばかりだった。

「砦三つだぞ！　しかもすべて生存者なしだ、あり得ん！」

　聖堂で開かれた軍議の席上で、ラボラジア軍団長は大おお卓たくを殴なぐりつけて怒ど鳴なった。被害はラボラジア軍が最も多かった上に、三度とも周辺の部隊の増ぞう援えんがまったく間に合わないうちに殲せん滅めつされたからである。

「敵軍とて千名以上いたはず、ほんとうに哨しよう戒かいしていたのかッ！　敵の接近にまるで気づかなかったとはなんたることだッ」

「そちらの隊にしたところで、侵入されるまで敵に気づかなかったということであろう」

「さよう。真っ昼間でしたぞ」

「しかもまるで赤あか子ごのようにやられておる」

「我が軍を侮ぶ辱じよくするかッ」

　ラボラジア軍団長はますます激げき昂こうする。

「王おう配はい候こうは妖あやしげな術を使うのだ。死んだコルネリウス公も妖よう剣けんの使い手だったというではないか。ルキウス公とて、なにかあるにちがいないのだ」

　だれかが言い、議場内にざわめきの波紋が走る。だれしも抱いだいていた、そして認めたくなかった可能性。

「うむ……それにあの残忍さ、人とは思えぬ……」

「馬ば鹿かな。迷信だ。傭よう兵へいどもの流りゆう言げんだろう」

「為なす術すべもなく殲せん滅めつされた言い訳か」

「それ以上の侮辱はゆるさぬぞッ」

「やめよ、罵ののしりあっているときではない！」

　ザカリア公こう爵しやくが必死で止めに入る。

　壁かべ際ぎわに控えて聞いていたミネルヴァはあきれていた。

（フランがいないだけで、こうも脆もろいものなのか）

（サンカリヨン駐在の聖せい王おう国こく軍はおよそ四万、こちらは七万近くだが、これでは多勢の利などないどころか、こちらが負けている）

　パオラも卓上に身を乗り出し、必死に話し合いの流れを戻そうとする。

「あの殺さつ戮りくはたぶん、ただの威い嚇かくです。フランさまの作戦書にも、こういった状況で萎い縮しゆくしてはいけないとあります。とにかくフランさまが戻るまでは戦線を維い持じせよと。敵の戦線は突出してますから六の砦とりでを川上と川下から挟きよう撃げきして落とせば、残り二つの砦はあたしたちの陣地内で孤立します」

「む……」「それは、そうだが」

「しかしそれこそ兵ひよう法ほうの初歩の初歩。敵の罠わなではないのか」

「やつらの補給線が伸びきっているのは事実、今叩たたかねば──」







　けっきょく軍議は日暮れまで紛ふん糾きゆうした。

　途中でザカリア公が何度も声を張り上げて言い合いを制し、パオラがフランチェスカの作戦書をちらつかせて話をなんとか収束させた。それがなければ夜が明けても終わらなかっただろう。

　軍議後の指示出しをザカリア公に任せ、ミネルヴァはパオラとともに聖堂を出た。西の彼方かなた、サンカリヨンの高い城じよう壁へきの向こうに真しん紅くの陽ひが落ちるのが見える。

　すれちがうのは各公国の軍人ばかりで、みなミネルヴァとパオラに会え釈しやくしてくる。聖女の近衛このえとして、もうだいぶ顔が売れてしまった。しかし、こんな囁ささやき声も聞こえてくる。

「……ほんとうに大丈夫なのか、聖女どの不在で」

「代行は衛生兵ではないか。しかも子供だ」

「聖女どのもずいぶんお若いが……」「あの方は軍神ベローナの加護を受けている。特別だ」

「しかし敵方にも──王おう配はい候こうにも、邪悪な神がついていると」

「砦とりではそれで三つとも潰つぶされたと聞いたぞ」「聖女どのなしで、戦えるのか」

　パオラは固い表情で、ミネルヴァの半歩先を早足で歩く。

「その化け物、一気にこのエパベラまで攻めてくるのか」

「わからぬ。こちらから攻撃するのを誘っているのではないか」「聖女どのが戻るまでの間に、戦力を殺そいでおこうと」「では罠わななのか──」

　狭い街がい路ろに入り、兵たちの声が背後に遠ざかる。

「……攻めてくると思うか」

　ミネルヴァはパオラの隣に並び、小声で訊きいてみた。

　こちらは七万だ。普通に考えればエパベラに直接攻撃をかけてくるなど、考えられない。しかし、敵将ルキウスの狙ねらいが、ほんとうにミネルヴァだとしたら。そして、刻印の力が七万の兵さえも弄ろうせるほどのものであれば──あの進撃は、誘いでもなんでもない。ただまっすぐにミネルヴァを目指してやってきているだけだ。

「わからないです」とパオラは首を振った。「王国軍には、カーラ先生がついています。なにをやってきても不思議じゃないです」

　カーラの名前を聞いて、ミネルヴァは黙り込む。

　今は、敵なのだ。フランチェスカに、常道も奇策もすべて教え込んだ師。

（フランが残した作戦が、みんな読まれていたとしたら）

　そう考えると、ぞっとする。いくらパオラが注意深く作戦を秘していたとしても、そのすべてはカーラの手の内うちだ。

　それに加えて、王配候の持つ刻印の力がある。こちらがどう手を打とうと、最悪の結果にしかつながらないかのような予感に苛さいなまれる。

　いったいどのような異い形ぎようの力なのか。

（たとえばあのデュロニウスのように、あたりの者をだれかれかまわず引きずり込むような、そんな力だとしたら。こちらから攻撃をかけるのは危険すぎる）

（いや、でも……）

　馬車で送りつけられた屍し体たいの様子を、ミネルヴァは思い出す。死因はどれも、刃やいばによるものだった。尋じん常じようの武器によるものだ。

（だとすると、たとえば、そう）

（離れた場所に瞬時に転移するような、そんな力なのか？）

　であれば、無抵抗で刺し殺されていることの説明がつく。

（しかし、一人二人ならともかく千人の兵を始末するのは無理だ）

（じゃあ、いったい……）

　ふとミネルヴァは、それに思い至り、ぶるりと寒気に震ふるえた。

　砦とりで三つとも、一人残らず殺された理由。

（王おう配はい候こうの刻印の力を、わたしたちに知られないようにするため、なのか？）

　おそるべき想像だった。けれど、あり得る。

　額に手をやり、悪お寒かんを搔かき消けすように強く爪つめを立てた。

　これほど剣けん吞のんな空気に満ちているというのに、ここ数日、予見の兆きざしすらなかった。

（視みたくもないときは、いくらでも視せるくせに）

（なぜ沈黙しているんだ。教えろ、わたしはどうやってルキウスに殺される？）

　なにも答えはなかった。暗い街がい路ろの石いし畳だたみに、二人分の足音が響くだけだ。







　銀ぎん卵らん騎き士し団だんは、使っていた宿を出て、エパベラの街のすぐ外に展開された陣の一角に配置されていた。他ほかの公国軍もほとんどが街から出ている。敵襲が現実味を帯びてきたため、市街地に被害が及ばないようにとの配慮からだった。

　銀卵の兵たちは居並ぶ天幕の間で、弓ゆ弦づるに松まつ脂やにを塗ったり剣を研といだり馬の蹄てい鉄てつを打ったりと戦いくさ支じ度たくに忙しく動き回っていた。ミネルヴァとパオラに気づくと、みな手を止めて寄ってくる。

「砦攻め、明朝か？」と古こ参さん兵へいの一人がさっそく訊きいてきた。

「え、ええ。斥せつ候こうは？」パオラが訊き返す。

「さっき戻ってきた。砦には動きはないな」

「河かわのこっち岸はまっさらな野のっ原ぱらだからな……やつらもこれまでみたいな奇襲はできねえだろうよ」

「俺おれたちはどうするんだ。河に回るのか」

「いえ、攻撃隊はラボラジア騎士団に任せましたから、あたしたちは陽動です。正面をついて──」

　作戦を説明するパオラを置いて、ミネルヴァは天幕の並びの奥に向かった。あちこちで篝かがり火びが焚たかれ、蛾がが火の粉とともに舞っている。

　陣の端のひときわ小さな天幕の前で、若い銀卵兵たちが四、五人固まって、矢羽根を巻きつける作業をしていた。ミネルヴァが近づいていくと、顔を上げる。

「あいつ、出ていったりしてないよな」

　ミネルヴァが訊たずねると、兵たちはうなずく。

「ずっと中にいるよ」「でも、中に入らないでくれって言われてて」

「ミィナならいいんじゃねえのか」「いや、むしろミィナはぜったいにだめなんじゃ」

　口々に言う兵たちの間を割って、ミネルヴァは天幕の入り口の布を跳ね上げ、中に踏み込んだ。柱に立てかけたミネルヴァの大剣がまず目に入る。

　そのずっと奥の暗がりにかがみ込んでいた黒ずくめの小さな人影が、顔を上げた。

「……ミネルヴァ。だめだよ、入ってきちゃ」

　クリスの口調は気味が悪いくらいよそよそしかった。その額にぼんやり光る獣けものの烙らく印いんもいっそう不気味に見える。

　しかし、ミネルヴァが訝いぶかしく思ったのは、なによりクリスの服装だった。細かい鎖くさり帷子かたびらだけの簡素な防備を施ほどこした、肌にぴったりと合う黒い服。胴に巻きつけた革の帯には投とう擲てき用の短刀がいくつも差してある。あの氷の刃やいばをもつ太た刀ちは、腰ではなく背中に回されている。

　そんな装備を身につけているクリスを、ミネルヴァはこれまで見たことがなかったが、それでも一目でわかる。暗殺用の装備だ。

「ぼくらはもう、近づいたら危ないんだ。ミネルヴァだってわかってるだろ」

「王おう配はい候こうを殺しにいくつもりなのか」

「そうだよ。そう言ったじゃないか。パオラは認めないだろうけど、関係ない。その気になれば、ぼくを引ひき留とめられるやつなんていないんだ」

　沈みきった声で言うクリスの額に、烙印が明めい滅めつする。

「またおまえはっ、そうやって、ひとりで勝手に」

「これまでとは、ちがうよ」

　クリスは、底知れぬ夜のたまった瞳ひとみを持ち上げ、正面からミネルヴァをとらえる。

「そうするしかないんだ」

「王配候を殺して、それからどうするつもりなんだ！」

「ひとりで聖都サンチユリオに行く」

　クリスの言葉に、ミネルヴァの喉のどが、引きつった音をたてた。

「みんな踏ふみ潰つぶして、暴あばいて、叩たたき壊こわしてくる。ぼくとかミネルヴァを縛しばりつけてるもの。神々とか獣とか、そういうくだらないもの全部」

　ミネルヴァはクリスの目の前に力なく膝ひざをついた。漆しつ黒こくの瞳が見開かれる。

　クリスの言う通りだ。これまでのような、無む謀ぼうな独どく断だん専せん行こうではない。オルクスとテュケーが二人をとらえている限り、いずれあの《時の氷点》が訪れるだろう。時間が淀よどみ、凍いてつき、すべてが真っ白な塵ちりと化す終わりの瞬間。

（ジルベルトは言っていた。王城の地下深くに、獣そのものが眠っていると）

（だからって、そんな、クリスひとりで──無理だ）

　けれどミネルヴァはなにも言えない。

　ただ力なく首を振ることしかできない。

「……ミネルヴァ……？」

　クリスの不安げな声が染しみ込んでくる。

（ちがう）

（そんなことを聞きたいんじゃない）

　焼けつくような想おもいがこみ上げる。

（おまえがこれからどうするのか、どう戦うのかなんて、どうでもいいんだ）

（身勝手で、無責任で、わがままで、なんの役にも立たない気持ちだと、自分でもわかってる。それでも、どうしようもない）

（ただ、わたしをどうするのか、それだけ聞きたい）

（わたしはもう伝えてしまった。みんな吐き出してしまった）

（おまえさえいてくれればいいと、言ってしまったんだ）

「……クリス、おまえは……」

　熱い言葉が、二人の間の地面に落ちる。その先は、声にならない。

（おまえは、どうなんだ。わたしを、わたしを──）

　そのとき、背後から響く悲鳴と怒ど号ごうと馬のいななきとが、凍こおって張りつきかけた二人の時間に亀き裂れつを入れた。ミネルヴァとクリスはほとんど同時に、跳ねるように立ち上がった。入り口の布を蹴け破やぶって外に飛び出した瞬間、ミネルヴァの視界を炎が焼いた。

　天幕のそこかしこから火が上がっている。篝かがり火びを蹴け散ちらして迫るのは騎馬の一群だ。盾たてに飛竜の紋章が踊る。

（──王国軍！　どこから？）

（砦とりでには一切動きがなかったはずなのに、どうやって）

　混乱しきった銀ぎん卵らん兵たちの声が吹きつける。

「火ィ消せ！　燃え広がるぞ！」

「なんだ、なにがあったんだ、風のせいか？」

「おい、あっちで倒れてるやつがいるぞ」

「なんでこんなにいっぺんにあっちこっちから火が──」

　ミネルヴァは目を剝むいて叫んだ。

「ばか、消火なんてしてる場合か、敵襲だぞ！」

「敵？」「どこに──」

　言いかけた若い兵の背後に騎馬隊の先頭が迫り、剣が振り下ろされる。ミネルヴァの叫びもむなしく、若い兵の一人が頭から血を噴ふき出して倒れた。

「なッ」

「ど、どうしたっ、お、おい、なにがあったッ」

　あわてふためくもう一人も、さらに隣の一人も、刃やいばを受けて頭から天幕に突っ込み布を血で汚す。

　ミネルヴァは慄りつ然ぜんとした。

（ばかな──）

　剣すら手にせず、斬きり伏ふせられていく兵たちが視界にむなしく踊る。

「なんだ、なにが起きてる」「どこから」「矢か、矢なのか？」「馬ば鹿か言うなこんな矢があってたまるか」「ぐぅあッ」「散れ、散れ！」そこにパオラの悲痛な声が重なる。「落ち着いて、密集隊形！　密集隊形崩さないで！」

　王国軍騎馬隊が天幕の間を駆かけめぐり、下げ卑びた哄こう笑しようを振りまきながら、無抵抗の兵をまるで麦の刈り取りのように次々と叩たたき斬きっていく。

「……なんだよこれ、なにが」

　背後でクリスがうめく。

（見えていない。クリスにも見えていない）

（わたし以外、敵が見えていない）

　そのときミネルヴァは、総そう毛け立だつほどのおぞましい気け配はいを覚えて振り向いた。クリスの肩越しの暗くら闇やみに、ぼんやりと燃える青い炎。闇から染しみ出てきたかのように現れる、紫色のタバードをまとった長身の男──

　その手にぎらつく剣。

「──クリスッ」

　叫び、伸ばした手の先で、血しぶきが散った。





　　






「どうしてメルは一緒に行けないのだ」

　メルクリウスは、両手でジュリオとシルヴィアのそれぞれの袖そでにしがみつき、ふくれっ面つらで言った。シルヴィアは腰を屈かがめて優しく諭さとす。

「わがままを言わないで。メルだって騎士なのだから、命令は聞きなさい」

　まわりに控えた大勢の巫み女こたちも、困った顔でそのやりとりを見ている。

　聖都サンチユリオ王城の、奥おく宮みやから正門前へとつながる広い庭である。陽ひが落ち、ひんやりした宵よい風かぜが昼間の草いきれをすっかりぬぐい去ってしまった後だった。灯あかりは巫女の一人が手にしたランプ一つきりなので、静せい寂じやくと闇とに覆おおわれた庭が、まるで城じよう壁へきに遮さえぎられないままどこまでも続いている草原のように思えてくる。

「メルもジュリオのようなきれいな鎧よろいをつけたい。ずるいぞ」

　メルクリウスは口を尖とがらせる。

　巫女の一団も、そしてシルヴィアも、肩に長なが衣ぎぬを巻きつけた正装だった。ジュリオも普段はつけない純白のタバードを羽織っている。

　聖せい巡じゆんの実施が決定されてから、出しゆつ立たつの日まではあっという間だった。ジュリオはそう思い返す。ここ数日、メルクリウスは自分も聖巡についていきたいとしじゅう駄だ々だをこねていた。

　これからシルヴィアは、聖巡のための巨大な輿こしに乗り込む。夜に出立するのは、輿の中で夜通しの禊みそぎを行い、輿そのものをテュケー神殿として聖別するためだった。

「みんな行ってしまうではないか。ヒエロニヒカだって」

「カーラ先生がついていてくれます。稽けい古こに精を出せばいいでしょう」

「カーラは気まぐれだから稽古にならない。今日だって来てくれると言ったのに、姿も見せないぞ」

　そういえば、カーラを昨日から見かけない。それも不安の一因か、とジュリオは思う。

　言いようのない違和感で身体からだがぴったりとくるまれているような、そんな日々がここしばらく続いていた。ヒエロニヒカも、軍も、王おう配はい候こうも、ジュリオにまったく接触してこなかった。聖王家を揺るがすほどの事実を民衆の前に晒さらすと、そう宣言したはずなのに、なんの動きもない。

（アルビレオス閣下は、あのとき、けっきょくなにも言わなかった）

（賛成とも反対とも言わなかった。それがかえって不安だ）

　決行まで隠し通そうとしても、どのみちガレリウス公の刻印の力で、自分の計画は露ろ見けんする。それならば、味方につけられるかもしれない可能性が最も大きい者に、最初から打ち明けておく。そう考えての行動だった。

（アルビレオス閣下は聖せい巡じゆんの実施を押し通してくださったと聞く）

（きっと、協力してくださる。そう信じるしかない）

　それでも、ねっとりと肌に粘ねばりつくいやな感触が消えない。

　だれかに監視されている。その視線に、わずかながら殺気が含まれている。そんな気がする。

「そろそろまいりましょう、陛へい下か。大だい院いん司しも、将軍も外でお待ちです」

　巫み女この一人が言う。

「え、ええ。メル、手をはなして」

「ガレリウスおじ上やアルビレオスを説とき伏せて、ぜったいにメルも後から行く」

「もう。聞き分けなさいな」

　ジュリオもなにか言おうとしたとき、視界の端にぽつりぽつりといくつかの灯あかりが映った。そちらを見やると、庭の暗い木こ立だちを抜けてこちらにやってくる一団が見える。何人かがランプを手にし、その光が壮そう麗れいな装飾鎧よろいに照り返されている。近衛このえだ。

　六人が正三角形の隊列をつくり、シルヴィアの前に膝ひざをつき頭を垂たれる。

「陛下、お迎えに参じました」と隊長が言う。

「大たい儀ぎでした」とシルヴィアはうなずく。

　近衛隊は立ち上がり、そろってジュリオにも敬礼してくる。みなジュリオが剣けん技ぎを教えた者たちだった。カーラが不在だった頃ころはジュリオが師範代として王宮指南役をつとめていたのである。

　だから──だろう。

　気が緩ゆるんだ。近衛たちの面おも持もちに、かすかに含まれた奇妙な緊張を、見過ごした。シルヴィアやメルクリウスをジュリオから引き離すようにして間に割って入ってきた近衛たちを訝いぶかしむのが、わずかに遅れた。

　六人の手が一いつ斉せいに腰の剣に走った。ジュリオの手は反応し、近衛たちよりも一瞬早く抜ばつ刀とうする。三方から繰くり出された迅じん雷らいのごとき突きを、身をひねり刃やいばを滑すべらせのけぞりながらすべて躱かわす。銀の髪が何筋か散り、衣ころもが引き裂さかれ、ランプが地面に落ちて砕くだけ──

　そのとき、背後にすさまじい殺気が忽こつ然ぜんと現れる。

「──カンナヴァーロッ」

　メルクリウスが叫ぶのと、振り向いたジュリオの肩を激痛が貫つらぬくのとはほとんど同時だった。女たちの悲鳴とともに血しぶきがあがり、目の前に立つ男の、真っ白な髭ひげとガラスの薔ば薇ら章しようとを赤く染めた。





　　






　ミネルヴァの目の前で、クリスが地面に崩れ落ちる。その背後で、高い石柱のごとき人影が、クリスの背中に突き立てた剣を引き抜き、にたりと笑った。

　炎に巻かれる幕まく屋や、逃げまどう公国軍兵や裸はだか馬うまたち、恐きよう慌こうに吞のみ込こまれつつあるエパベラ戦陣──その混乱の中心が、ミネルヴァの眼がん前ぜんに立つその男だった。落ちくぼんだ眼がん窩かにぎょろつく不気味な光を宿した両りよう眼め、額にぎらつく青い刻印の火。

「……あ、あ、あ……」

　ミネルヴァの喉のどが引きつる。身体からだに刻み込まれた戦士の血が、腕に力を送り込み、傍かたわらの大剣を引き寄せる。けれど、脚あしは震ふるえるばかりで、動かない。

（クリス。クリス……）

「お初にお目にかかる。麗うるわしの女王陛へい下か」

　男が言った。その手に握にぎられた剣の先から、クリスの血が滴したたって地面に落ちる。

「ルキウス・グレゴリウスと申します。テュケーの御加護に感謝を。陛下にだけは、この私が見えるのですからな。お逢あいできて光栄至し極ごくに存じます」

「──クリス、クリスっ！」

　ミネルヴァは戦場であることも敵の目の前であることも忘れて、地面に伏したクリスのもとに駆かけ寄った。

　なぜなら、黒ずくめの全身を浸ひたしていく大量の鮮血は、明らかに、心の臓からの出血だったからだ。

「クリス、クリス！」

　血の海の中から、その小さな身体を抱き起こす。顔も髪も鎖くさり帷子かたびらも生あたたかい血にどっぷりと浸っている。薄く開いたまぶたの奥の眼球は濁にごり、なんの反応もない。

「無駄ですよ、陛下。殺されたことにも気づかぬまま死んだでしょう。我が神──催さい眠みんの神ソムヌスの掌しよう中ちゆうにある者は、認識力が摩ま耗もうする。心の盲めしいになるのです。我われらが見えているのは、テュケーの庇ひ護ごを受けた陛下だけです」

「う、噓うそだ！　クリス、目を開けろ！　応こたえろ！　クリス！」

　ミネルヴァの悲痛な声が、足あし下もとに広がっていく血の湖こ面めんに波紋を投げる。そこにルキウスの哄こう笑しようが浴びせられる。

「《星喰くらい》といえどしょせんは人の身。もう、それはただの骸むくろです」

「クリス、ふざけるな起きろ！　クリス、わたしを、わたしを──」

　ミネルヴァの言葉が涙に吞のみ込こまれそうになる。青黒く染まり始めたクリスの首を、胸に強く引き寄せ、切きれ切ぎれの声で呼び続ける。

　その手の甲で──刻印が、かすかな明めい滅めつを始める。





　　






　ジュリオの肩から噴ふき出した血が、近衛このえたちの鎧よろいとタバードにしぶきとなって散る。銀色の髪がふわりと浮き、その細い体たい軀くが草の上にどうと倒れる。

「……ジュリオ──」

　シルヴィアの喉のどに声が詰まる。目まいなのか頭痛なのか響いてくる動どう悸きなのかさえもわからないもので頭ず蓋がいがいっぱいになり、割れそうになる。背後で巫み女こたちの悲鳴が散ちり散ぢりになる。ジュリオを踏みつけるようにして立つ、長なが衣ぎぬ姿の老人が、無表情に剣をジュリオの肩から抜き、持ち上げる。

「や、やめ──」

「カンナヴァーロきさま、きさまよくもッ」

　メルクリウスが近衛を搔かき分わけて老人に飛びつこうとする。近衛の腕が右から左から伸びてその小さな身体からだをつかみ、引ひき留とめる。メルクリウスは金切り声をあげながら暴あばれる。シルヴィアは仰あお向むけになったジュリオに歩み寄ろうとして脚あしの力を失い、柔らかな草の上に膝ひざをつく。

　老人の手が下ろされた。刃やいばが、ジュリオの喉を貫つらぬく。

「──ジュリオっ」

　その叫びが自分のものなのかメルクリウスのものなのか、もはやシルヴィアにはわからない。だれかに肩を強くつかまれた。視界の端で、金色の髪がばたついている。

（ジュリオ、いやだ、ジュリオ、起きて）

　落ちて割れたランプの油にちらちらと踊っていた火が、広がっていく血に飲み込まれて消える。

　老人は剣をジュリオの首に突き立てたまま、シルヴィアに一礼した。

「非礼、お赦ゆるしくだされ。剣けん審しん院いん長官ネルビロ・カンナヴァーロ、逆臣ジュリオ・ジェミニアーニを処刑いたしました」

　シルヴィアはねじ切れそうな耳鳴りの中で、ただ首を振る。

「おのれ、よくもジュリオを、カンナヴァーロきさま殺してやるッ」

　メルクリウスの声が、響いてきた奇妙な音によって塗ぬり潰つぶされる。骨という骨を伝わって這はい上あがってくる、金属の摩ま擦さつ音のような──それが、自分のうめき声だと、シルヴィアはしばらく気づかなかった。

「い、いや、ぁああああああああアアアアアアッ」

　ジュリオのもとに寄ろうとしたシルヴィアもメルクリウスも、近衛このえの腕に抱きとめられ、もがくことしかできない。血が広がっていく。銀色の髪も、白い衣ころもも、草も、土も、力なく投げ出された腕も指も、暗い赤の中に沈んでいく。

「おあきらめください。もはや陛へい下かが全身の血を使ったとて、命いのちは戻りませぬ」

　カンナヴァーロが冷たく言う。

（いやだ、こんなのはいやだ）

（ジュリオが死ぬなんて。そんなのはいやだ）

（わたしは望んでいない）

（こんな未来を、わたしは望んでいない）




（これは、わたしの歩む道ではない）




　気が遠くなるほど巨大な何者かの脈動が、そのとき夜を震ふるわせた。

　シルヴィアの視界の左端を、烈はげしい光が灼やく。

　メルクリウスだ。その額と両手で、ポイボスの刻印が青白く燃えている。光が視界にあふれる。シルヴィアの額に激痛が走る。両手が炎の中に差し入れたかのように痛む。

　近衛の手を振り払い、ジュリオに向かって伸ばした手──その甲で、テュケーのしるしが脈打つ。

　そして、あの音が聞こえる。

　車輪に爪つめが立てられる音。

　錆さびた車しや軸じくが屑くずを削り落としながら再び回り出す音。

　輻やが風を切る音。

　それは、命運が逆さか巻まく音だ。

　伸ばした手に重ねられる、だれかの手の熱を、シルヴィアは感じる。

　同じ形の刻印と刻印が視界の真ん中で融とけ合う。

　声が聞こえる。ジュリオを呼ぶ自分の声と絡からみ合いながら、時のはじまりの深しん淵えんに向かって落ちていく。

　──クリス！　クリス！

　複雑な波紋が湖こ面めんを揺らす。

（……姉ねえ様さま？）

（……姉様が、いる）

（ここが、時の接合点──）







　ミネルヴァの耳に聞こえるすべての音が、ぼやけ、膨ふくれあがって潰つぶれる水すい泡ほうのような音に変わる。馬のいななきも、兵たちの悲痛な声も、刃やいばと鎧よろいがぶつかり合う音も。

（なんだ──これは）

　ミネルヴァは、ひざまずいてクリスの骸むくろを抱かかえたまま、自分の手の甲を凝ぎよう視しする。燃え立つテュケーの刻印は今や目に焼きつきそうなほどだ。

　あたりの地面に広がり、クリスの全身、ミネルヴァの脚あしまでを浸ひたしていた血の海が、音もなく収縮し始める。肌を濡ぬらしている血さえも、潮のように引いていく。

（血が、傷口に──吸い込まれている？）

　ミネルヴァは、抗あらがいがたい力によって身体からだを引き起こされた。クリスの骸が膝ひざから滑すべり落ちる。血の領りよう海かいがクリスの身体に収しゆう斂れんしていく。

　そして、地面から完全に赤が消えた瞬間──

　ルキウスが、血ち塗まみれの刃やいばをクリスの背中に突き立てる。

（ちがう、突き立てたんじゃない）

　再び引き抜かれた剣は血けつ痕こんなどひとつもないまっさらのままで、篝かがり火びを受けて青白く冷たく光っている。

（時間が、巻き戻されている……！）

　クリスの身体が地面から浮き上がる。その目に、命いのちの色がある。

（時の果てに生まれる終わりの女神テュケー）

（はじまりの獣けものを求め、時を遡さかのぼる者）

（それが──クリスの死を、拒絶した）

（あの未来を。あの過去を。あの現在を、拒絶した。テュケーが）

　逆さか巻まく時の中で、ミネルヴァは叫ぼうとする。ちがう、と。

（ちがう！）

（わたしだ。わたしが望んだ。クリスのいのちを、わたしが、わたしが！）

　はるか高みで、真しん鍮ちゆうの歯車と車しや軸じくとがすすり泣くのが聞こえる。

　時が静止し、揺らぎ、悶もだえ、わだかまり──

　再び、未来へと流れ始める。







　クリスは目を見開き、ミネルヴァを見つめていた。燃えさかる天幕と、這はいつくばって逃げまどう銀ぎん卵らん兵たちを背にミネルヴァは立ちつくし、恐怖と憔しよう悴すいと歓喜と安あん堵どのすべてが入り混じった脆もろく砕くだけそうな表情を瞳ひとみにたたえ、クリスの名を呼んでいる。

　すべて、憶おぼえている。

　心臓を貫つらぬいた刀身の冷たさと熱と痛み。

　流れ出していく血と体温といのち。

　意識が途と絶だえる瞬間のミネルヴァの手の感触。

　そして、死と──その奥の虚きよ無む。

　それは、選ばれなかった未来。存在しないはずの記憶。

　けれどクリスの魂たましいに刻み込まれている。すべて知っている。だから、身を低く屈かがめながら振り向き、突き下ろされる見えない刃やいばをつかんだ。手てつ甲こうに火花が散り、手のひらが切り裂さかれ、血の筋すじが走り激痛がそれを追いかける。

　それでも、手を離さない。

　背後で地をえぐる足音とともに雄お叫たけびが噴ふき上がった。

「──ぉおおおおおあああァッ」

　すさまじい重量が右肩にのしかかる。ミネルヴァだ。クリスの肩を踏み台に跳び、振りかぶった大剣が暗い天を真っ二つに割りながら振り下ろされる。刃が大地を深くえぐり、その衝しよう撃げきと震動がクリスにまで伝わってくる。

　クリスの手から、折れた刀身が血で滑すべって落ちた。

　土つち埃ぼこりが二つに割れて薄れ──

「……は、は、ははッ」

　ひきつった笑い声が響く。

　ミネルヴァが叩たたきつけた大剣の切っ先のわずか半歩向こう、地面に膝ひざをついた人影があった。紫のタバードを肩に巻いた、石の柱のような容よう貌ぼうの巨漢だ。その額に、おそらく大剣がかすったのだろう、太い傷が走ってどくどくと血を吐き出している。傷の下で、刻印が何度か青く激しく明めい滅めつし、弾はじけて消える。

「は、ははッ、刻印か！　テュケーの刻印なのか！」

　男の笑い方に、血と狂気がにじんでいる。

　──これが王おう配はい候こうルキウス……

　背後で銀ぎん卵らん騎き士し団だん員いんたちの声が高まる。

「密集！　密集しろ！」「王国軍か──」「パオラを守れ、離れるな！」

「囲まれてます、楔くさび隊形で突破して組み直します、陣の外へ！」

　パオラの声がひときわくっきりと響く。

「馬狙ねらえ！」「弓隊前へ！」「射うて、近づけるなッ」

　クリスは血でぬめる右手を背中の太た刀ちに回し、目の前のルキウスをにらむ。ミネルヴァも大剣を土の裂け目から引き上げ、王配候ににじりよる。

　──催さい眠みんの神ソムヌスの力は、もう破れている。

　──殺す。今ここで殺す！

　太刀を背中から抜き、一歩踏み出したとき、視界を炎の色が覆おおった。天幕に燃え移った炎が柱まで焼き尽くし、倒れたのだ。噴き上がる火の粉の向こうに、ルキウスの影が隠れる。紫のタバード姿が立ち上がり、跳とび退すさるところまでは見えた。

「ルキウス、待てッ！　くそっ」

　ミネルヴァが大剣で天幕の炎を薙なぎ払いながら踏み出す。ルキウスの姿は消えている。木の爆はぜる音と矢の飛び交かう音、兵たちの叫び声の間に、遠ざかる蹄ひづめの音がかすかに聞こえた気がする。












　緊張が途切れた瞬間、クリスは焼けた土の上に再び膝ひざをついていた。血でぬめる手のひらから太た刀ちが滑すべり落ちそうになり、握にぎりしめてこらえ、杖がわりに身体からだを支える。

　そのときクリスの意識に、奇妙な感覚が流れ込む。

　剝むき出しの土ではなく、草の上にひざまずいているような感触。

　そして、名を呼ぶミネルヴァの声──否いや、もっと細く切なげな少女の声。

　──ぼくじゃない。

　──呼ばれているのはぼくじゃない。

　──ただ、時がここで重ね合わせられているだけだ。

　声がいっそうはっきりと耳の中で響く。

「……ジュリオ！」







　ジュリオは、停てい滞たいした時の流れの中で、その声を聞いた。

　暗い庭の草木をさざめかせる風の音が、近衛このえ兵へいたちの荒い息づかいが、シルヴィアの声の背後に少しずつ戻ってくる。

　肩と喉のどとを貫つらぬいた熱も痛みも意識の彼方かなたに押しやられている。けれどジュリオはたしかに憶おぼえている。

　選ばれなかった未来、存在しないはずの記憶。

（死んだ。私はたしかに一度、死んだはずだ）

　血が首と肩の傷口に吸い込まれ、地面から引きはがされ、今こうしてジュリオは剣を手に立っている。

（時が──逆さか巻まいたのか）

　闇やみの中で刻印の青い火がちらつき、ジュリオは大だい院いん司しヒエロニヒカのあの言葉を思い出す。予見はテュケーの力のほんの一部でしかない。シルヴィアこそ、命運の女神の本質を受け継いで生まれた、まことの女王。ミネルヴァよりも、ずっと強い──

（では、これなのか）

（これがテュケーのほんとうの力）

（そしてヒエロニヒカが求めていたもの）

　時が、あるべき方へと加速する。目の前に殺到した近衛たちの剣が、一いつ斉せいに空くうを切り裂さいて繰くり出されてくる。

　けれどこれはすべて囮おとりだ。刻まれた死の記憶がジュリオを突き動かす。右後ろに跳とび退のきながら身をひねった。背後に立つカンナヴァーロの突き下ろした剣先がわずかに逸それ、ジュリオの肩の肉をえぐり骨に突き当たって弾はじかれる。

「──ぉおおあああああアッ」

　激痛を振り払うように、背後の殺気を渾こん身しんの力で薙ないだ。

　かすかな手て応ごたえは、左肩から血とともにじくじく染しみ出てきた痛みに押おし潰つぶされる。

　ジュリオは剣を中段に構えながら後ずさって距離をとった。三歩の間合いの先にカンナヴァーロが立っている。その左腕の衣ころもが切り裂さかれて血に濡ぬれている。さきほどのジュリオの一撃が二の腕をとらえたのだ。

　老練な騎士の長おさの全身から、あたりの闇やみが揺らいで見えるほどの殺気があふれている。ジュリオの意識から、シルヴィアのことも、メルクリウスのことも、近衛このえや巫み女こたちのこともひととき消し飛ぶ。

「……莫ば迦かな。殺とった、はずだ。……今のは、なんだ」

　カンナヴァーロが呻うめいた。その顔は鋼鉄のような無表情で鎧よろわれているが、声はどうしようもなく驚きよう愕がくで揺れている。

（カンナヴァーロ長官が、私を──殺しにきたのか）

　なぜ剣けん審しん院いんの長官が自分を殺しにきたのか、問う意思はジュリオにはなかった。千の言葉よりも雄弁な殺意が蜘く蛛もの糸のようにジュリオを捕らえていた。

　カンナヴァーロが剣を地じ摺ずりに構える。老人の顔の皺しわが深まり、目が細められる。

「なにをしたか知らぬが……何度やろうと無駄だ、ジュリオ・ジェミニアーニ。おまえに勝ち目など万に一つもないぞ」

「やめなさいカンナヴァーロッ」

　シルヴィアの叫びも、どちらの耳にも入らない。

　殺さなければ、殺される。その単純で残酷な予感が、ジュリオの血管に流れ込む。

（万に一つも勝てるわけがない）

（三十年の間、騎士の頂点に君臨してきた達人に）

（それでも──）

　二つの殺気が闇の宙ちゆうでぶつかり合った。その瞬間、ジュリオもカンナヴァーロも草を蹴けっていた。シルヴィアの悲痛な声が響く。視界の端で、テュケーの紋章が青く閃せん光こうを発するのが見えた。

　双方の刃やいばが空中で交まじわる。

　その刹せつ那なを、命運の女神の手がとらえた。

　そこから分ぶん岐きするあらゆる未来が──ジュリオの剣が叩たたき折られ、あるいは跳ね飛ばされ、カンナヴァーロの刃が心臓を、喉のどを、眉み間けんを、脳天を、眼がん窩かを、身体からだのあらゆる部分を刺し貫つらぬいて命いのちを奪う可能性が、展開される。百の未来、千の未来のそれぞれで、ジュリオは死に至る。テュケーの手がそのたびに時を一瞬前に巻き戻す。あり得るすべての死が導き出されては拒絶されていく、その痛みと断だん絶ぜつの繰くり返しの果て──

　万に一つの、その未来が選び取られる。

　二本の刀身が激しく火花を散らして触れあい、弾はじけ、カンナヴァーロの一撃がジュリオの脇わき腹ばらを徹てつする。そのとき、ジュリオの繰り出した突きが、老人の額をかすめる。

　切っ先が皮膚を裂き、頭ず蓋がい骨こつを貫通し、ほんの指一節ぶんの深さだけ脳をえぐった。

　二人の身はそのまま空中で交こう錯さくし、背を向け合ったまま離れ、着地する。

　ジュリオの脇わき腹ばらから噴ふき出した血が、白い衣ころもを真しん紅くに浸ひたす。身体からだがぐらりと揺らぐ。ジュリオは握にぎった剣を取り落とし、膝ひざをつき、倒れそうになる。

　背後で、ぞっとするほど軽い崩ほう落らく音が聞こえた。

　唇くちびるを嚙かみしめ、遠くなる意識に爪つめを立ててしがみつきながら振り返った。

　カンナヴァーロが、草の上に倒れている。

　命いのちを奪った手て応ごたえが、信じられないほどの時間をおいて、今ようやくジュリオの痺しびれた腕に届いた──そんな気がする。

「──ジュリオーっ」

　声と足音が近づいてくる。そちらを向いたジュリオは、駆かけ寄ってくるシルヴィアよりも、その後で立ちつくしている金色の髪の小さな少年に目を奪われる。

　メルクリウスは血ち塗まみれの剣を手に、目を上げた。視線が合う。

　少年の足あし下もとには、近衛このえたちが折り重なって倒れている。装飾鎧よろいもタバードも血で汚れているのが、かすかなランプの灯あかりでもわかる。

　泣き出しそうなメルクリウスの額で、刻印が明めい滅めつする。

　シルヴィアの額の刻印もまた、それに同調する。

　まるで──何者かがまばたきをするように。

　ジュリオは、すぐそばにかがみ込んだシルヴィアの腕の中に崩れ落ちた。脇腹から血と体温とが暗い深しん淵えんに吸い出されていくのがわかる。

「だめ、ジュリオ！　だめ、死なないで！」

　シルヴィアの泣き濡ぬれた顔に、もはや青い光のしるしはない。

　けれど額に、今やくっきりと、赤あざの刻印が残っているのがわかる。

（ああ、このためか）

（このために、メルさまはシルヴィアさまのそばに置かれたのだ）

　けれど、それはもういい。

　シルヴィアが、このいのちを護まもってくれた。

（死ぬものか。ぜったいに）

（しがみついてやる）

　ジュリオは、手の中の温かみを握りしめた。

　忍び寄ってきた暗黒が全身を浸し、ジュリオの意識を奈な落らくへと吞のみ込こんだ。












８　侵しん攻こう







 ジュリオが意識を取り戻したとき、最初に目にしたのは、のぞき込んでくる二つの目と、頰ほおをくすぐる編んだ黒髪の房ふさだった。

「お、気がついたか」

（……カーラ先生？）

　記憶も意識も混こん濁だくしている。まだ雲の中でもがいているようだ。自分が仰あお向むけに寝かされているということも、しばらく把は握あくできなかった。

　やがて、意識に少しずつ現実の熱と冷たさとが染しみ込んでくる。同時に、左の脇わき腹ばらにぼうっと痛みがわだかまっているのを自覚する。

「……お……こ、ぉ」

　ここはどこなのか、と訊きこうとしたが、口の中も喉のどの奥までもからからに乾いていて、声がうまく出せなかった。首を苦労して巡めぐらせる。壁の高みに切られた明かり取りの窓から、光が斜めに差し込んでいるのが見える。昼過ぎくらいだろうか。

　カーラは、ジュリオが横たわっている寝台の足の方に腰を下ろして言う。

「南の離れ殿の房ぼうだよ。王城に来たときにいつもあたしが使ってるねぐら。おい、無理して喋しやべるな。丸三日間ずっとぶっ倒れてたんだぞ」

（三日間？）

　ジュリオは跳ね起きた。全身を痺しびれと痛みが這はい回まわる。声を殺して悶もだえた。しかし、おかげで意識が一気に晴れる。剝むき出しの石組みの壁と床が目に入る。殺さつ風ぷう景けいな部屋だ。ジュリオと、寝台に腰掛けたカーラの他ほかにはだれもいない。

「シルヴィアさま、シルヴィアさまはっ？」

「さあ。タルミア湖の北岸あたりじゃないか。輿こしは進むのがのんびりだからな」

「え……？」

「だから、聖せい巡じゆんだよ」

　ジュリオは寝台から転ころげ落ちるように下りた。脚あしは萎なえきっていて足の裏の感触もほとんどなかったが、それでも部屋を飛び出す。







　王城南西部、《鋼はがねの宮みや》の三階に、首を交差させた二頭の飛竜の旗を掲かかげた扉がある。大将軍の執しつ務む室しつである。

　アルビレオスは広い室内でひとり、執務机の椅い子すに深く身を沈め、メドキア公国の地図をにらんでいた。

　さきほど、サンカリヨンからの早はや馬うまが届いた。ルキウスによる、獣けものの仔こへの直接攻撃失敗の報告だった。しかも、なお悪い情報が付け加えられていたのだ。

（ミネルヴァさまにも、テュケーの刻印が）

　三日前の日没直後、といえば、ぴたり一致する。

（シルヴィアさまに刻印が発はつ現げんした時間と同じ）

　運命の女神の血脈でつながった姉妹だ。人じん智ちの及ばぬ絆きずなで結びつけられているのかもしれない。だとしたら。

　ふと、アルビレオスは扉の外の気け配はいに気づいて地図から目を上げた。

　わずかに含まれた殺気だけで、そこにいるのがだれかわかる。

「入れ。開いている。私しかいない」

　それでもしばらく、聞き耳を立てて部屋の中の様子を探っているような、そんな間があった。やがて、扉がゆっくりと引かれる。

　執務室に踏み込んできたジュリオは、簡素な寝間着姿だった。衣ころもの短い裾すそから伸びた細い素足が痛々しい。銀髪も今は束たばねてさえいない。そのような格好でありながら、手には剣が握にぎられていた。青い瞳ひとみには静かな怒りと殺意が燃えている。

「まだ出歩いていい身体からだではあるまい」

　地図を机の上に投げ出し、アルビレオスは言う。

「陛へい下かが御おん血ちを使っておまえの傷を蘇そ生せいさせなければ、おそらく失血死していたぞ」

「シルヴィアさまが……私のために血を？」

　アルビレオスはうなずく。

「ヒエロニヒカが庭に駆かけつけたとき、陛へい下かもおまえも血を失いすぎて倒れていたと聞く。ヒエロニヒカは陛下をそのまま輿こしに運び、予定通りに聖せい巡じゆんに出しゆつ立たつした」

「私を置いて、ですか」

「そうだ」

　ふうっと息をつく。

「では、私はこうして生きていますが──アルビレオス閣下やガレリウス公の目的はほぼ果たされたわけですね」

　苦い唾つばを口の中で転ころがし、飲み下し、アルビレオスは答える。

「そうだ。……そうと知っていながら、おまえはここに来たのか」

　アルビレオスは、ジュリオの口から直接、計画を聞かされた。獣けものの仔こクリストフォロが女王の夫であることを公表する、と。

　ジュリオはアルビレオスを信じていたのだ。

　しかしアルビレオスは、聖王家の体制を守るため、カンナヴァーロにジュリオを売り渡し、殺させようとした。

　どのようにしてカンナヴァーロに勝ったのかはわからない。しかし、ともかくジュリオは聖巡に同道しなかったのだ。シルヴィアひとりでは、託たく宣せんの内容を民衆に直接伝えるなどという計画は無理だろう。

「閣下は、カンナヴァーロ長官が邪魔だったのでしょう。私を手て負おいにし、長官を排除し、一いつ挙きよ両りよう得とくというわけですか」

「厭いやみを言いにきたのか。それとも」

　アルビレオスは目を細め、ジュリオの左手に握にぎられた細身の剣を見やる。

「私を斬きりにきたのか」

　しばらく、ジュリオは黙って見つめ返してくるばかりだった。やがて、その儚はかなげな花びらのような唇くちびるが悲哀に満ちた言葉をこぼす。

「閣下を斬っても、なんにもなりませぬ。王おう太たい伯はく陛下や大だい院いん司し──シルヴィアさまを貪むさぼろうとする者たちが喜ぶだけです」

「では、なにをしにきた。早はや馬うまの手配でも頼みにきたのか。これから聖巡の一行を追いかけようとでも」

　ジュリオは哀かなしげに首を振る。

「今は、馬に乗れるような身体からだではありませぬ」

　この少年も、変わってしまった。アルビレオスはそう思う。

　まるで、焼き入れした鋼はがねを水で急冷した後のようだ。表面の熱と錆さびとが一瞬で剝はがれ落おちる。そのかわり、芯しんに熱を宿したまま、刃やいばは硬く、鋭くなる。

「ただ、お訊ききしたいことがあったからきたのです。……メルクリウスさまはどうされたのですか」

「この《鋼はがねの宮みや》の地下にて、預かっている。近衛このえを六人も殺したのだぞ。捨て置くわけにはいかなかった」

「あれは私を助けるためです」

「理由はどうあれ放ほう免めんするわけにはいかぬ」

「それでは私はどうなのです、剣けん審しん院いん長官を殺したのですよ」

「おまえは、なにも罪を犯していない。そういうことになっている」

　アルビレオスの言葉に、ジュリオは小さく短く息を吞のんだ。

「剣審院の長官が、あの日あの場所にいるはずがない。女王陛へい下かの守護騎士を殺そうとするなど、あり得ない。その理由がない。……そういうことだ。メルクリウス殿はそうはいかぬ。殺しすぎているし、近衛は軍の者だ」

　ジュリオは踵きびすを返し、扉に向かった。アルビレオスは嘆たん息そくして椅い子すの背もたれに背中を預ける。

「地下の看かん守しゆに、私の名前を出せ。面会は可能だ」

「感謝します」

　背を向けたまま無表情な声でジュリオは言った。







「ジュリオ！　起きて大丈夫なのか！」

　地下のその部屋に入るなり、メルクリウスは駆かけ寄ってきてジュリオの腰に抱きついた。ジュリオもその背中とうなじに腕を回し、柔らかな金髪を優しくかき混ぜる。

「メルさま、ご無事でよかった」

「ジュリオこそ！　膝ひざが浸ひたるくらい血を流したのだぞ、陛下が止めなければ死んでいた」

「え、ええ……」

　ジュリオは困り顔で無理に笑ってみせると、メルクリウスを抱き上げて椅子に座らせた。牢ろうではなく、奥おく宮みやの房ぼうと同じくらいの広さをもつ居住用の部屋だった。柔らかい寝台もあれば衣装を入れる櫃ひつもある。軟禁状態である。

「その気になれば看守も、一階の兵どもも殲せん滅めつして脱走できる」

　メルクリウスは子供っぽい悪あく辣らつな笑みを浮かべて言う。

「でも、やらない。メルは誇り高き騎士だからな。ジュリオも、濡ぬれ衣ぎぬを着せられたのに法廷で正面切って戦ったと聞いた。メルにだってできる」

　そう聞くと、ジュリオは複雑な気持ちになる。

　メルクリウスの沙さ汰たを巡めぐっては、アルビレオスが面倒をきらって、軍部内での懲ちよう罰ばつあるいは私刑という形で片付けてしまう可能性が大きい。

（そうなれば法廷で戦うもなにもない）

　けれど、どのみちそれはメルクリウスの戦いだ。

　ジュリオは、ジュリオの戦いをしなければならない。

　メルクリウスの額の、うっすらと刻まれた赤あざの紋様を見つめる。

　光こう明みようの神ポイボスの刻印だ。

　ジュリオがカンナヴァーロの刃やいばを受けて死にかけたあのとき、このポイボスのしるしが、シルヴィアの持つテュケーの刻印と共鳴し、激しく明めい滅めつするのをたしかに見た。

　ポイボス──眼めを開く者。

　神々の力を、地上に導く者。

（おそらくそれが、理由だ）

（ヒエロニヒカがメルさまを奥おく宮みやに──シルヴィアさまのおそばに置いた、理由）

　テュケーの力をも地上に導き、女王の刻印として顕けん現げんさせること。

　それは、果たされてしまった。

　ジュリオは気を失う直前に、たしかに見た。青い光がおさまってさえ、赤あざとしてシルヴィアの額に残ったままの、テュケーの御みしるし。

（ヒエロニヒカ。なにをしようとしている？）

（とにかく一いつ刻こくも早く、シルヴィアさまのおそばに行かなくては）

（アルビレオス閣下は止めようとするだろうが、かまうものか。何人斬きろうとも、都を出て、聖せい巡じゆんの一行を追わなくては）

　メルクリウスの背中に回した腕を強く引き寄せ、胸を押しあて、ジュリオはそう自分に言い聞かせた。





　　






　エパベラの街に響く軋きしみは、日に日に増していた。

　七万の連合公国軍が、衝突し、摩ま擦さつを起こし、影では罵ののしり合う、そんな歪ゆがみから生まれる不快音だった。

　フランチェスカがプリンキノポリに発たったその日から、少しずつその不協和音は始まっていたが、王おう配はい候こうルキウスがエパベラに直接奇襲をかけてきたことで、いっそう拍車がかかった。なぜなら銀ぎん卵らん騎き士し団だんにかなりの被害が出たからである。

　──あの、無敵無敗を誇る銀卵騎士団に、死者が三十名も出たと。

　──やはり、聖女どのがいなければだめなのか。

　──我々連合公国軍も危ういな……

　そんなことが囁ささやかれるようになってしまったのだ。

　パオラは、忙しさと重じゆう責せきとで押おし潰つぶされそうだった。砦とりで攻めの編成を組み直さなくてはいけない。街の外に張った陣も再考が必要。おまけにパオラは銀卵の衛生兵でもあったので負傷者の収容された天幕を走り回ることになった。

　早朝、ようやく宿の一室に戻ると、パオラは困こん憊ぱいした身体からだを寝台に投げ込み、シーツに顔を埋めた。ため息すら出てこないくらいくたびれていた。

（もう、あたしには無理かもしれない……）

　そんな弱よわ音ねが喉のど元もとまで出かかる。

（銀ぎん卵らんだって、無敵でも無敗でもないのに）

（フランさまが、うまくそう見せかけていただけなのに）

　それに、あのときの奇襲はわけがちがう。

　催さい眠みんの神ソムヌス──認識を麻ま痺ひさせる刻印の力だと、ミネルヴァに聞いた。

　そんな化け物を相手に、策略だの戦術だのがいったいなんの役に立つというのか。

（化け物は、ミィナさんとクリスさんになんとかしてもらうしかない）

（それなのにあの二人、ここのところ顔も合わせないで）

　ミネルヴァとクリスの間に、人間の力ではどうしようもないなにかが横たわっていることは、パオラも薄々気づいていた。しかし、今は三人しかいない近衛このえのうちの二人なのだ。他ほかに頼れる者などほとんどいないというのに。

（フランさまは、うまくやっていた）

（そう、あの人は、どんなひどい状況でも考えるのをやめなかった）

（だからあたしも、なんとか考えなくちゃ）

　枕まくらに額をこすりつけながら、パオラは弱々しくそう決意する。

（まず、王おう配はい候こうの化け物がまた攻めてきたときのこと。見えないし聞こえないし触ってもわからないだけで、敵がそこにいるのは変わらないのだし）

（それに、そうだ、ミィナさんにだけは見えるんだ）

（なんとか突破口を見つけないと）

（それから、クリスさんを引っぱたいて天幕から連れ出さなきゃ）

（ああ、でもその前に、とりあえず一眠り……）

　パオラのまどろみは、やかましく階段を踏み鳴らしてのぼってきたいくつかの足音、そして扉を叩たたく音で粉々に踏ふみ潰つぶされた。

「パオラ殿！　銀卵団長代行どの、おられますか！」

　聞き慣れた、中年男性の太い声だった。パオラは掛布を払いのけて起き上がり、ベッドの上だということを忘れて扉に向かおうとして転ころげ落ちそうになる。寝ぼけ眼まなこをこすりながら扉を開けると、上質そうな鎧よろいに身を包んだ口くち髭ひげの騎士の姿が目に入る。その後にも年配の騎士が二人、控えている。肩当てにはラボラジアの紋章。

「……軍団長さん？　どう……されたんですか」

　あくびを必死でこらえながらパオラは訊たずねた。ラボラジア軍団長は顔を紅こう潮ちようさせており、いつも憤いきどおってばかりなのを差し引いても、せっぱ詰まっている様子が見てとれた。

「よかった、いらっしゃったか」

　息を切らして軍団長は言った。

「火か急きゆうの件につき、パオラどのに直接伝えねばと思ってな、非礼お赦ゆるし──」

「いいんです、急ぎの件って？」

「我々ラボラジア総軍一万、公国に戻る」

　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。言葉が、半分眠ったままの頭を素通りしてしまったみたいだ。

「連合を離れるのだ。申し訳なく思うが緊急なのだ！」

「え、な、な」あまりのことに、うまく声が出てこない。「なんで、ですかっ」

「さきほど急きゆう使しが来た、リドリア砦とりでが攻撃を受けて壊かい滅めつしたと──すでに半島は制圧されたとも」

「こ、攻撃？　え、ラボラジアが？　ラボラジアが聖せい王おう国こくに攻撃され──」

「たわけ、なにを言っているのだ、わからんのか！」

　軍団長は扉に拳こぶしを叩たたきつけた。

「アンゴーラだッ、帝国が攻めてきたのだ！」

　パオラの背筋に、氷海の水をそのまま流し込まれたかのような悪お寒かんが走った。





〈了〉














あとがき




　このシリーズも二年目、小説家生活も五年目に突入した杉井すぎいです。なんだかもうずいぶんと長い間この商売をやっているような気がしてきますが、あらためて振り返ってみると四年というのはまだまだ経験が浅い部類です。知り合いの古株の作家に「もう三回も担当編集が変わった」なんて話を聞くと、自分はまだ新人に毛が生えた程度なんだなあと痛感します。

　というわけで不肖杉井、このたびはじめて担当編集の交代を経験いたしました。

　Ｏさんはこの『剣の女王と烙らく印いんの仔こ』制作チーム《コケッコ団》の創設者にしてリーダー、銀ぎん卵らんでいうとフランチェスカにあたる人なのですが、転属でコケッコ団を離れることとなってしまいました。これまで五冊に渡って一緒に戦ってきた仲間なので寂しさもひとしおです……敵は主に、一度もしめきりを守れなかった僕自身でしたが……これまでほんとうにお世話になりました。ありがとうございます。

　後任のＨさんは銀卵でいうとパオラにあたる人──ということになるのでしょうか。今後ともよろしくお願いします。

　今回この５巻で、フランチェスカが離脱し、パオラが指揮を完全に任されて頑張る話になっているのは、この担当交代劇が反映されてのことです。敵がしめきりにルーズな著者自身というのも、自分の中の獣けものと戦い続けているクリスにならってのことです。

　──みたいな噓うそをあとがきに書くと、けっこうあっさり信じてしまう人がいるので、最近は自重するようにしています。




　しかし噓を書かずに四ページ埋めるというのは、なかなかどうしてたいへんな作業です。僕はこのシリーズを始めるまで、あとがきで苦労した記憶がありませんでしたが、なぜかこのシリーズに関しては毎巻悩みます。現実生活とからめた出まかせが書きづらいからかもしれません。漫才でも、ネタの入りは「最近オレ思うてることがあるんやけどな」というせりふがよく使われますよね。自分の近況をまず書いて、そこからなんとなく作品に関係があるようなそうでもないような与太話を続けて、いつの間にか三ページは埋まっているのであとは関係各位への謝辞で締めくくる、というパターンをずっと使ってきたのですが、ファンタジー小説だとどうにもうまくいかないのです。




　考えてみれば、僕のデビュー作はファンタジー小説でした（平安ものですが）。その頃ころどうやってあとがきを書いていたのか。読み返してみたら、貧乏食生活ネタばかりでした。作品の話題はびたいち出てきません。当時の自分がなにを考えていたのかはよくわかりません。が、作品の話抜きでの与太話はおおむね二ページが限界のようです。そんなわけでそろそろ真面目な話に移りたいと思います。




　今回も夕ゆ仁にさんが美麗なイラストをたくさんつけてくれました。ミネルヴァなどの衣装がほんのり変わっているのにお気づきでしょうか。個人的なお気に入りは、シルヴィアの新ドレスです。

　それからクリスもはじめて表紙を飾りました。不遇な仔こでしたので、これは嬉うれしいです。今回あんまり活躍しないというのに。

　僕は基本的に失敗からなにも学ばない人間なので、今回もやってしまいました。いったん提出したプロットが、どうにも一冊では収まりそうにないと気づいたのは三章くらいまで書き進めた時点でのことでした。そんなわけでサンカリヨン篇も６巻に続く、クリスの活躍もそちらでお楽しみに、ということになります。

　次もクリスが表紙をとれるといいなあ、とも思いますが、もう一方の主人公であるジュリオとシルヴィアもかわいそうな子たちなので、表紙でくらい一緒にいるところを見たいという気持ちもあります。ともかくコケッコ団の新団長であるところのＨさんの胸三寸ということになります。はい。だから、パオラかもしれないですね。銀ぎん卵らん三人娘で唯一、まだ表紙に出ていませんから……。




　これまで短いシリーズばかり書いていたので、続き物でシリーズ５巻目というのは僕としても最大の長編となります。全員が表紙を飾っても大丈夫なように活躍させていきたいと思います。どうぞおつきあいくださいませ。




　繰くり返しになってしまいますが、担当編集のＯさん、ＭＦ文庫Ｊへお誘いいただき、企画段階からこの５巻まで支えてくださって、ほんとうにありがとうございました。

　イラストレーターの夕仁さん、いつも素敵な絵をありがとうございます。最近どんどんお忙しくなっているでしょうに原稿遅らせてごめんなさい……。これからも一緒にがんばりましょう。

　それから新担当のＨさん、これからたくさんご迷惑をおかけすることになると思いますので、先に謝っておきます。ごめんなさい。

　みなみなさま、今後ともよろしくお願いします。
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